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本
稿
は
、
江
戸
後
期
に
清
新
性
霊
派
の
詩
風
を
唱
道
し
た
江
湖
詩
社
の
四
才
、

市
河
寛
齋
・
柏
木
如
亭
・
菊
池
五
山
・
大
窪
詩
佛
の
絶
句
各
百
首
を
収
め
た
『
今

四
家
絶
句
』（
文
化
十
二
年
刊
）
の
う
ち
「
五
山
百
絶
」
に
翻
字
、
注
釈
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
『
詞
華
集　

日
本
漢
詩
』（
汲
古
書
院
）
の
影
印

を
用
い
た
。

五
山
先
生
百
絶

秦
里
居
士　

細
庵
外
史　

詩
禅
道
人　

同
輯

○
秦
里
居
士　

細
庵
外
史　

詩
禅
道
人　

北
原
秦
里
、
宮
澤
細
庵
、
梁
川
星
巖　

江
湖
詩
社
の
四
才
に
次
ぐ
若
手
詩
人
。

１　

宿
山
邨
二
絶　
　

山
邨
に
宿
す　

二
絶

四
山
堆
雪
玉
玲
瓏　
　

四
山　

雪　

堆
う
ず
た
かく
し
て　

玉　

玲
瓏

月
落
荒
邨
夜
色
空　
　

月
落
て　

荒
邨　

夜
色　

空
し

炬
火
隔
溪
紅
一
綫　
　

炬
火　

溪
を
隔
て
て　

紅　

一
綫せ

ん

已
知
獵
手
到
寒
熊　
　

已
に
知
る　

猟
手
の
寒
熊
に
到
る
を

　
　

山
村
に
泊
ま
る　

絶
句
二
首

　

四
方
の
山
に
は
雪
が
堆
く
積
も
り
、
玉
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
そ
し
て
月

は
落
ち
て
僻
村
の
夜
の
景
色
は
何
も
見
え
な
く
な
っ
た
。（
そ
の
真
っ
暗
な
中
）

篝
火
が
谷
川
を
隔
て
た
向
こ
う
に
一
筋
、
紅
に
光
る
。
そ
れ
で
、
猟
師
が
冬
の

熊
に
迫
っ
た
の
が
わ
か
っ
た
。

○
山
邨　

奥
州
の
旅
の
途
中
か
。
５
〜
８
番
詩
の
奥
州
、
南
部
へ
の
旅
と
一
連

の
詩
か
。　

○
玉
玲
瓏　

玉
は
、
宝
玉
。
玲
瓏
は
、
宝
玉
の
よ
う
に
冷
た
く
さ

え
て
か
が
や
く
こ
と
。　

○
炬
火
隔
溪
紅
一
綫　

綫
は
、
い
と
、
す
じ
。「
一
綫

炊
煙
隔
溪
起
」（
佐
羽
淡
齋
・
晩
秋
足
尾
山
中
・『
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
）　

○
已

知　

知
る
と
言
う
こ
と
が
起
き
た
、
の
意
。　

○
獵
手　

猟
師
。
師
は
平
声
、

手
は
仄
声
で
使
い
分
け
た
。　

○
寒
熊　

冬
の
熊
。　

冬
眠
中
の
熊
。

◎
上
平
声
一
東
（
瓏
、
空
、
熊
）

『
五
山
百
絶
』
注
釈

山
　
口
　
　
　
旬
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２　

そ
の
２

老
芋
嫩
葱
只
是
腴　
　

老
芋　

嫩
葱　

只
だ
是
れ
腴

邨
姑
作
食
慣
寒
粗　
　

邨
姑　

食
を
作
て　

寒
粗
に
慣
る

和
成
骨
董
羹
初
熟　
　

和
し
て　

骨
董
と
成
し
て　

羹　

初
て
熟
す

客
亦
知
茲
風
味
無　
　

客
も
亦
た
茲こ

の
風
味
を
知
る
や
無
や

　

熟
し
切
っ
た
芋
も
若
い
葱
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
肥
え
て
い
る
。
村
の
女
は
質

素
な
食
事
を
作
る
の
に
慣
れ
て
い
る
。
全
て
混
ぜ
て
ご
っ
た
煮
に
し
て
、
あ
つ

も
の
が
や
っ
と
で
き
あ
が
る
。
旅
人
に
も
ま
た
こ
の
風
味
が
わ
か
る
か
ど
う
か
。

○
腴　

地
味
（
土
地
の
具
合
）
が
ゆ
た
か
で
肥
え
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
だ
け
が

ご
馳
走
だ
、
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
。　

○
寒
粗　

質
素
。
素
朴
。
寒
村
と
同
じ
言

い
方
。　

○
骨
董
羹　

魚
肉
・
野
菜
な
ど
を
ご
た
ご
た
と
入
れ
て
煮
た
汁
。
ご
っ

た
煮
。　

○
茲　

此
と
同
じ
く
近
称
指
示
語
。
茲
は
平
声
、
此
は
仄
声
。

◎
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
も
収
録
さ
れ
る
。
上
平
声
七
虞
。

３　

聞
勢
人
有
訛
傳
余
死
者
戯
作
二
絶
寄
示

　
　

勢
人
、
余
が
死
を
訛
傳
す
る
者
有
り
と
聞
て
戯
に
二
絶
を
作
て
寄
示
す
。

抛
却
浮
名
正
是
閑　
　

浮
名
を
抛
却
し
て
正
に
是
れ
閑
な
り

只
消
盃
酒
洗
愁
顔　
　

只
だ
盃
酒
を
消
て
愁
顔
を
洗
ふ
の
み

人
間
今
尚
爾
遊
戯　
　

人
間　

今
尚
ほ
爾
く
遊
戯
す

未
許
端
明
歸
道
山　
　

未
だ
許
さ
ず　

端
明　

道
山
に
帰
る
を

伊
勢
の
人
で
、
私
の
死
を
誤
っ
て
伝
え
る
者
が
い
る
と
聞
て
戯
れ
に
絶
句

二
首
を
作
っ
て
送
り
示
し
た
。

　

虚
名
を
す
っ
か
り
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
ま
さ
に
心
静
か
だ
。
た
だ
、
盃

に
酒
を
酌
ん
で
、
愁
い
顔
を
洗
っ
て
い
る
。
世
間
で
今
な
お
そ
ん
な
具
合
に
戯

れ
て
い
る
の
で
、
い
ま
だ
に
端
明
学
士
の
蘇
軾
と
同
じ
よ
う
に
、
道
山
に
帰
る
、

つ
ま
り
は
死
ぬ
な
ど
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
。

○
消
盃
酒　

酒
を
飲
む
。　

○
人
間
今
尚
爾
遊
戯　
「
間
」
は
冒
韻
だ
が
引
用
な

の
で
動
か
せ
な
い
。『
世
説
新
語
補
』
の
「
今
尚
爾
游
戯
人
間
」
を
語
順
を
替
え

て
使
っ
て
い
る
。　

○
端
明　

端
明
学
士
。
官
名
。
翰
林
学
士
の
上
位
。　

○

歸
道
山　
「
道
家
で
死
ぬ
こ
と
。
蘇
軾
が
恵
州
に
貶
謫
さ
れ
、
後
に
都
に
帰
っ
て

き
た
時
、
葉
祖
洽
は
蘇
軾
に
「
世
伝
端
明
已
帰
道
山
、
今
尚
爾
游
戯
人
間
」
と

問
う
た
（
世
説
新
語
補
・
排
調
下
）。」（
古
典
文
学
大
系
本
『
五
山
堂
詩
話
』
注
）。

『
五
山
堂
詩
話
』巻
三
７
話
に
も
死
ぬ
こ
と
を「
道
山
に
帰
す
」の
語
が
あ
る
。（『
詩

壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』）

◎『
五
山
堂
詩
話
』巻
一
23
話
に
こ
の
二
首
載
せ
る
。
異
同
あ
り
。「
正
」→「
好
」

◎
上
平
声
十
五
刪

４　

そ
の
２

歴
盡
畏
途
心
鑠
磨　
　

畏
途
を
歴
尽
し
て　

心　

鑠
磨
す

對
人
不
説
奈
窮
何　
　

人
に
対
し
て　

説
か
ず　

窮
を
奈
何
せ
ん
と

往
逢
陰
吏
猶
知
早　
　

往
て　

陰
吏
に
逢
ふ　

猶
ほ
早
き
を
知
る
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三
百
瓮
齏
禄
料
多　
　

三
百
の
瓮お
う
せ
い齏　

禄
料　

多
し

　

険
し
い
道
を
経
尽
く
し
て
、心
は
解
け
す
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。人
に
対
し
て
、

貧
乏
を
ど
う
し
よ
う
な
ど
と
説
く
こ
と
は
な
い
。
冥
土
に
行
っ
て
、役
人
に
逢
っ

て
ま
だ
死
期
に
は
早
い
の
を
知
っ
た
。（
彼
の
言
う
生
き
る
の
に
必
要
な
）
三
百

の
甕
の
漬
物
よ
り
は
、
食
い
扶
持
は
多
く
あ
る
の
だ
。

○
畏
途　

け
わ
し
い
道
。「
畏
途
巉
岩
不
可
攀
」（
蜀
道
難
・
李
白
）。
険
阻
で

畏
る
べ
き
道
路
。
お
そ
ろ
し
く
気
味
の
悪
い
道
。　

○
陰
吏　

冥
土
の
役
人
。　

○
往
逢
陰
吏
猶
知
早
、
三
百
瓮
齏
禄
料
多　

瓮
は
、
も
た
い
。
か
め
。
み
か
。　

齏
は
、
な
ま
す
。
あ
え
も
の
。「
三
百
の
甕
に
入
っ
た
漬
物
。
昔
、
貧
士
が
死
ん

で
冥
土
の
役
人
に
会
っ
た
時
、
冥
土
の
役
人
は
、
そ
の
士
に
「
当
再
生
、
汝
有

三
百
甕
齏
消
未
尽
」と
言
っ
た
と
い
う（
娯
書
堂
詩
話
）「
三
百
甕
齏
消
未
尽
」（
病

癒
・
陸
游
）」（
古
典
文
学
大
系
『
五
山
堂
詩
話
』
注
）

◎
下
平
声
五
歌

５　

奥
州
道
中

高
低
路
向
亂
山
東　
　

高
低　

路
は
向
ふ　

乱
山
の
東

身
落
荒
陬
蠻
語
中　
　

身
は
落
つ　

荒
陬　

蛮
語
の
中

只
有
不
言
桃
李
在　
　

只
だ
不
言
桃
李
の
在
る
有
て

吹
薫
盡
日
馬
頭
風　
　

吹
き
薫
ず　

尽
日　

馬
頭
の
風

　

路
は
高
山
低
山
と
様
々
な
山
の
東
へ
と
向
っ
て
い
て
、
わ
が
身
は
僻
村
の
田

舎
言
葉
の
中
に
落
ち
た
よ
う
だ
。
た
だ
桃
や
李
だ
け
が
、
も
の
も
言
わ
ず
、
日

の
出
て
い
る
間
ず
っ
と
風
が
、
馬
上
の
私
を
吹
き
薫
ら
し
て
く
れ
る
。

○
奥
州
道
中　
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
８
話
の
文
化
四
年
の
旅
「
今
歳
、丁
卯
、余
、

奥
中
に
遊
ぶ
。」。
次
詩
の
南
部
へ
の
旅
先
の
詩
に
続
く
一
連
の
作
。　

○
高
低

路
向　

大
窪
詩
佛
の『
卜
居
集
』58
詩
に「
乱
山
高
下
中
」（
送
那
可
公
雅
帰
秋
田
）

の
句
が
あ
る
。　

○
亂
山　

高
さ
が
不
ぞ
ろ
い
の
多
く
の
山
々
。　

高
低
と
対

応
。　

○
東　

韻
字
な
の
で
東
と
し
た
か
。　

○
荒
陬　

す
み
、
く
ま
。
村
落
。

せ
せ
こ
ま
し
い
田
舎
村
。　

○
蠻
語　
『
五
山
堂
詩
話
』
二
８
「
元
の
范
德
機
の

詩
に
、
蠻
語　

人
に
酬
ゆ　

翻
て
自
ら
苦
し
む
。
好
山　

敢
て
何
の
州
ぞ
と
問

は
ず
」　

○
在　
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
で
は
、「
在
」
を
「
妙
」
と
す
る
。　

○

不
言
桃
李　
「
桃
李
不
言
、
下
自
成
蹊
」（
史
記
・
李
広
将
軍
）　

蠻
語
と
対
応
。　

○
盡
日　

日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
。　

○
馬
頭　

馬
上
。

◎
上
平
声
一
東
。

６　

山
中
秋
夜　

以
下
三
首
南
部
客
中
作

團
欒
燒
栗
坐
爐
頭　
　

団
欒　

栗
を
焼
て
炉
頭
に
坐
す

一
椀
松
肪
夜
更
幽　
　

一
椀
の
松
肪　

夜　

更
に
幽
な
り

且
使
邨
人
謾
説
鬼　
　

且
ら
く
邨
人
を
し
て
謾
に
鬼
を
説
か
し
む

匹
如
坡
老
在
黄
州　
　

匹
如
す　

坡
老
の
黄
州
に
在
る
に
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栗
を
焼
て
、
囲
炉
裏
端
に
ま
ど
い
し
て
、
椀
に
入
れ
た
松
の
油
の
灯
り
が
ひ

と
つ
、
夜
は
ひ
た
す
ら
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
村
人
に
好
き
な
よ

う
に
幽
霊
の
話
し
を
さ
せ
る
。
蘇
東
坡
老
が
黄
州
に
流
さ
れ
た
時
に
そ
っ
く
り

だ
。

○
南
部　

旧
南
部
領
。青
森
・
岩
手
・
秋
田
三
県
に
ま
た
が
る
。特
に
盛
岡
を
い
う
。

『
五
山
堂
詩
話
』
五
41
に
、「
余
、
向
、
在
南
部
」
と
あ
る
。　

○
團
欒　

ま
る

く
輪
を
作
っ
て
あ
つ
ま
る
こ
と
。
親
し
い
者
の
楽
し
い
会
合
。　

○
松
肪　

松

肪
は
、
ま
つ
や
に
。
松
脂
。「
石
乳
無
時
滴
、
松
肪
徹
夜
明
」（
山
中
詩
・
陸
游
）、

「
松
肪
寄
一
車
、
可
以
照
読
書
」（
冬
夜
・
陸
游
）。
こ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
松
明

で
は
な
く
、
椀
に
油
を
入
れ
て
灯
芯
を
ひ
た
し
た
灯
り
。　

○
夜
更
幽　
「
一
鳥

不
啼
山
更
幽
」（
北
宋
・
王
安
石
・
鍾
山
）　

○
且
使
邨
人
謾
説
鬼　

蘇
軾
の
詩

に
「
鬼
」
は
多
く
あ
る
が
、
黄
州
で
村
人
と
鬼
を
語
っ
た
詩
は
見
あ
た
ら
な
い
。　

○
匹
如　

似
る
こ
と
。
匹
似
に
同
じ
。「
匹
」
は
た
ぐ
い
、
た
ぐ
う
、
の
意
。
如

は
、状
態
を
あ
ら
わ
す
形
容
詞
に
付
く
こ
と
ば
。
〜
然
。
申
申
如（
論
語
）な
ど
。　

○
坡
老
在
黄
州　
「
黄
州
」
蘇
東
坡
、
中
年
期
の
黄
州
へ
の
流
罪
の
日
々
。

◎
下
平
声
十
一
尤

7　

新
春
二
絶
句

窮
鄕
作
客
喜
逢
春　
　

窮
郷　

客
と
作
て　

春
に
逢
ふ
を
喜
ぶ

情
味
今
年
比
例
親　
　

情
味　

今
年　

例
に
比
す
れ
ば
親
し

我
不
肯
留
君
豈
久　
　

我　

肯
て
留
ら
ず　

君　

豈
に
久
し
か
ら
ん
や

江
山
他
日
共
歸
人　
　

江
山　

他
日　

共
に
帰
る
の
人

　

都
か
ら
離
れ
た
こ
の
土
地
で
、旅
人
と
し
て
、春
に
逢
っ
た
の
を
喜
ん
で
い
る
。

（
春
の
）
心
持
ち
は
、
今
年
は
普
段
に
比
べ
る
と
親
し
げ
に
感
じ
る
。
私
も
け
っ

し
て
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と
も
な
い
し
、
君
（
春
）
も
ど
う
し
て
久
し
く
留
ま
る

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
し
た
ら
、
い
っ
し
ょ
に
山
や
川
を
帰
っ
て
い
く

同
士
な
の
だ
。

○
窮
鄕　

僻
遠
の
地
。　

○
今
年
比
例
親　
「
例
」
旅
先
で
な
い
の
と
比
べ
て
。　

○
君　

春
の
こ
と
。　

○
江
山　

川
と
山
。
そ
の
け
し
き
。　

○
他
日　

過
去

も
未
来
も
表
す
が
こ
こ
は
将
来
。

◎
上
平
声
十
一
真
。
36
詩
が
類
想
。

８　

そ
の
２

澗
戸
重
陰
冰
雪
堆　
　

澗
戸　

重
陰　

氷
雪　

堆
し

客
懐
猶
未
覺
春
回　
　

客
懐　

猶
ほ
未
だ
春
の
回
る
を
覚
え
ず

梅
花
噤
口
非
無
意　
　

梅
花　

口
を
噤
す　

意
無
き
に
非
ず

要
待
歸
時
餞
我
開　
　

帰
時
を
待
て
我
を
餞
し
て
開
ん
と
要
す

　

谷
間
の
家
で
は
、
木
陰
も
深
く
氷
や
雪
が
堆
く
残
っ
て
い
て
、
旅
人
の
気
持

ち
で
は
、
な
お
ま
だ
春
が
回
っ
て
き
た
の
を
感
じ
な
い
。
梅
の
花
が
口
を
鎖

し
て
い
る
の
は
、
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
私
の
帰
る
時
期
ま
で
待
っ
て
私 



−65−

山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

を
餞
は
な
む
けす
る
よ
う
に
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

○
澗
戸　

谷
間
に
あ
る
家
。「
澗
戸
寂
無
人
」（
辛
夷
塢
・
王
維
）　

○
重
陰　

木

の
葉
な
ど
が
重
な
り
あ
っ
て
、
う
す
暗
く
な
っ
た
、
物
の
陰
。　

○
客
懐　
「
懐
」

は
、
思
い
、
心
。　

○
梅
花
噤
口　

花
の
咲
く
の
を
笑
う
と
も
言
う
の
で
言
う
。　

○
非
無
意　

前
詩
の
「
親
」
か
ら
。

◎
上
平
声
十
灰

９　

移
竹

我
正
醒
時
君
正
醉　
　

我　

正
に
醒
る
時　

君　

正
に
酔
ふ

扶
君
移
向
小
欄
西　
　

君
を
扶
け　

移
し
て
小
欄
の
西
に
向
ふ

他
時
我
醉
君
須
醒　
　

他
時　

我　

酔
て　

君　

須
ら
く
醒
む
べ
し

一
臥
清
風
要
借
棲　
　

一
臥　

清
風　

棲
を
借
り
ん
と
要
す

　

私
が
ま
さ
に
醒
め
て
い
る
時
に
、
君
は
ま
さ
に
酔
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
君

を
支
え
て
、小
さ
な
欄
干
の
西
に
移
し
植
え
る
。
将
来
、私
が
酔
っ
て
い
る
時
に
、

君
に
は
醒
め
て
い
て
も
ら
お
う
。
清
ら
か
な
風
が
吹
く
中
、
ひ
と
眠
り
す
る
の

に
竹
林
の
中
に
宿
を
借
り
よ
う
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

○
我
正
醒
時
君
正
醉　
「
竹
醉
日
」
陰
暦
五
月
十
三
日
の
称
。
こ
の
日
に
竹
を
植

え
る
と
よ
く
繁
茂
す
る
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
「
酔
〜
醒
」
と
発
想
。「
君
」
は
竹

の
別
称
「
此
君
」
か
ら
（
晋
の
王
徽
之
が
竹
を
指
し
て
、「
何
ぞ
一
日
も
此
君
無

か
る
べ
け
ん
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
。〔
晋
書
・
王
徽
之
〕）　
「
醉
」
の
字
は
仄

字
で
踏
み
落
と
し
て
い
る
。　

○
扶
君
移
向
小
欄
西　

向
は
於
い
て
の
意
と
す

る
と
「
小
欄
の
西
に
移
す
」
と
な
る
が
、
訓
読
は
原
本
訓
点
の
ま
ま
と
し
た
。　

○
他
時　

他
日
と
同
じ
く
過
去
も
未
来
も
表
す
が
こ
こ
は
将
来
。　

○
一
臥
清

風
要
借
棲　
「
要
」
は
、
待
ち
受
け
る
。

◎
上
平
声
八
斉
、
醉
は
踏
み
落
と
し
。
前
対
格
の
時
は
正
格
と
な
る
。『
文
政

十
七
家
絶
句
』
に
も
収
録
さ
れ
る
。「
棲
」
を
「
栖
」
と
す
る
。

10　

夏
日
雜
唫　

原
五

願
得
呉
鉤
劍
似
冰　
　

願
く
は
呉
鉤
剣
の
氷
に
似
る
を
得
て

讒
人
先
斬
歐
陽
憎　
　

讒
人　

先
づ
斬
る　

歐
陽
の
憎
む
を

直
教
座
側
長
清
盡　
　

直
に
座
側
を
し
て
長
に
清
尽
せ
し
め

一
榻
薫
風
試
曲
肱　
　

一
榻
の
薫
風　

曲
肱
を
試
み
ん

　

願
わ
く
は
、
氷
の
ご
と
く
鋭
い
呉
鉤
剣
と
や
ら
を
手
に
入
れ
て
、
真
っ
先
に
、

歐
陽
脩
が
憎
ん
だ
と
い
う
讒
言
や
か
ま
し
い
輩
の
蠅
を
斬
っ
て
し
ま
い
た
い
も

の
だ
。
そ
し
て
す
ぐ
に
、
座
の
側
を
ず
っ
と
清
ら
か
に
し
尽
く
し
て
、
初
夏
の

風
に
吹
か
れ
て
、
長
椅
子
に
寝
そ
べ
っ
て
肘
枕
で
も
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
わ

け
だ
。

○
呉
鉤　

刀
剣
の
名
。
湾
形
の
刀
。　

○
讒
人　

讒
言
す
る
人
。「
憎
蒼
蠅
賦
」（
欧

陽
脩
）
に
「
頃
刻
に
し
て
集
ま
る
、
誰
か
相
告
報
す
る
や
。」
耳
元
で
羽
音
の
う

る
さ
い
蠅
を
指
す
。　

○
歐
陽
憎　
「
憎
蒼
蠅
賦
」（
欧
陽
脩
『
古
文
真
宝
』
な
ど
）
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か
ら
蠅
を
指
す
。　

○
曲
肱　

貧
し
い
な
が
ら
も
道
を
行
う
楽
し
み
。
簡
素
な

生
活
の
楽
し
さ
。
孔
子
の
弟
子
の
顔
回
が
、
ひ
じ
を
ま
げ
て
ま
く
ら
と
し
た
こ

と
か
ら
。「
飯
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
矣
。」（
論
語
・
述
而
）

◎
下
平
声
十
蒸　

詩
題
の
「
夏
日
雜
唫
」
は
范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」
連

作
の
影
響
下
で
あ
る
こ
と
を
し
め
す
。
67
詩
に
「
冬
日
田
園
雑
興
」。

11　

薄
暮
驟
雨

薄
暮
狂
雲
挟
雨
過　
　

薄
暮
の
狂
雲　

雨
を
挟
み
て
過
ぎ

殘
聲
猶
自
在
汀
荷　
　

残
声　

猶な自
ほ　

汀
荷
に
在
り

紅
燈
無
數
凉
如
滴　
　

紅
灯　

無
数　

涼　

滴
る
が
如
く

近
水
樓
臺
氣
色
多　
　

水
に
近
き
楼
台　

気
色　

多
し

　

夕
暮
れ
の
定
ま
ら
な
い
雲
は
、
ま
る
で
雨
を
挟
ん
で
運
ぶ
よ
う
に
し
て
通
り

過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
も
ま
だ
汀
の
蓮
の
葉
の
滴
る
音
が
雨
音
の
よ
う

に
残
っ
て
い
る
。
雨
に
洗
わ
れ
た
花
街
の
紅
い
灯
は
数
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
で
、

涼
し
げ
で
滴
る
よ
う
だ
。
水
辺
に
近
い
楼
台
は
、
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

○
薄
暮　

日
ぐ
れ
に
な
る
こ
と
。
夕
ぐ
れ
。「
乱
雲
低
薄
暮　

急
雪
舞
廻
風
」（
対

雪
・
杜
甫
）　

○
狂
雲　

乱
れ
さ
わ
ぐ
雲
。
所
さ
だ
ま
ら
ぬ
雲
。　

○
猶
自
「
本

自
独
自
各
自
手
自
猶
自
徒
自
只
自
信
自
空
自
亦
自
也
自
偏
自
要
自
ノ
類
ミ
ナ
上

ノ
字
ニ
ツ
ヒ
テ
用
ユ
」（『
詩
家
推
敲
』）　

○
紅
燈　

紅
灯
緑
酒
。
紅
い
灯
の
つ

い
て
い
る
街
と
緑
色
の
酒
、
転
じ
て
狭
斜
花
街
の
さ
ま
。
書
斎
の
青
灯
と
対
す
。　

○
近
水
樓
臺　

具
体
的
に
は
不
忍
池
周
辺
な
ど
か
。　

○
氣
色　

あ
り
さ
ま
。

よ
う
す
。

◎
下
平
声
五
歌

12　

白
河
醫
員
小
澤
再
成
来
索
其
侯
五
十
壽
詩
輙
賦
一
絶
以
附
輿
誦

（
白
河
の
医
員
、
小
沢
再
成
、
来
て
其
の
侯
五
十
の
寿
詩
を
索
む
。
輙す
な
わち

一
絶
を
賦
し
て
以
て
輿
誦
に
附
す
。）

○
輙　

輒
の
俗
字
。「
輒
」
〜
し
て
す
ぐ
に
。　

○
白
河　

福
島
県
南
部
の
市
。

も
と
阿
部
氏
十
万
石
の
城
下
町
。　

○
輿
誦　

多
く
の
人
の
言
。
身
分
の
低
い

人
の
言
。
駕
籠
か
き
の
言
葉
の
よ
う
な
蔑
称
か
。

◎
五
山
は
壽
詩
に
否
定
的
。『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
52
話

君
自
今
時
錢
若
水　
　

君　

自
ら
今
時
の
銭
若
水

急
流
勇
退
更
無
倫　
　

急
流　

勇
退　

更
に
倫
無
し

玄
風
道
骨
何
須
問　
　

玄
風　

道
骨　

何
ん
ぞ
問
ふ
こ
と
を
須
ん

便
是
神
仙
班
裏
人　
　

便
ち
是
れ
神
仙
班
裏
の
人

　

貴
方
は
現
代
の
銭
若
水
の
よ
う
だ
。
彼
の
ご
と
く
急
流
の
中
か
ら
勇
退
す
る

よ
う
に
き
っ
ぱ
り
と
官
を
辞
し
去
ら
れ
た
の
は
、
他
に
比
べ
よ
う
も
な
い
。
道

者
や
仙
人
の
よ
う
な
気
質
は
、
わ
ざ
わ
ざ
問
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
そ

の
ま
ま
、
神
仙
の
仲
間
の
人
な
の
だ
。
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○
君
自
「
君
自
我
自
ノ
類
ハ
則
ノ
義
ニ
近
シ
」（『
詩
家
推
敲
』）　

○
錢
若
水　

「
宋
・
新
安
の
人
。
字
は
澹
、
臣
、
長
卿
。
諡
は
宣
靖
。
官
は
并
代
経
略
使
。（
宋

史
、
二
百
六
十
六
）
四
十
四
歳
で
没
。　

○
急
流
勇
退　

き
っ
ぱ
り
と
官
を
辞

し
去
る
た
と
え
。「
一
僧
謂
錢
若
水
曰
、
公
急
流
勇
退
人
」（『
名
臣
言
行
録
』）。　

○
玄
風
道
骨
何
須
問　

玄
風
は
、
老
荘
の
道
。
深
遠
な
道
。
道
骨
は
、「
修
道
者

的
気
質
」、道
骨
仙
風
は
、「
謂
有
得
道
者
及
仙
人
的
気
質
神
采
」（
漢
語
大
詞
典
）。

通
常
は
道
骨
仙
風
で
熟
し
て
い
る
の
を
玄
風
道
骨
と
語
順
を
変
え
、
結
句
と
の

同
字
を
避
け
て
仙
を
玄
と
し
た
。

◎
上
平
声
十
一
眞
、
水
は
仄
声
で
踏
み
落
と
し
。

13　

七
月
十
一
日
飲
百
香
齋
晩
間
驟
雨
雨
不
傷
月
即
席
走
筆
得
四
絶
句

（
七
月
十
一
日
、百
香
齋
に
飲
む
。
晩
間
、驟
雨
。
雨
、月
を
傷
ら
ず
。
即
席
、

筆
を
走
せ
て
、
四
絶
句
を
得
た
り
。）

快
風
顛
雨
池
上
寒　
　

快
風　

顛
雨　

池
上
に
寒
し

荷
珠
跳
散
不
成
團　
　

荷
珠　

跳
散
し
て　

団
を
成
さ
ず

姮
娥
欲
覷
此
竒
景　
　

姮
娥　

此
の
奇
景
を
覷う
か
がは
ん
と
欲
し
て

半
捲
雲
帷
偸
眼
看　
　

半
ば
雲
帷
を
捲
て　

偸
眼
し
て
看
る

七
月
十
一
日
、
百
香
齋
で
飲
ん
だ
。
夕
方
に
、
俄
雨
と
な
っ
た
が
、
雨
が

月
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
即
席
に
、
筆
を
走
ら
し
て
、
四
絶
句
を
得
た
。

　

快
よ
い
風
が
吹
い
て
激
し
い
雨
が
、
池
の
辺
り
や
水
面
に
寒
々
と
降
っ
て
い

る
。
蓮
の
葉
の
上
の
水
滴
は
勢
い
よ
く
飛
び
散
っ
て
か
た
ま
り
に
成
る
間
も
な

い
。
月
の
女
神
、姮
娥
は
、こ
の
珍
し
く
美
し
い
風
景
を
の
ぞ
き
見
よ
う
と
し
て
、

半
分
ほ
ど
雲
の
帷
り
を
巻
き
上
げ
て
盗
み
見
し
て
い
る
。

○
七
月
十
一
日　

何
年
か
不
明
。　

○
百
香
齋　

未
詳
。　

○
晩
間　

夕
方
、晩
。

○
雨
不
傷
月　

雨
が
降
っ
た
の
に
月
が
隠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
夜
の
天

気
雨
。　

○
姮
娥
欲
覷
此
竒
景　

姮
娥
は
、
漢
の
文
帝
の
名
が
恒
で
あ
る
に
よ

り
漢
人
は
姮
娥
を
改
め
て
嫦
娥
と
し
た
。
古
代
、
伝
説
上
の
美
人
。
弓
の
名
人

の
夫
が
西
王
母
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
飲
み
、
月
に
逃
げ
た

と
い
う
。
常
娥
・
月
精
・
素
娥
と
も
。
覷
は
、
覰
（
ソ
。
う
か
が
う
）
の
俗
字
。　

○
捲
雲
帷　

月
が
姿
を
現
し
て
、
の
意
。

◎
上
平
声
十
四
寒

14　

そ
の
２

雲
痕
應
譲
月
痕
清　
　

雲
痕
は
応
に
月
痕
の
清
に
譲
る
べ
し

北
畔
滂
沱
南
畔
晴　
　

北
畔
は
滂
沱　

南
畔
は
晴
る

織
就
雨
絲
無
覓
處　
　

織
り
就
す　

雨
糸　

覓も
と

む
る
に
処
無
し

縐
紗
池
面
却
分
明　
　

縐し
ゅ
う
さ紗
池
面　

却
て
分
明

　

雲
の
影
は
月
の
影
の
清
ら
か
さ
に
一
歩
を
譲
っ
た
の
だ
ろ
う
。
北
側
は
滂
沱

と
し
て
降
り
、南
側
は
晴
れ
て
い
る
。
雨
の
糸
は
織
物
を
つ
む
い
で
い
る
の
だ
が
、

取
ろ
う
と
し
て
も
と
れ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
池
の
面
に
は
、
ち
ぢ
み
の
よ
う
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な
織
物
が
月
の
光
に
映
じ
て
逆
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
。

○
織
就　
「
就
」「
成
ニ
同
シ
」（『
詩
家
推
敲
』）　

○
縐
紗　

細
か
い
し
わ
の
あ

る
絹
織
物
。
古
の
縠
（
チ
ヂ
ミ
）。

◎
下
平
声
八
庚

15　

そ
の
３

雨
師
心
匠
亦
何
工　
　

雨
師
の
心
匠　

亦
た
何
ん
ぞ
工
な
る

嵌
月
亂
雲
装
太
空　
　

月
を
乱
雲
に
嵌
し
て
太
空
を
装
ほ
ふ

洗
出
清
輝
元
徹
底　
　

清
輝
を
洗
出
し
て　

元
と
徹
底

輕
埃
隔
得
便
朦
朧　
　

軽
埃　

隔
て
得
て　

便
ち
朦
朧

　

雨
の
神
様
の
工
夫
は
、
な
ん
と
巧
み
な
の
だ
ろ
う
か
。
月
を
乱
れ
た
雲
の
中

に
嵌
め
こ
ん
で
、
大
空
を
装
っ
て
し
ま
っ
た
。
月
の
清
ら
か
な
輝
き
を
洗
い
出

し
て
、
よ
り
徹
底
し
て
見
せ
て
、
小
さ
な
埃
ひ
と
つ
で
も
見
せ
ず
に
、
他
は
朦

朧
と
隔
て
て
し
ま
っ
た
。

○
雨
師　

雨
の
神
。　

○
心
匠　

こ
こ
ろ
に
思
い
め
ぐ
ら
す
。心
中
に
た
く
ら
む
。

工
夫
す
る
。
か
ん
が
え
。
工
夫
。　

○
亦
何
工　

上
が
匠
な
の
で
縁
語
的
に
工

と
い
っ
た
。　

○
嵌
月
亂
雲
装
太
空　

嵌
は
、は
め
る
。
太
空
は
、大
空
の
こ
と
。

月
以
外
を
雲
で
お
お
う
こ
と
で
余
計
な
埃
を
朦
朧
と
隠
し
、
よ
り
月
の
美
し
さ

を
出
し
た
。

◎
上
平
声
一
東

16　

そ
の
４

雨
中
月
色
月
中
雨　
　

雨
中
の
月
色　

月
中
の
雨

此
景
尋
常
縁
底
看　
　

此
の
景　

尋
常　

底
に
縁
て
看
ん

起
舞
狂
顛
持
不
得　
　

起
舞　

狂
顛　

持
し
得
ず

我
和
荷
葉
一
齊
歡　
　

我　

荷
葉
と
一
斉
に
歓
ず

　

雨
の
中
の
月
景
色
、
月
景
色
の
中
の
雨
。
こ
う
し
た
風
景
は
、
普
通
で
は
何

に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
狂
喜
乱
舞
し
て
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
。
私
は
蓮
の
葉
が
揺
れ
る
の
と
い
っ
し
ょ
に
よ
ろ
こ
び
興
じ
て
い
る
。

○
月
色　

月
の
景
色
。　

○
底　

唐
・
宋
の
俗
語
。
何
と
同
じ
。「
病
骨
独
能

在　

人
間
底
事
無
」（
李
賀
・
示
弟
）　

○
起
舞　

た
っ
て
舞
う
。
よ
ろ
こ
ん
で

奮
発
す
る
。
一
首
目
に
快
風
と
あ
る
の
で
、
荷
葉
が
ゆ
れ
て
い
る
様
子
。　

○

持　

支
え
る
。　

○
和　
「
和
…
（
中
略
）
…
與
の
義
に
用
ゆ
。」（
詩
家
推
敲
）　　

○
歡　

よ
ろ
こ
ぶ
。
楽
し
む
。

◎
上
平
声
十
四
寒
、
雨
は
仄
声
で
踏
み
落
と
し
。

17　

木
蘭
花

出
塞
當
年
卸
艷
粧　
　

出
塞　

当
年　

艶
粧
を
卸
す

化
為
花
卉
伍
羣
芳　
　

化
し
て
花
卉
と
為
て　

群
芳
に
伍
す
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山
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旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

至
今
顔
色
嫌
脂
粉　
　

今
に
至
て　

顔
色　

脂
粉
を
嫌
ふ

誰
信
木
蘭
是
女
郎　
　

誰
か
信
ぜ
ん　

木
蘭　

是　

女
郎
な
る
を

　

故
郷
か
ら
出
兵
し
た
当
時
、
華
や
か
な
化
粧
は
取
り
去
っ
て
男
装
し
た
。
姿

を
変
え
て
地
味
な
草
花
と
な
っ
て
、
多
く
の
派
手
な
花
々
に
対
抗
し
た
の
だ
。

今
に
至
る
ま
で
顔
色
の
紅
白
粉
を
嫌
っ
て
あ
く
ま
で
清
白
だ
。
誰
が
信
じ
る
だ

ろ
う
か
、
こ
の
木
蘭
の
花
が
実
は
女
で
あ
っ
た
な
ど
と
。

○
木
蘭
花　

木
蘭
は
、
木
の
名
。
モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属
の
落
葉
低
木
。
モ

ク
レ
ン
。
ま
た
、
古
の
孝
女
の
名
。
木
蘭
の
姓
は
「
花
」「
朱
」「
木
」「
魏
」
な

ど
一
定
し
て
い
な
い
が
、
京
劇
で
は
「
花
木
蘭
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
楽
府
の

名
。
木
蘭
と
い
う
少
女
が
男
装
し
て
、
父
に
代
っ
て
従
軍
し
、
無
事
帰
還
し
た

こ
と
を
歌
っ
た
も
の
。　

○
出
塞　

国
境
か
ら
国
外
へ
出
る
。「
出
塞
詩
」　

○

卸
艷
粧　
「
卸
妝
」
装
飾
を
取
り
去
る
こ
と
。
妝
は
粧
。　

○
花
卉　

花
の
咲
く

草
。
草
花
。　

○
脂
粉　

べ
に
と
お
し
ろ
い
。
女
の
化
粧
。　

○
木
蘭
是
女
郎「
同

行
十
二
年
。
不
知
木
蘭
是
女
郎
」（
木
蘭
詩
・
古
楽
府
『
古
詩
源
』）
の
句
か
ら
。

◎
下
平
声
七
陽

18　

答
人
索
櫻
花
詩
（
人
の
桜
花
の
詩
を
索
む
る
に
答
ふ
。）

名
花
豈
可
着
凡
詞　
　

名
花　

豈
に
凡
詞
を
着
く
べ
け
ん
や

祗
足
汚
他
絶
代
姿　
　

祗た

だ
に
他
の
絶
代
の
姿
を
汚
す
に
足
る
の
み

聖
到
少
陵
還
自
歉　
　

聖　

少
陵
に
到
る
も　

還
た
自
ら
歉あ
き
たら
ず

一
生
不
作
海
棠
詩　
　

一
生　

作
ら
ず　

海
棠
の
詩

人
が
桜
の
花
の
詩
を
求
め
て
き
た
の
に
答
え
た
詩
。

　

桜
と
い
う
名
高
い
花
に
、
ど
う
し
て
平
凡
な
言
葉
を
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
た
だ
、
あ
の
絶
世
の
姿
を
汚
す
だ
け
の
こ
と
だ
。
詩
の

境
地
の
高
き
に
昇
っ
た
詩
聖
・
杜
甫
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
に
自
分
で
あ
き

た
ら
ず
に
、
一
生
涯
、
母
の
諱
の
海
棠
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
と

い
う
で
は
な
い
か
。

○
名
花　

後
項
の
王
十
朋
の
詩
に
「
名
花
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。　

○
祗　

つ

つ
し
む
。
う
や
ま
う
。
た
だ
。
ひ
と
す
じ
に
。
ひ
た
す
ら
。
祗
は
祇
（
地
の
神
）

と
は
別
字
。
祇
も
祗
と
混
同
し
て
「
た
だ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。『
唐
詩
概
説
』

に
「
秖
（
た
だ
）」
と
あ
る
。「
秖
」
は
「
た
だ
、
ま
さ
に
」
で
祇
に
通
じ
る
。

秪
は
秖
の
俗
字
。　

○
聖
〜
少
陵　

詩
聖
、
杜
甫
。
字
は
子
美
。
杜
陵
に
い
た

の
で
少
陵
野
老
な
ど
と
自
称
し
た
。　

○
歉　

食
い
足
り
な
い
。
き
き
ん
。
す

く
な
い
。
意
に
満
た
な
い
。
心
中
に
恨
み
を
抱
く
。　

○
一
生
不
作
海
棠
詩　
「
少

陵
詩
史
有
遺
闕
、
海
棠
名
花
輒
湮
沒
」（
郡
圃
無
海
棠
買
數
根
植
之
・
王
十
朋
）

◎
杜
甫
が
海
棠
の
語
を
詩
中
に
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
説

が
あ
る
。
一
説
に
、「
杜
子
美
母
名
海
棠
、
子
美
諱
之
、
故
杜
集
中
絶
無
海
棠
詩
。」

（『
古
今
詩
話
』）
な
ど
。

◎
上
平
声
四
支
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19　

告
天
子
三
首

野
煙
初
暖
散
朝
陰　
　

野
煙　

初
て
暖
に
し
て　

朝
陰
散
ず

茶
褐
衣
輕
春
已
深　
　

茶
褐
の
衣　

軽
く
し
て　

春　

已
に
深
し

決
起
纔
揚
三
四
尺　
　

決
起　

纔
に
揚
る　

三
四
尺

帶
聲
高
上
幾
千
尋　
　

聲
を
帯
て　

高
く
上
る　

幾
千
尋

　

野
の
も
や
が
や
っ
と
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
の
雲
も
散
り
去
っ

た
。雲
雀
の
茶
褐
色
の
衣
も
軽
や
か
で
、春
も
既
に
深
ま
っ
た
。急
に
立
ち
上
が
っ

た
と
思
う
と
、
わ
ず
か
に
三
四
尺
ほ
ど
飛
び
上
が
り
、
高
い
声
で
囀
り
な
が
ら
、

幾
千
尋
も
の
高
さ
を
飛
び
上
が
っ
て
い
く
。

○
告
天
子　

鳥
の
名
。
雲
雀
の
異
名
。
叫
天
子
と
も
。
ス
ズ
メ
目
ヒ
バ
リ
科
の

小
鳥
。
背
面
は
黄
褐
色
の
地
に
黒
褐
色
の
斑
が
あ
る
。
日
本
各
地
の
畑
地
・
草

原
な
ど
に
巣
を
つ
く
り
、
空
中
高
く
の
ぼ
っ
て
さ
え
ず
る
。
高
く
飛
び
上
が
っ

て
天
子
に
訴
え
告
げ
る
よ
う
な
の
か
ら
言
う
。　

○
野
煙　

野
に
立
つ
も
や
。　

○
散
朝
陰　

朝
陰
は
、
朝
の
雲
。「
凉
飆
鷫
夕
露
、
疏
雨
散
朝
陰
。」（
秋
懷
・
孔

天
胤
）、「
疏
雨
」
は
、
ま
ば
ら
に
降
る
雨
。
野
煙
と
朝
陰
は
、
も
や
と
雲
で
区

別
し
た
も
の
か
。　

○
茶
褐
衣　
「
背
面
は
黄
褐
色
の
地
に
黒
褐
色
の
斑
」　

○

決
起　

勢
い
よ
く
急
に
立
ち
上
が
る
。
決
然
と
立
ち
上
が
る
。　

○
幾
千
尋　

「
尋
」
長
さ
の
単
位
。
尋
は
八
尺
で
180
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
常
は
十
六
尺
。
尋
常

で
普
通
の
こ
と
。
日
本
の
一
尋
（
ひ
ろ
）
は
六
尺
。
182
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

◎
下
平
声
十
二
侵

20　

そ
の
２

看
看
仰
面
眼
将
穿　
　

看
看
と
し
て
仰
面
す
れ
ば　

眼　

将
に
穿
た
ん
と
す

午
日
薫
人
笠
影
圓　
　

午
日　

人
を
薫
じ
て　

笠
影　

円
な
り

飛
最
高
時
乍
相
失　
　

飛
び
て
最
も
高
き
時　

乍
ち
相
失
す

聲
微
杳
在
彩
雲
邊　
　

声　

微
に　

杳
と
し
て
彩
雲
の
辺
に
在
り

　

空
を
仰
い
で
じ
っ
と
よ
く
穴
の
空
く
ほ
ど
雲
雀
を
見
て
い
る
と
、
昼
の
日
射

し
は
人
を
く
す
べ
る
よ
う
に
熱
く
、
高
く
真
上
か
ら
の
光
で
雲
雀
を
仰
ぎ
見
て

い
る
人
の
笠
の
影
は
ま
ん
丸
だ
。
飛
び
去
っ
て
最
も
高
い
と
こ
ろ
に
達
し
た
時
、

ふ
と
見
失
っ
て
し
ま
う
。
声
だ
け
が
か
す
か
に
、
は
る
か
か
な
た
の
美
し
い
雲

の
あ
た
り
に
聞
こ
え
る
。

○
看
看　

み
る
み
る
う
ち
に
。
よ
く
見
え
る
さ
ま
。　

○
仰
面　

顔
を
あ
げ
て

上
を
む
く
。「
仰
面
貪
看
鳥
」（
漫
成
二
首
・
杜
甫
）　

○
午
日　

通
常
は
陰
暦
五

月
五
日
の
端
午
の
日
を
さ
す
。
用
例
は
少
な
い
が
こ
こ
は
昼
間
の
太
陽
。　

○

彩
雲　

美
し
い
雲
。「
朝
辞
白
帝
彩
雲
間
」（
早
發
白
帝
城
・
李
白
）。

◎
下
平
声
一
先

21　

そ
の
３

回
身
容
易
下
雲
梯　
　

身
を
回め
ぐ
らし
て　

容
易
に
雲
梯
を
下
る

叫
罷
天
閽
日
未
低　
　

叫
び
罷
て　

天
閽こ

ん　

日　

未
だ
低た

れ
ず

斜
落
麥
畦
無
覓
處　
　

斜
に
麦
畦
に
落
て　

覓
む
る
に
処
無
し
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偶
然
認
得
菜
花
西　
　

偶
然　

認
め
得
た
り　

菜
花
の
西

　

身
を
め
ぐ
ら
し
て
簡
単
に
雲
か
ら
の
梯
子
を
下
り
て
く
る
。
天
に
告
げ
る
役

を
終
え
て
も
、
天
の
門
が
ま
だ
閉
じ
て
い
な
い
よ
う
で
、
日
は
ま
だ
暮
れ
て
い

な
い
。
斜
め
に
麦
畑
の
畦
に
下
り
て
く
る
が
、
探
し
て
も
ど
こ
に
い
る
の
か
わ

か
ら
ず
、
た
ま
た
ま
菜
の
花
の
西
の
あ
た
り
に
姿
を
認
め
た
。

○
雲
梯　

も
と
は
城
攻
め
の
道
具
。
雲
に
届
く
ほ
ど
の
高
い
梯
子
。　

○
天
閽　

天
帝
の
門
衛
。
帝
王
の
宮
門
。
閽
は
、
門
番
。
宮
門
。
こ
こ
で
は
天
に
告
げ
る

名
を
持
つ
告
天
子
（
ひ
ば
り
）
な
の
で
い
う
。

◎
上
平
声
八
斉

22　

舟
中
書
囑
目
（
舟
中
、
嘱
目
を
書
す
。）

沙
際
維
舟
罟
夜
魚　
　

沙
際　

舟
を
維
ぎ
て　

夜
魚
を
罟こ

す

黄
昏
吹
火
上
篝
初　
　

黄
昏　

火
を
吹
て　

篝
に
上
す
初

須
臾
如
滴
涵
寒
影　
　

須
臾
に
滴
る
が
如
く　

寒
影
を
涵
す

紅
串
波
心
一
丈
餘　
　

紅　

波
心
に
串か
ん

す 　

一
丈
余

　

水
際
に
舟
を
繋
い
で
、
夜
の
魚
に
網
を
打
つ
。
黄
昏
時
に
、
火
を
吹
き
付
け

て
篝
に
火
を
点
け
る
頃
。
す
ぐ
に
、滴
る
よ
う
に
冷
た
い
水
面
に
火
の
影
が
映
る
。

そ
の
紅
色
は
、
水
の
中
央
を
一
丈
余
り
も
貫
い
て
い
る
。

○
囑
目　

目
を
つ
け
て
よ
く
見
る
こ
と
。　

○
沙
際　

み
ぎ
わ　

○
罟　

あ
み
。

う
お
あ
み
。
あ
み
と
る
。
あ
み
す
る
。　

○
寒
影　

寒
そ
う
な
影
。
冬
の
影
。「
寒

影
波
上
雲
、
秋
声
目
前
樹
」（
擬
古
詩
・
薛
奇
童
）　

○
涵　

ひ
た
す
。　

○
串　

つ
ら
ぬ
く
。　

○
波
心　

波
の
真
ん
中
。
川
や
湖
の
中
央
部
の
こ
と
。「
月
点
波

心
一
顆
珠
」（
春
題
湖
上
・
白
居
易
）　

○
一
丈　

長
さ
の
単
位
。
一
丈
は
、
一

尺
の
十
倍
。
周
代
で
は
、一
丈
は
二
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
近
代
の
日
本
で
は
、

一
丈
は
三
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

◎
上
平
声
六
魚

23　

送
島
梅
外
遊
北
越
（
島
梅
外
の
北
越
に
遊
ぶ
を
送
る
。）

二
瘦
多
年
賦
北
遊　
　

二
瘦　

多
年　

北
遊
を
賦
す

山
竒
水
好
總
相
酬　
　

山
は
奇
に
水
は
好
く　

総
て
相
酬
ゆ

越
州
元
與
詩
為
地　
　

越
州　

元
と
詩
と
地
を
為
す

不
遇
島
家
何
肯
休　
　

島
家
に
遇
は
ず
ん
ば
何
ぞ
肯
て
休
ま
ん

　

瘦
竹
、
瘦
梅
の
二
人
は
長
年
に
渡
っ
て
北
の
旅
を
材
料
に
詩
を
賦
し
て
き
た
。

山
の
景
色
、
川
の
景
色
と
も
に
好
く
、
全
て
の
景
に
既
に
詩
人
が
作
品
で
酬
い

て
い
る
。
越
後
は
も
と
も
と
詩
を
賦
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
所
だ
。
さ
ら
に
島
梅

外
に
め
ぐ
り
逢
う
ま
で
は
、
何
で
詩
の
材
料
が
尽
き
よ
う
か
。

○
島
梅
外　

小
島
梅
外
（
児
島
大
梅
）。
一
七
七
二
〜
一
八
四
一
。
江
戸
時
代
後

期
の
詩
人
、
俳
人
。
安
永
元
年
生
ま
れ
。
市
河
寛
斎
ら
に
師
事
、
梅
外
と
号
し
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て
大
窪
詩
仏
ら
と
な
ら
び
称
さ
れ
る
詩
人
と
な
る
。
の
ち
に
俳
諧
を
学
び
、
名

を
あ
げ
た
。　

○
二
瘦　

瘦
竹
（
柏
木
如
亭
の
別
号
）
と
瘦
梅
（
大
窪
詩
佛
の

別
号
）。
二
人
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
頃
に
向
島
東
江
寺
に
二
痩
詩
社
を
開

く
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
42
・
43
話
に
紹
介
記
事
が
あ
る
。　

○
多
年
賦
北
遊　

こ

の
梅
外
の
北
遊
は
文
化
六
年
の
そ
れ
と
さ
れ
る
（『
江
戸
詩
歌
論
』
ｐ
593
）。
そ

れ
以
前
に
、如
亭
は
寛
政
六
年
に
信
州
中
野
、寛
政
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
越
後
、

文
化
二
年
に
信
越
、
詩
佛
は
寛
政
三
年
に
秋
田
、
寛
政
八
年
に
信
州
、
享
和
二

年
に
桐
生
、文
化
三
年
に
信
越
、と
北
遊
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
い
る
。　

○
越
州
元
與
詩
為
地　

越
州
と
詩
の
関
係
は
不
明
。
当
時
の
新
潟
は
八
百
八
後

家
な
ど
と
い
う
よ
う
に
多
く
の
娼
妓
を
か
か
え
た
日
本
海
沿
岸
き
っ
て
の
歓
楽

都
市
で
あ
っ
た
（『
遊
人
の
叙
情
』）
こ
と
を
い
う
か
。

◎
『
今
四
家
絶
句
』「
寛
齋
百
絶
」
に
「
送
島
梅
外　

手
折
垂
楊
那
忍
分
、
信
山

越
海
隔
煙
雲
。
遊
踪
經
歳
休
留
滞
、
不
可
江
湖
久
欠
君
。」
の
詩
を
収
め
る
。

◎
下
平
声
十
一
尤

24　

午
睡
起

高
樹
蝉
聲
喚
夢
歸　
　

高
樹　

蝉
声　

夢
を
喚
び
帰
す

西
窗
影
暗
夕
陽
微　
　

西
窓　

影　

暗
く
し
て　

夕
陽　

微
な
り

一
身
較
重
方
纔
覺　
　

一
身　

較
や
重
く
し
て　

方
に
纔
に
覚さ
と

る

護
冷
婢
来
加
寝
衣　
　

冷
を
護
し
て　

婢　

来
り
て　

寝
衣
を
加
へ
し
を

　

高
い
樹
の
上
か
ら
蝉
の
声
で
夢
か
ら
喚
び
返
さ
れ
た
。
西
日
の
当
た
る
窓
は

暗
く
、
夕
陽
も
微
か
に
残
る
ば
か
り
だ
。
体
が
や
や
重
く
感
じ
て
、
ま
さ
に
や
っ

と
覚
っ
た
の
は
、
婢
が
来
て
体
が
冷
え
な
い
よ
う
に
、
寝
衣
を
掛
け
て
く
れ
た

こ
と
だ
。

○
寝
衣　

寝
る
と
き
に
着
る
衣
服
。「
必
有
寝
衣
」（
論
語
・
郷
党
）
理
想
の
君

子
の
長
い
記
述
の
一
部
。

◎
上
平
声
五
微

25　

墨
菊

緇
衣
獨
立
瘦
難
勝　
　

緇
衣　

独
立　

瘦　

勝
へ
難
し

不
願
黄
金
塔
結
層　
　

願
は
ず　

黄
金
の
塔　

層
を
結
ぶ
こ
と
を

只
向
陶
家
来
一
笑　
　

只
だ
陶
家
に
向
て
来
て
一
笑
す

前
身
知
是
六
朝
僧　
　

前
身　

知
る
是
れ　

六
朝
の
僧

　

墨
染
め
の
衣
の
瘦
せ
こ
け
た
姿
で
、
し
か
も
た
っ
た
一
輪
で
は
立
つ
の
に
も

耐
え
な
い
が
、
け
っ
し
て
何
重
に
も
重
ね
た
菊
の
細
工
な
ど
に
加
わ
る
の
は
望

み
で
は
な
い
。
た
だ
陶
淵
明
の
家
に
や
っ
て
来
て
一
笑
す
る
よ
う
に
咲
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
前
身
は
有
名
な
三
笑
の
一
人
、
六
朝
の
僧
・
慧
遠
な
の
だ

と
わ
か
っ
た
。

○
緇
衣　

く
ろ
い
着
物
。
僧
の
衣
。
転
じ
て
僧
。「
緇
衣
之
宜
兮
」（
詩
経
・
鄭

風
・
緇
衣
）
こ
こ
は
墨
絵
の
菊
な
の
で
墨
染
め
の
衣
の
僧
侶
に
見
立
て
て
い
う
。　
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○
黄
金
塔　

園
芸
の
菊
の
会
な
ど
の
雛
壇
様
の
も
の
を
指
す
か
。　

○
陶
家
来

一
笑
〜
六
朝
僧　

画
題
に
も
な
っ
て
い
る
「
虎
渓
三
笑
」
は
、
晋
の
僧
慧
遠
が

廬
山
の
東
林
寺
に
隠
居
し
て
虎
渓
を
渡
る
ま
い
と
誓
っ
た
が
、
陶
淵
明
・
陸
修

静
の
二
人
の
帰
り
を
送
っ
て
思
わ
ず
虎
渓
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
三
人
と
も
に
大

笑
し
た
と
い
う
故
事
。
こ
こ
は
、
三
笑
の
う
ち
の
一
笑
、
の
意
。

◎
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
四
19
話
に
墨
菊
の
佳
詩
二
首
（
詩
佛
、
榕
齋
）
に
続
い

て
自
ら
の
こ
の
詩
を
紹
介
し
て
い
る
。

◎
下
平
声
十
蒸

26　

雪
後
尋
梅　

原
三

雪
晴
村
落
幾
籬
笆　
　

雪
は
晴
る　

村
落　

幾
籬り

は笆

只
問
梅
花
發
處
家　
　

只
だ
問
ふ　

梅
花
発
く
処
の
家

急
訪
梅
花
自
公
事　
　

急
に
梅
花
を
訪
ぬ
る
は
自
ら
公
事

不
須
先
酒
後
梅
花　
　

須
ら
く
酒
を
先
に
梅
花
を
後
に
す
べ
か
ら
ず

　

雪
も
晴
れ
て
、
村
ざ
と
の
幾
つ
も
の
竹
編
み
の
垣
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
梅
の

花
の
開
く
家
を
尋
ね
回
る
。
急
に
梅
花
を
訪
ね
る
の
は
、
も
う
自
ら
詩
人
の
公

務
の
よ
う
な
も
の
だ
。
当
然
、
酒
を
先
に
し
て
梅
花
を
後
に
し
て
は
い
け
な
い
。

○
籬
笆　
「
用
竹
、
葦
或
樹
枝
等
編
成
、
可
作
為
障
隔
的
柵
欄
。」（
漢
語
大
詞
典
）

◎
下
平
声
六
麻

27　

呂
洞
賓
圖

衆
生
度
盡
願
昇
天　
　

衆
生　

度
し
尽
し
て　

昇
天
を
願
ふ

呂
祖
此
心
真
聖
賢　
　

呂
祖　

此
の
心　

真
に
聖
賢

上
界
人
間
同
一
揆　
　

上
界　

人
間　

同
じ
く
一
揆

方
知
遺
世
是
頑
仙　
　

方
に
知
る　

世
を
遺
る
は
是
れ
頑
仙

　

衆
生
を
済
度
し
尽
く
し
て
、
も
う
迷
い
の
な
い
世
界
だ
か
ら
昇
天
す
る
必
要

は
な
い
の
に
、
昇
天
を
願
っ
て
い
る
。
呂
祖
の
、
こ
の
心
は
、
ま
こ
と
に
聖
賢

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
天
上
界
も
人
間
世
界
も
同
様
の
や
り
方
で
あ
る
の
に
、

そ
れ
で
も
世
を
捨
て
よ
う
と
い
う
の
は
実
に
頑
固
な
仙
人
だ
と
、
ま
さ
に
わ
か
っ

た
。

○
呂
洞
賓　

唐
代
の
道
士
。
中
国
の
代
表
的
な
仙
人
で
あ
る
。
八
仙
の
一
人
で
、

単
に
呂
祖
と
も
呼
ば
れ
る
。　

○
衆
生
度　

衆
生
済
度
。　

○
呂
祖　

呂
洞
賓

の
こ
と
。　

○
上
界
人
間
同
一
揆　
「
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
」（『
孟
子
』
離
婁

章
句
下
）。
揆
は
は
か
り
ご
と
。　

○
頑
仙　

か
た
く
な
な
仙
人
。

◎
下
平
声
一
先

28　

送
淡
山
人

腰
間
括
得
一
嚢
肥　
　

腰
間　

括
し
得
て　

一
嚢　

肥
え
た
り

蕭
散
淵
材
今
始
歸　
　

蕭
散
の
淵
材　

今　

始
て
帰
る

李
老
松
煤
文
老
竹　
　

李
老
の
松
煤　

文
老
の
竹
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家
人
不
敢
認
珠
璣　
　

家
人
は
敢
て
珠
璣
を
認
め
ず

　

腰
に
、
括
っ
た
袋
が
ひ
と
つ
豊
か
に
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
静
か
な
淵
か
ら
持
っ

て
き
た
材
料
が
、
今
始
め
て
故
郷
へ
帰
る
。
李
老
が
作
っ
た
名
墨
、
文
老
が
描

い
た
墨
竹
画
の
名
品
。
家
族
に
は
け
っ
し
て
そ
の
宝
玉
の
よ
う
な
価
値
が
わ
か

ら
な
い
だ
ろ
う
。

○
淡
山
人　

牧
忠
輔
。
加
賀
金
沢
藩
士
。
文
化
七
年
辞
職
。
文
化
十
年
没
。
こ

の
詩
は
文
化
七
年
の
辞
職
時
の
も
の
か
。　

○
腰
間　

こ
し
ぎ
わ
。　

○
括　
「
括

嚢
」
袋
な
ど
の
口
を
し
め
く
く
る
。　

○
蕭
散　

し
ず
か
で
ひ
ま
な
こ
と
。
さ
っ

ぱ
り
と
わ
だ
か
ま
り
が
な
い
こ
と
。
淡
山
人
の
「
淡
」
を
言
っ
た
か
。　

○
淵

材　

用
例
を
探
し
得
な
か
っ
た
。　

○
歸　

帰
る
意
か
帰
す
意
の
両
様
に
と
れ

る
。　

○
李
老
松
煤　

李
墨
の
こ
と
。
十
世
紀
中
国
の
名
製
墨
家
、
李
廷
珪
の

製
作
し
た
墨
。　

○
文
老
竹　

北
宋
の
画
家
、
文
与
可
の
墨
竹
画
。
文
与
可
は

特
に
墨
竹
に
長
じ
て
い
た
。

◎
『
五
山
堂
詩
話
』
四
34
話
に
淡
山
人
の
為
人
が
記
さ
れ
る
。

「「
牧
淡
山
の
書
房
に
題
す
る
」
に
云
ふ
。

先
生
無
竹
亦
何
俗　
　

先
生　

竹
無
く
も
亦
た
何
ぞ
俗
な
ら
ん

種
竹
先
生
竒
更
竒　
　

竹
を
種
て　

先
生　

奇　

更
に
奇

醉
後
灑
毫

鳳
舞　
　

酔
後　

毫
を
灑
て　

鸞
鳳　

舞
ふ

満
窓
月
影
碎
金
時　
　

満
窓
の
月
影　

金
を
碎
く
時

淡
山
は

齋
の
僚
友
な
り
。名
は
忠
輔
、書
画
も
亦
た
超
な
り
。飄
逸
、酒
を
愛
す
。

常
に
一
大
骨
董
袋
を
帶
ぶ
。
筆
墨

軸
、悉
く
皆
な
収
め
入
る
。
腰
間
、彭
亨
然
、

殆
ん
ど
人
を
し
て
失
笑
せ
し
む
。其
の
國
に
歸
る
日
、余
、一
絶
を
贈
て
云
ふ
。〜
」

の
後
、
こ
の
詩
が
紹
介
さ
れ
る
。

◎
上
平
声
五
微

29　

牧
牛
絶
澗
圖

六
七
歸
牛
絶
澗
流　
　

六
七
の
帰
牛　

澗
流
を
絶
す

流
清
牛
渇
奈
遅
留　
　

流　

清
く　

牛　

渇
し
て　

遅
留
を
奈
ん

牧
童
別
取
橋
頭
路　
　

牧
童　

別
に
取
る　

橋
頭
の
路

叱
叱
驅
来
不
自
由　
　

叱
叱　

驅
り
来
れ
ど
も
自
由
な
ら
ず

　

六
七
頭
の
帰
り
の
牛
が
谷
川
の
水
を
渡
っ
て
い
る
。
流
れ
は
清
く
、
牛
は
の

ど
が
渇
い
て
い
る
の
で
、
牛
が
停
ま
っ
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
も
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
牧
童
の
ほ
う
は
、
別
に
橋
の
上
の
道
を
取
っ
て
い
て
、
叱
叱
と
牛

を
追
っ
て
み
て
も
、
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。

○
牧
牛　

放
し
飼
い
の
牛
。　

○
絶
澗　

人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
谷
。
絶
谷
。　

○
澗　

た
に
。
た
に
み
ず
。
谷
川
。　

○
絶
〜
流　

流
を
横
切
っ
て
ま
っ
す
ぐ

に
渡
る
。　

○
流
〜
流　

流
の
字
を
一
句
末
と
二
句
頭
に
重
用
し
た
頂
針
法
。　

○
歸
牛　

牧
草
地
か
ら
帰
る
牛
。　

○
遅
留　

と
ど
ま
る
。　

○
橋
頭　

橋
の

ほ
と
り
。
橋
の
た
も
と
。
こ
こ
は
橋
の
上
。　

○
叱
叱　

舌
打
ち
の
声
。
畜
類

を
追
う
声
。「
原
頭
叱
叱
両
黄
犢
」（
岳
池
農
家
詩
・
陸
游
）
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◎
下
平
声
十
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尤

30　

呉
剛
斫
桂
圖
（
呉
剛
、
桂
を
斫
る
の
図
。）

老
桂
陰
繁
翳
兎
精　
　

老
桂　

陰　

繁
く
し
て　

兎
精
を
翳お
お

ふ

仙
斤
日
夜
斫
還
生　
　

仙
斤　

日
夜　

斫
て
還
た
生
ず

呉
剛
辛
苦
無
多
念　
　

呉
剛
の
辛
苦　

多
念
無
し

只
為
中
秋
一
度
明　
　

只
だ
中
秋
一
度
の
明
の
為
な
り

　

桂
の
枯
木
が
、
お
お
い
に
繁
っ
て
、
そ
の
陰
が
兎
の
精
の
光
を
す
っ
か
り
掩
っ

て
い
る
。仙
界
の
斧
で
昼
夜
切
っ
て
い
る
が
す
ぐ
ま
た
生
え
て
き
て
し
ま
う
。（
切

り
続
け
て
い
る
）
呉
剛
の
苦
労
は
他
の
こ
と
で
も
な
い
。
た
だ
中
秋
の
一
度
の

明
月
の
為
な
の
だ
。

○
呉
剛　

月
に
流
さ
れ
枝
を
切
り
続
け
る
仙
人
。『
酉
陽
雑
俎
』「
天
咫
」
な
ど

に
見
ら
れ
る
。　

○
斫　

う
つ
。
切
る
。「
斫
桂
刀
」
と
い
う
語
が
あ
る
。　

○

老
桂
陰
繁　

月
に
あ
る
桂
の
木
。『
酉
陽
雑
俎
』「
天
咫
」
の
呉
剛
と
同
じ
部
分

に
見
ら
れ
る
。　

○
翳　

お
お
う
。　

○
兎
精　

月
兎
は
、
月
の
異
名
。「
月
中

何
有
。
白
兔
搗
藥
。」（『
藝
文
類
聚
』
傅
咸
・
擬
天
問
）　

○
仙
斤　

斤
は
、
お
の
。

ま
さ
か
り
。

◎
下
平
声
八
庚

31　

そ
の
２

斫
盡
香
雲
桂
樹
開　
　

香
雲
を
斫
り
尽
く
し
て　

桂
樹　

開
く

廣
寒
宮
裏
有
餘
材　
　

広
寒
宮
裏　

余
材
有
り

乾
薪
多
積
應
無
地　
　

乾
薪　

多
く
積
て　

応
に
地
無
か
る
べ
し

盍
送
人
間
一
束
来　
　

盍な

ん
ぞ
人
間
に
一
束
を
送
り
来
ら
ざ
る

　

香
し
く
咲
い
た
雲
の
よ
う
な
花
を
切
り
尽
く
し
て
も
、
桂
の
花
は
ま
た
す
ぐ

開
く
の
だ
か
ら
、
月
の
宮
殿
、
広
寒
宮
の
中
に
は
材
木
が
た
く
さ
ん
余
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
乾
か
し
た
薪
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、
場
所
が
な
い
は
ず
だ
。
な
ん

で
俗
世
間
に
そ
の
一
束
で
も
送
っ
て
来
な
い
の
だ
ろ
う
。

○
香
雲　

花
の
咲
い
た
さ
ま
。
○
桂
樹
開　

樹
が
開
く
、の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
不
明
。

開
だ
け
で
花
が
咲
く
意
が
あ
る
と
は
い
う
が
、
上
が
花
を
切
る
と
あ
る
の
で
や

や
矛
盾
か
。
○
廣
寒
宮　

月
に
あ
る
と
い
う
宮
殿
。
廣
寒
府
。
月
宮
殿
。　

○

盍　

な
ん
ぞ
云
々
せ
ざ
る
。
何
不
（
カ
フ
）
の
合
音
字
。
盍
（
カ
フ
）。

◎
上
平
声
十
灰

32　

江
干
初
雪
圖

黯
淡
江
天
雪
正
飛　
　

黯
淡
た
る
江
天　

雪　

正
に
飛
ぶ

漁
家
一
半
掩
柴
扉　
　

漁
家　

一
半　

柴
扉
を
掩
ふ

玻
瓈
凝
得
頑
如
許　
　

玻
瓈　

凝
り
得
て　

頑　

許
の
如
し

豈
可
扁
舟
容
易
歸　
　

豈
に
扁
舟　

容
易
に
帰
る
べ
け
ん
や
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う
す
暗
い
川
辺
の
空
に
は
、
ま
さ
に
雪
が
飛
ん
で
い
る
。
漁
師
の
家
で
は
柴

の
扉
を
半
分
掩
っ
て
い
る
。
絵
の
中
に
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
凝
っ
て
、
こ
の
よ
う

に
頑
丈
に
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
小
舟
で
抜
け
出
て
、
容
易
に
帰
る

こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

○
江
干　

か
わ
ば
た
。
江
の
ふ
ち
。　

○
一
半　

半
分
の
う
ち
の
一
つ
。
単
に

半
分
と
い
う
の
と
同
じ
。　

○
玻
瓈　

ガ
ラ
ス
。　

○
如
許　

画
中
の
様
子
を

さ
す
。　

○
歸　

画
中
な
の
で
固
定
さ
れ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

◎
上
平
声
五
微

33　

雙
清
圖

兩
家
風
格
怎
平
章　
　

両
家
の
風
格　

怎い
か

で
か
平
章
せ
ん

黄
玉
素
瓊
雙
國
香　
　

黄
玉　

素
瓊　

双
つ
な
が
ら
國
香

好
把
孤
山
林
處
士　
　

好
し　

孤
山
の
林
処
士
を
把
て

一
瓶
配
食
水
仙
王　
　

一
瓶　

配
食
せ
ん　

水
仙
王

　

両
者
の
風
趣
や
品
格
な
ど
ど
う
し
て
品
評
し
た
り
で
き
よ
う
か
。
水
仙
の
黄

色
の
花
と
梅
の
白
い
花
は
国
で
最
も
美
し
い
花
ふ
た
つ
だ
。
よ
し
、
孤
山
に
隠

居
す
る
梅
好
き
の
林
逋
に
対
し
て
、（
梅
と
と
も
に
）
一
瓶
の
水
仙
を
も
供
え
る

こ
と
に
し
よ
う
。
ち
ょ
う
ど
孤
山
の
南
麓
に
水
仙
廟
が
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
。

○
雙
清　

ふ
た
つ
な
が
ら
清
ら
か
。　

○
風
格　

人
が
ら
、
風
采
、
品
格
。　

○
怎　

い
か
で
か
。
な
ん
で
。
ど
う
し
て
。　

○
平
章　

公
平
に
品
評
す
る
。　

○
黄
玉　

黄
色
の
佩
玉
。
水
仙
花
の
異
名
。　

○
素
瓊　
『
詩
韻
含
英
』に
載
る
。　

○
國
香　

国
中
で
最
も
よ
い
香
を
言
う
。
蘭
・
梅
な
ど
特
定
の
花
を
指
す
こ
と

も
あ
る
が
、
こ
こ
は
水
仙
。　

○
把　

処
置
す
る
対
象
を
、
取
り
上
げ
て
示
す

こ
と
ば
。「
欲
把
西
湖
比
西
子
」（
飲
湖
上
初
晴
後
雨
・
蘇
軾
）　

○
孤
山　

浙
江

省
杭
県
の
西
湖
の
中
、
後
湖
と
外
湖
と
の
間
、
孤
嶼
・
瀛
嶼
と
も
い
う
。
宋
の

処
士
・
林
逋
の
隠
棲
し
た
と
こ
ろ
。　

○
林
處
士　

宋
の
詩
人
、
林
逋
。
梅
妻

鶴
子
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
梅
を
好
ん
だ
。　

○
配
食　

他
の
神
と
合
わ
せ
祭
っ

て
供
物
を
す
す
め
る
。　

○
水
仙　

水
中
の
仙
人
。
呉
子
胥
や
屈
原
を
さ
す
。

ま
た
、
草
の
名
。
白
花
、
蘂
は
黄
色
。
全
部
黄
色
の
物
も
あ
る
。　

○
一
瓶
配

食
水
仙
王　
「
不
然
配
食
水
仙
王
」（
書
林
逋
詩
巻
・
蘇
軾
）、「
一
杯
當
屬
水
仙

王
（
原
注
：
湖
上
有
水
仙
王
廟
）」（
飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首
其
一
・
蘇
軾
）「
水

仙
王
」
は
水
神
。
廟
は
孤
山
の
南
麓
に
あ
る
と
い
う
。

◎
下
平
声
七
陽

34　

題
仲
景
蓮
所
蔵
宣
和
硯
（
仲
景
蓮
の
蔵
す
る
所
の
宣
和
硯
に
題
す
。）

鴻
鴈
北
飛
空
作
賓　
　

鴻
鴈　

北
飛
し
て　

空
し
く
賓
と
作
る

安
巣
燕
子
幾
青
春　
　

巣
を
安
ず
る
燕
子　

幾
く
青
春

石
家
學
子
真
沈
黙　
　

石
家
の
学
子　

真
に
沈
黙

諳
盡
當
年
不
語
人　
　

当
年
を
諳
ん
じ
尽
く
し
て　

人
に
語
ら
ず
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

　

雁
は
北
へ
使
者
と
し
て
飛
ん
で
い
っ
て
、
来
賓
と
な
っ
た
が
そ
の
結
果
は
空

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
宋
は
使
者
を
金
に
使
わ
し
遼
を
滅
ぼ
し
た
が
結
局
は
北

宋
は
半
分
金
に
制
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
巣
で
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
燕
も
、

い
く
ほ
ど
の
春
を
送
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
宋
を
追
い
や
っ
て
燕
の
名
を
冠
す
る

燕
京
を
都
と
し
た
金
も
結
局
は
宋
も
ろ
と
も
蒙
古
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
間
、
北
宋
生
ま
れ
の
石
家
の
学
士
で
あ
る
硯
は
完
全
に
沈
黙
し
て
い
た
。

当
時
の
歴
史
の
変
遷
を
具
に
諳
ん
じ
て
い
る
が
、
人
に
は
け
っ
し
て
語
ら
な
い

の
だ
。

○
仲
景
蓮　

中
村
仏
庵
。
書
家
。
骨
董
蒐
集
家
。
名
は
蓮
。
字
は
景
蓮
。
江
戸

の
人
。
幕
府
御
畳
方
棟
梁
。　

○
宣
和
硯　

宣
和
は
北
宋
の
年
号
。
一
一
一
九

年
〜
一
一
二
五
年
。　

○
鴻
鴈
北
飛　

鴻
雁
は
カ
リ
（
秋
に
来
る
渡
り
鳥
）
の

こ
と
。「
鴻
」
は
、
大
き
な
カ
リ
。「
鴈
」
は
、
普
通
の
カ
リ
。
雁
書
・
雁
使
・

雁
信
・
雁
足
・
雁
帛
・
雁
素
な
ど
の
語
は
消
息
を
伝
え
る
手
紙
の
こ
と
。
匈
奴

に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
漢
の
将
軍
蘇
武
が
、
カ
リ
の
足
に
手
紙
を
結
ん
で
都
へ

消
息
を
知
ら
せ
た
こ
と
か
ら
。　

○
安
巣
燕
子　

燕
子
は
単
に
燕
。雛
で
は
な
い
。　

○
石
家
學
子　

硯
の
喩
え
。

◎
「
枕
山
詩
「
宣
和
硯
歌
」
に
従
来
指
摘
さ
れ
る
五
山
の
詩
よ
り
星
巌
の
先
行

作
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
」（
鷲
原
知
良
「
近
世
後
期
漢
詩
壇
の
研

究
」「
平
成
十
年
度
博
士
論
文(

課
程)

要
旨
」
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
40
）
す
る
論
考
が
あ
る
。

◎
上
平
声
十
一
眞

35　

春
陰

東
帝
春
衣
最
稱
宜　
　

東
帝
の
春
衣　

最
も
宜
に
称
ふ

藍
青
換
得
染
成
緇　
　

藍
青
を
換
へ
得
て　

染
て
緇
と
成
す

工
夫
猶
自
嫌
無
色　
　

工
夫　

猶な自
ほ　

色
無
き
を
嫌
ふ

更
襯
梨
花
要
入
時　
　

更
に
梨
花
を
襯つ

け
て　

時
に
入
ら
ん
と
要
す

　

春
の
神
様
の
春
着
は
最
も
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
。（
空
を
曇
ら
せ
て
）
春
の

色
で
あ
る
藍
色
を
染
め
換
え
て
黒
衣
と
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
色
の
無
い
の
を

嫌
っ
て
工
夫
を
加
え
、
今
度
は
白
い
梨
の
花
を
ほ
ど
こ
し
て
、
時
の
流
行
に
合

わ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。

○
東
帝　

春
の
神
。
東
皇
。
青
帝
。
東
君
。　

○
稱　

か
な
う
、
の
意
は
径
韻
。

は
か
る
、
ほ
め
る
、
の
意
は
蒸
韻
と
な
る
。　

○
宜　

ち
ょ
う
ど
適
当
で
あ
る
。　

○
藍
青　

あ
い
色
。
顔
料
の
名
。
青
は
春
の
色
。　

○
猶
自　

自
は
助
字
。　

○
襯　

は
だ
ぎ
。
つ
く
。
ほ
ど
こ
す
。
あ
ら
わ
す
。　

○
梨
花　

白
い
花
。
黒

に
映
え
る
の
で
い
う
。　

○
要　

し
む
け
る
。　

○
入
時　

時
俗
に
合
す
る
。

◎
上
平
声
四
支

36　

晩
春
送
川
春
川
南
歸
（
晩
春
、
川
春
川
の
南
帰
す
る
を
送
る
。）

相
伴
青
陽
並
駕
迴　
　

青
陽
に
相
伴
て　

駕
を
並
て
迴
る

離
情
同
是
酒
三
杯　
　

離
情　

同
じ
く
是
れ　

酒　

三
杯

明
年
我
埽
茅
廬
待　
　

明
年　

我　

茅
廬
を
埽
て
待
つ
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莫
使
春
来
君
不
来　
　

春　

来
り
て　

君　

来
ら
ざ
ら
し
む
る
こ
と
莫
か
れ

　

君
は
春
と
相
伴
っ
て
駕
籠
を
並
べ
て
帰
っ
て
行
く
。
そ
の
別
れ
の
思
い
は
、

春
と
君
と
と
も
に
三
杯
の
酒
で
晴
ら
そ
う
。
来
年
、
私
は
茅
の
庵
を
掃
き
清
め

て
待
っ
て
い
よ
う
。
春
だ
け
を
来
さ
せ
て
、
君
自
身
を
来
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

な
い
で
も
ら
い
た
い
。

○
川
春
川　

川
合
春
川
。江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
儒
者
。紀
伊
和
歌
山
藩
儒
。

一
七
五
一
〜
一
八
二
四
。　

○
青
陽　

春
の
こ
と
。　

○
迴　

回
、廻
、と
同
じ
。　

○
離
情　

は
な
れ
去
る
情
。
○
莫
使
春
来
君
不
来　

訓
読
で
は
十
分
な
表
現
に

な
ら
な
い
が
、
使
は
春
を
し
て
、
君
を
し
て
の
両
方
に
か
か
る
。
春
を
し
て
来

ら
し
め
、
君
を
し
て
来
た
ら
ざ
ら
し
む
こ
と
莫
か
れ
。

◎
晩
春
の
季
節
に
、
そ
の
春
の
名
を
持
つ
春
川
を
送
る
と
こ
ろ
か
ら
発
想
し
た

詩
で
あ
る
。

◎
上
平
声
十
灰

37　

送
春

百
花
飄
散
全
無
迹　
　

百
花　

飄
散
し
て　

全
く
迹
無
し

蛺
蝶
紛
紛
去
不
来　
　

蛺
蝶　

紛
紛　

去
て
来
ら
ず

只
有
牡
丹
情
意
厚　
　

只
だ
牡
丹
の
情
意
の
厚
き
有
り
て

送
春
餞
席
錦
成
堆　
　

春
を
送
て　

餞
席　

錦　

堆
を
成
す

　

百
花
繚
乱
と
咲
き
誇
っ
た
春
の
花
も
、
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
び
散
っ
て
全
く
跡
形

も
な
い
。
揚
羽
蝶
も
入
り
乱
れ
て
飛
び
去
っ
て
も
う
来
な
く
な
っ
た
。
た
だ
牡

丹
の
情
の
厚
い
の
だ
け
が
堆
く
積
も
っ
た
錦
の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
、
餞
別
の

宴
席
で
春
を
送
り
出
し
て
い
る
。

○
飄
散　

ひ
ら
ひ
ら
と
飛
び
散
る
。　

○
蛺
蝶　

あ
げ
は
ち
ょ
う
。　

○
紛
紛　

入
り
乱
れ
て
。
乱
れ
散
る
さ
ま
。　

○
情
意　

心
持
ち
。

◎
上
平
声
十
灰
、
迹
は
踏
み
落
と
し
。

38　

舟
中
夜
歸

満
天
星
彩
蘸
玻
瓈　
　

満
天
の
星
彩　

玻
瓈
を
蘸
す

江
上
夜
深
風
露
凄　
　

江
上　

夜
深
て　

風
露　

凄
た
り

暗
處
有
聲
方
始
覺　
　

暗
処　

声
有
り　

方
に
始
て
覚
る

漁
家
撒
網
柳
橋
西　
　

漁
家　

網
を
撒
ず　

柳
橋
の
西

　

空
い
っ
ぱ
い
の
星
の
輝
き
が
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
水
面
に
映
じ
て
い
る
。
川
の

ほ
と
り
で
は
、
夜
が
深
け
て
、
風
や
露
で
肌
寒
く
な
っ
て
き
た
。
暗
い
と
こ
ろ

で
声
が
す
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
始
め
て
気
づ
い
た
。
柳
橋
の
西
で
は
、
漁
師
た

ち
が
網
を
打
っ
て
い
る
の
だ
。

○
撒
網　

撒
は
、
ま
く
。
隅
田
川
下
流
で
名
物
だ
っ
た
、
白
魚
漁
な
ど
。　

○

柳
橋　

神
田
川
の
柳
橋
か
。
一
般
名
詞
か
。



−79−

山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

◎
上
平
声
八
斉

39　

蘆
花
雙
鳧
圖

沙
頭
交
翅
坐
相
偎　
　

沙
頭　

翅
を
交
て　

坐そ
ぞ
ろに
相よ
り
あ偎
ふ

風
撼
蘆
花
睡
欲
回　
　

風　

蘆
花
を
撼ゆ
ら

し
て　

睡
り　

回
ら
ん
と
欲
す

玉
殿
朱
樓
豈
無
夢　
　

玉
殿
朱
楼　

豈
に
夢
に
無
か
ら
ん
や

曽
隨
葉
令
造
朝
来　
　

曽
て
葉
し
ょ
う

令
に
随
て　

朝
に
造い
た

り
来
る

　

水
際
の
砂
に
翼
を
交
え
て
、
な
に
も
す
る
こ
と
な
く
寄
り
添
っ
て
い
る
鴨
二

羽
。
風
が
、
そ
の
周
り
の
蘆
の
花
を
ゆ
ら
し
て
、
鴨
の
睡
り
を
覚
ま
そ
う
と
し

て
い
る
。
彼
ら
二
羽
は
、
美
し
い
宮
殿
を
夢
に
見
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
か

つ
て
葉
令
に
従
っ
て
朝
廷
に
上
っ
て
い
た
く
ら
い
な
の
だ
か
ら
。

○
鳧　

の
が
も
、
ま
が
も
。
互
い
に
く
っ
つ
い
て
群
を
成
す
。　

○
坐　

そ
ぞ

ろ
に
。
な
に
す
る
と
も
な
く
、
な
ん
と
な
く
。　

○
偎　

ほ
の
か
。
な
じ
む
、

し
た
し
む
。
ち
か
よ
る
、
よ
り
あ
ふ
。　

○
撼　

ゆ
ら
ぐ
、
ゆ
す
る
。　

○
玉

殿　

美
し
い
宮
殿
。　

○
朱
樓　

朱
塗
り
の
う
て
な
。　

○
曽
隨
葉
令
造
朝
来　

「
葉
令
」
は
王
喬
の
こ
と
。「
顕
宗
の
世
、
葉
令
と
為
る
」
と
あ
る
（『
蒙
求
』「
王

喬
雙
鳧
」）。
王
喬
は
朝
廷
に
出
仕
す
る
の
に
車
を
使
わ
ず
雙
鳧
を
使
っ
た
と
い

う
故
事
。　

○
造　

い
た
る
、
つ
く
る
。　

○
造
朝　

朝
廷
に
参
上
す
る
。

◎
上
平
声
十
灰

40　

雲
出
山
腰
（
雲
、
山
腰
を
出
づ
。）

山
靈
無
奈
嬾
眠
何　
　

山
靈　

嫩
眠
を
奈
何
と
も
す
る
無
し

日
出
方
纔
脱
被
窩　
　

日　

出
で
て　

方
に
纔
に
被
窩
を
脱
す

翠
頂

鬆
猶
未
帽　
　

翠
頂　

と
し
て
猶
ほ
未
だ
帽
せ
ず

先
呼
雲
帶
曳
輕
羅　
　

先
づ
雲
帯
を
呼
で　

軽
羅
を
曳
く

　

山
の
神
は
い
ね
む
り
を
む
さ
ぼ
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
。
日
が
高
く
昇
っ
て
か
ら
、
ま
さ
に
や
っ
と
ふ
と
ん
か
ら
抜
け
出
て
き
た
。

緑
の
頭
は
ぼ
う
ぼ
う
で
、
ま
だ
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
ま
ず
は

雲
を
呼
ん
で
帯
の
ご
と
く
う
す
も
の
を
腰
に
す
る
の
だ
。

○
山
靈　

山
の
神
。
山
の
霊
。　

○
奈
〜
何　

奈
何
を
分
割
し
た
言
い
方
。
○

被
窩　

寝
具
。「
被
」
は
、
か
け
ふ
と
ん
。　

○

鬆　

は
、
髪
の
乱
れ
た

さ
ま
。「

」
は
「
鬆
」
と
同
じ
。　

○
雲
帶　

雲
が
山
の
中
腹
を
め
ぐ
っ
て
帯

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。「
雲
帯
環
山
白
繋
腰
」（
和
張
舎
人
・
呉
融
）。

◎
下
平
声
五
歌

41　

夜
雪

夜
雪
三
更
壓
繍
甍　
　

夜
雪　

三
更　

繍し
ゅ
う
ぼ
う甍を
圧
す

樓
樓
絲
管
凍
無
聲　
　

楼
楼
の
糸
管　

凍
て
声
無
し

時
清
上
下
同
高
枕　
　

時　

清
く
し
て　

上
下　

同
じ
く
枕
を
高
う
す

無
復
人
尋
趙
則
平　
　

復
た
人
の
趙
則
平
を
尋
ぬ
る
無
し
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夜
の
雪
が
真
夜
中
ま
で
降
り
続
き
、
花
街
の
美
し
い
甍
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
。

多
く
の
高
楼
か
ら
聞
こ
え
る
は
ず
の
管
弦
の
音
も
、
凍
っ
て
音
も
無
い
よ
う
だ
。

時
代
が
、
治
ま
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
上
の
者
も
下
の
者
も
同
じ
よ
う
に
枕
を

高
く
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
で
は
、
か
つ
て
の
太
祖
の
ご
と
く
雪
の
夜
に

名
宰
相
の
趙
則
平
を
尋
ね
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。

○
趙
則
平　

趙
普
。
宋
の
人
。
字
は
則
平
。
剛
毅
果
断
の
名
宰
相
。
雪
の
夜
に

微
行
し
て
訪
問
し
た
太
祖
を
焼
き
肉
で
も
て
な
し
、
二
人
で
戦
略
を
練
っ
た
と

い
う
（『
宋
史
』
巻
二
五
六
列
伝
「
趙
普
」）。

◎『
五
山
堂
詩
話
』巻
八
に
詩
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
る
。
詩
句
に
異
同
は
な
い
。

「
澤
山
、
神
戸
侯
、
諱
は
忠
奝
、
字
は
子
然
。
猗
蘭
公
の
孫
為
り
。
余
、
昔
日
、

深
く
知
遇
を
忝
く
す
。〜
中
略
〜　

一
夕
、宴
に
侍
す
。是
の
夜
、大
い
に
雪
ふ
る
。

公
、「
夜
雪
」
を
以
て
題
を
命
ず
。
字
を
覆
ひ
て
以
て
余
に
韵
を
授
く
。
覆
を
披

け
ば
則
ち
平
の
字
な
り
。
蓋
し
、
公
、
故
ら
に
艱
險
を
以
て
窘
め
ん
と
欲
す
る

も
、
左
右
、
書
す
る
者
、
誤
て
乎
の
字
を
以
て
、
平
の
字
と
為
す
な
ら
ん
。
公
、

就
は
ち
曰
ふ
。
平
の
字
、實
に
平
平
と
為
す
。
但
だ
雪
平
、昇
平
等
の
語
を
禁
ず
。

余
、
謹
て
奉
諾
す
。
乃
ち
筆
を
援
て
書
し
て
云
ふ
。」
の
後
に
詩
が
紹
介
さ
れ
る
。

神
戸
侯
は
、
本
多
忠
奝
（
た
だ
ひ
ろ
）。
大
名
。
神
戸
藩
主
（
か
ん
べ
、
三
重
県

鈴
鹿
市
）。
一
七
五
五
〜
一
八
〇
三
。「
平
」
の
韻
字
で
平
凡
な
語
を
禁
じ
ら
れ

た
五
山
が
「
趙
則
平
」
と
い
う
題
に
か
な
っ
た
、
し
か
も
特
殊
な
語
で
切
り
抜

け
た
機
知
の
話
題
で
あ
る
。

◎
下
平
声
八
庚

42　

春
初
絶
句

淡
日
輕
煙
春
已
饒　
　

淡
日　

軽
煙　

春　

已
に
饒
し

出
門
還
懶
度
溪
橋　
　

門
を
出
で
て　

還
た
渓
橋
を
度
る
に
懶
し

新
年
第
一
詩
猶
未　
　

新
年　

第
一
の
詩　

猶
ほ
未
だ
し

恐
被
梅
花
笑
寂
寥　
　

恐
く
は
梅
花
に
寂
寥
を
笑
は
れ
ん

　

淡
く
日
が
射
し
薄
い
靄
が
出
て
、
春
景
も
す
で
に
豊
か
に
な
っ
て
き
た
。
門

を
出
る
に
は
出
た
が
、
谷
川
の
橋
を
渡
る
の
も
も
の
う
い
。
新
年
最
初
の
詩
も

ま
だ
出
来
て
い
な
い
。
虎
溪
三
笑
の
よ
う
に
橋
を
渡
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

恐
ら
く
梅
花
に
、
詩
が
無
く
て
寂
し
い
よ
と
笑
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

○
度
溪
橋　

虎
溪
三
笑
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
る
か
。　

○
転
句　

二
三
二
の
区

切
り
に
な
っ
て
い
る
。　

○
笑
寂
寥　
「
梅
雨
遣
悶
」（
六
如
）
に
同
様
の
句
が

あ
る
。

◎
下
平
声
二
蕭

43　

雨
中
櫻
花
悼
佐
羽
竹
翁

（
雨
中
の
桜
花　

佐
羽
竹
翁
を
悼
む
。）

仙
葩
豈
可
久
塵
寰　
　

仙
葩　

豈
に
塵
寰
に
久
し
か
る
べ
け
ん
や

帝
遣
靈
師
急
召
還　
　

帝　

靈
師
を
し
て
急
に
召
し
還
ら
し
む

一
夜
芳
魂
歸
玉
府　
　

一
夜　

芳
魂　

玉
府
に
帰
る

空
濛
煙
雨
暗
人
間　
　

空
濛
た
る
煙
雨　

人
間
暗
し
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仙
界
の
花
が
ど
う
し
て
こ
の
俗
世
間
に
長
く
留
ま
ろ
う
か
。
天
帝
が
霊
師
を

遣
わ
し
て
急
に
召
し
還
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
桜
は
一
夜
に
し
て
散
り
、
そ
の
美

し
い
魂
は
仙
界
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
霧
雨
が
降
っ
て
、
こ

の
人
間
世
界
は
暗
く
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
佐
羽
竹
翁　

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
〜
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）。
桐
生
の

商
人
、
漢
詩
人
で
江
湖
詩
社
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
あ
っ
た
佐
羽
淡
齋
の
兄
。　

○
雨
中
櫻
花　

竹
翁
の
辞
世
の
発
句
「
寝
こ
こ
ろ
を
あ
め
の
さ
く
ら
に
な
や
み

け
り
」に
よ
る
詩
題（
左
記
の
山
田
氏
論
文
）。　

○
仙
葩　

仙
界
の
花
。「
葩
」は
、

は
な
。ぱ
っ
と
さ
い
た
は
な
。白
い
は
な
。　

○
塵
寰　

け
が
れ
た
世
界
。俗
世
間
。

塵
界
。「
寰
」
は
あ
る
範
囲
の
中
の
地
。　

○
靈
師　

竹
翁
本
人
。
天
か
ら
の
使

者
と
も
と
れ
る
。　

○
芳
魂　

花
の
精
。
竹
翁
を
桜
花
に
喩
え
る
の
で
い
う
。　

○
玉
府　
「
道
觀
、仙
府
、仙
宮
」（
漢
語
大
詞
典
）　

○
空
濛　

小
雨
が
降
っ
た
り
、

も
や
が
た
ち
こ
め
た
り
し
て
ぼ
ん
や
り
と
薄
暗
い
さ
ま
。「
山
色
空
濛
雨
亦
奇
」

（
飲
湖
上
初
晴
後
雨
・
蘇
軾
）　

○
煙
雨　

け
む
っ
た
よ
う
に
か
す
ん
で
降
る
雨
。

「
秋
菱
葉
爛
煙
雨
晴
」（
射
鴨
詞
・
高
啓
）

◎「『
花
濺
涙
帖
』と『
清
風
集
』—

江
戸
時
代
後
期
絵
画
史
資
料
二
点
」山
田
烈（
東

北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
（
13
）　2006-03

）

◎
淡
齋
は
兄
を
悼
ん
で
『
惜
花
帖
』（
文
化
九
年
刊
）
を
出
版
し
た
（『
桐
生
市

人
名
事
典
』）。
そ
の
『
惜
花
帖
』
に
寄
せ
た
五
山
の
詩
が
こ
の
詩
で
あ
る
。
詩

句
の
異
同
は
な
い
。
こ
の
詩
は
文
化
九
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
花

濺
涙
帖
』（
東
北
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）と『
惜
花
帖
』（
桐
生
市
立
図
書
館
所
蔵
）

と
『
雨
桜
帖
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
は
同
一
の
書
で
、
異
本
関
係
に

あ
る
。

◎
上
平
声
十
五
刪

44　

三
月
晦
同
諸
子
遊
仁
聖
侯
第
五
橋
別
墅

（
三
月
晦
、
諸
子
と
同
に
、
仁
聖
侯
第
五
橋
の
別
墅
に
遊
ぶ
。）

殘
鸎
聲
裏
已
無
春　
　

残
鴬
声
裏　

已
に
春
無
し

猶
有
藤
花
挽
住
人　
　

猶
ほ
藤
花
の
人
を
挽
住
す
る
有
り

多
謝
一
池
明
似
鏡　
　

多
謝
す　

一
池　

明　

鏡
に
似
て

洒
然
洗
盡
満
顔
塵　
　

洒
然
と
し
て
洗
尽
す　

満
顔
の
塵

三
月
の
晦
日
、
諸
氏
と
と
も
に
、
市
橋
長
昭
侯
の
五
之
橋
町
の
別
荘
に
出

か
け
る
。

　

晩
春
の
鴬
が
鳴
く
中
、
も
う
既
に
春
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
人
を
引
き

留
め
る
よ
う
な
藤
の
花
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
、
池
が

全
て
曇
り
の
な
い
こ
と
鏡
の
よ
う
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
顔
中
に
着
い
た
俗
世
間
の

塵
を
洗
い
尽
く
す
こ
と
が
出
来
た
の
を
。

○
三
月
晦　

文
化
九
年
か
。
五
山
は
文
化
九
年
八
月
に
寛
齋
・
詩
佛
と
と
も
に

『
占
風
園
四
時
勝
概
画
譜
同
四
時
絶
句
同
四
時
和
歌
』
に
揮
毫
し
て
い
る
。　

○

同
諸
子　

と
も
に
揮
毫
し
て
い
る
の
は
、『
四
時
絶
句
』
は
市
河
寛
齋
、
大
窪
詩

佛
、『
四
時
和
歌
』
は
横
田
袋
翁
、
塙
保
己
一
、
屋
代
弘
賢
、『
勝
概
画
譜
』
は
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長
尾
仙
助
祐
壽
で
あ
る
。　

○
仁
聖
侯　

市
橋
長
昭
。
近
江
仁
正
寺
藩
主
（
二
万

石
）。
文
化
十
一
年
没
。
五
山
と
仁
聖
侯
の
交
流
は
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
七
、
巻

十
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
占
風
園
の
記
録
と
し
て
は
元
禄
期
の
『
占
風
園
十

境
詩
録
』（
林
整
宇
、
林
復
軒
、
木
下
順
庵
な
ど
。
二
〇
一
五
年
現
在
「
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
」
で
閲
覧
で
き
る
）
を
市
橋
長
昭
が
筆
写
し
た
も

の
が
あ
る
。
先
祖
の
風
雅
に
倣
っ
て
当
代
に
再
現
し
た
か
。　

○
第
五
橋
別
墅　

本
所
五
之
橋
町
の
下
屋
敷
に
占
風
園
と
い
う
庭
園
が
あ
っ
た
。
現
在
、
亀
戸
南

公
園
。『
占
風
園
四
時
勝
概
画
譜
同
四
時
絶
句
同
四
時
和
歌
』
に
詳
し
い
。
漢
詩

は
寛
齋
・
詩
佛
・
五
山
の
三
人
が
担
当
。　

○
殘
鸎　

晩
春
に
鳴
く
鶯
。　

○

藤
花　

占
風
園
に
は
池
に
か
か
る
藤
が
あ
っ
た
。　

○
挽
住　

引
き
留
め
る
意
。

陸
游
、
楊
誠
齋
な
ど
に
見
ら
れ
る
語
彙
。「
挽
住
行
人
贈
一
枝
」（
雨
後
田
間
雑

紀
五
首
・
楊
誠
齋
）　

○
多
謝　

厚
く
礼
を
述
べ
る
意
。
占
風
園
へ
招
か
れ
た
礼
。　

○
一
池　

占
風
園
に
は
広
大
な
釣
月
池
が
あ
っ
た
。　

○
洒
然　

心
が
さ
っ
ぱ

り
と
わ
だ
か
ま
り
が
な
い
こ
と
。

◎
上
平
声
十
一
眞

45　

賀
賣
花
翁
五
十

絳
人
説
歳
非
無
例　
　

絳
人　

歳
を
説
く　

例
無
き
に
非
ず

花
信
番
番
算
不
窮　
　

花
信　

番
番　

算
し
て
窮
ら
ず

喚
做
神
仙
君
會
否　
　

喚
て
神
仙
と
做
す　

君　

会
す
る
や
否
や

一
千
二
百
閲
春
風　
　

一
千
二
百　

春
風
を
閲
す

　

年
齢
の
数
え
方
を
知
ら
な
か
っ
た
絳
県
の
老
人
が
自
分
の
歳
を
も
っ
て
ま

わ
っ
て
説
明
し
た
例
が
無
く
は
な
い
。
し
か
し
、
一
年
に
二
十
四
番
の
花
信
風

の
五
十
年
分
は
計
算
し
て
も
し
切
れ
な
い
ほ
ど
だ
。
そ
こ
で
、
神
仙
と
呼
ぶ
事

に
す
る
が
、
君
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
。
知
ら
ぬ
う
ち
に
一
千
二
百

回
も
の
春
風
を
味
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

○
賣
花
翁　

未
詳
だ
が
佐
原
菊
塢
だ
と
す
る
説
が
あ
る
（『
江
戸
詩
歌
論
』）。　

○
絳
人　

絳
県
の
人
が
、「
生
ま
れ
た
年
は
正
月
甲
子
の
朔
で
、
そ
れ
か
ら

四
百
四
十
五
回
の
甲
子
が
廻
っ
た
が
、
そ
の
最
後
の
甲
子
の
日
か
ら
今
日
ま
で

次
の
甲
子
ま
で
の
三
分
の
一
が
過
ぎ
た
」（『
左
伝
』
襄
公
三
十
年
二
月
）
と
言
っ

た
故
事
を
ふ
ま
え
る
。　

○
二
十
四
番
花
信
風　

二
十
四
節
気
の
小
寒
の
梅
に

始
り
穀
雨
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
開
く
の
を
知
ら
せ
る
風
。

◎
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
八
に
「
壽
賣
花
翁
五
十
」
と
し
て
載
せ
る
。
詩
題
に
小

異
あ
り
（
寿
賣
花
翁
五
十
）。

◎
上
平
声
一
東
、
例
は
踏
み
落
と
し
。

46　

四
月
二
十
七
日
陪
南
谷
瀧
公
遊
玉
川
途
中
得
十
絶
句

（
四
月
二
十
七
日
、
南
谷
瀧
公
に
陪
し
て
玉
川
に
遊
ぶ
。
途
中
、
十
絶
句

を
得
た
り
。）

出
城
已
覺
遠
風
塵　
　

城
を
出
で
て
已
に
覚
ゆ　

風
塵
に
遠
き
を

緑
樹
重
重
入
眼
新　
　

緑
樹　

重
重　

眼
に
入
て
新
な
り
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

雪
様
薔
薇
還
後
素　
　

雪
様
の
薔
薇　

還
て
素
を
後
に
す

天
将
繪
事
欲
誇
人　
　

天　

絵
事
を
将
て　

人
に
誇
ら
ん
と
欲
す

　

市
街
を
出
て
俗
世
間
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
の
を
感
じ
た
。
幾
重
も
の
新
緑
の
木
々

は
目
に
も
鮮
や
か
だ
。
雪
の
よ
う
に
白
い
バ
ラ
は
い
つ
も
と
逆
に
、
白
絹
を
（
緑

樹
の
）
背
景
と
し
て
い
る
。
天
は
巧
に
絵
を
描
い
て
人
間
に
誇
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
だ
。

○
四
月
二
十
七
日　

71
に
「
四
月
十
九
日
陪
南
谷
瀧
公
重
遊
玉
川
十
絶
句
」
が

あ
り
、
一
年
後
に
再
遊
し
た
ら
し
い
。　

○
南
谷
瀧
公　

瀧
川
南
谷
。
幕
臣
、

漢
詩
人
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
〜
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
没
か
。『
五
山

堂
詩
話
』巻
六
に
紹
介
が
あ
る
。　

○
玉
川　

多
摩
川
。　

○
已
覺　

１
詩「
已
知
」

の
注
参
照
。
覚
と
い
う
こ
と
が
起
き
た
の
意
。　

○
風
塵　

俗
世
間
。　

○
緑

樹
重
重　

重
重
は
、
い
く
え
に
も
。「
重
重
紅
樹
秋
山
晩
」（
九
月
三
日
泛
舟
湖

中
作
・
陸
游
）。　

○
還　

普
通
は
花
が
前
に
出
そ
う
な
も
の
だ
が
、
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
。　

○
後
素　
（
緑
樹
の
）
白
い
背
景
と
な
っ
て
い
る
。「
素
」
は
蚕
か
ら

打
ち
だ
し
た
絹
の
原
糸
。

◎
上
平
声
十
一
眞

47　

そ
の
２

淡
陰
不
雨
午
将
晴　
　

淡
陰　

雨
ふ
ら
ず　

午　

将
に
晴
れ
ん
と
す

衣
薄
未
知
微
暖
生　
　

衣　

薄
く
し
て　

未
だ
知
ら
ず　

微
暖
の
生
ず
る
を

只
有
飛
飛
叫
天
子　
　

只
だ
飛
飛
た
る
叫
天
子
の
有
り
て

凌
空
早
已
弄
和
聲　
　

空
を
凌
て　

早
く
已
に
和
声
を
弄
す

　

薄
曇
り
で
雨
の
降
ら
な
い
う
ち
に
昼
に
な
っ
て
晴
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
衣

服
が
薄
い
た
め
か
、
ま
だ
微
か
な
暖
か
さ
が
生
ず
る
の
に
も
気
づ
か
な
い
。
た

だ
、ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
飛
ぶ
ヒ
バ
リ
が
い
て
、大
空
を
凌
ぐ
よ
う
に
高
く
上
が
り
、

早
く
も
暖
か
さ
を
感
じ
て
穏
や
か
な
鳴
き
声
を
弄
し
て
い
る
。

○
飛
飛　

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
。「
清
秋
燕
子
故
飛
飛
」（
秋
興
八
首
・
杜
甫
）　

○

叫
天
子　

ヒ
バ
リ
の
異
名
。
告
天
子（
19
〜
21
詩
参
照
）。
…
…「
…
一
云
叫
天
子
」

（『
三
才
図
会
』）　

○
早
已　
「
早
ク
已
ニ
」
は
、「
已
は
本
義
訖
ル
な
り
。
既
は

本
義
盡
ル
な
り
。
早
已
ア
リ
、
早
既
ナ
シ
。
同
異
み
る
べ
し
」（『
詩
家
推
敲
』）　

○
和
聲　

お
だ
や
か
な
声
。

◎
下
平
声
八
庚

48　

そ
の
３

邨
路
短
長
無
準
説　
　

邨
路
の
短
長　

準
説
無
し

忽
聞
便
喜
忽
聞
驚　
　

忽
ち
聞
て
便
ち
喜
び　

忽
ち
聞
て
驚
く

前
人
道
是
可
三
里　
　

前
人
は
道
ふ　

是
れ
三
里
可ば

か
り

更
問
後
人
多
幾
程　
　

更
に
後
人
に
問
へ
ば　

幾
程
を
多
く
す

　

田
舎
の
道
の
り
で
、
遠
い
近
い
な
ど
と
い
う
話
は
あ
て
に
は
な
ら
な
い
。
残
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成
蹊
人
文
研
究
　
第
二
十
四
号
（
二
〇
一
六
）

り
の
道
の
り
を
聞
い
て
素
直
に
喜
ん
だ
か
と
思
う
と
、
た
ち
ま
ち
ま
た
聞
い
て

は
が
っ
か
り
す
る
。
前
の
人
は
「
三
里
く
ら
い
だ
」
と
言
う
が
、
ま
た
、
後
の

人
に
聞
く
と
幾
里
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

○
邨
路
短
長　
「
遠
く
て
ち
か
き
も
の
。
極
楽
。
船
の
道
。
男
女
の
仲
」（『
枕
草
子
』

160
段
）
な
ど
か
ら
俗
に
「
近
く
て
遠
い
は
田
舎
の
道
、
遠
く
て
近
き
は
男
女
の

仲
」　

○
準
説　

基
準
と
な
る
説
の
意
か
。　

○
忽
〜
忽
〜　

…
…
し
た
か
と
思

え
ば
た
ち
ま
ち
…
…
し
、
…
…
し
た
か
と
思
え
ば
た
ち
ま
ち
…
…
す
る
。　

○

便　

す
ぐ
に
、
急
に
。
そ
う
す
る
と
た
や
す
く
。　

○
可
三
里　
「
可
」
は
、「
ば

か
り
」
と
読
み
、「（
ま
あ
）
〜
ぐ
ら
い
」
の
意
。
時
間
・
空
間
・
数
量
な
ど
の

お
お
よ
そ
の
範
囲
や
程
度
の
意
を
示
す
。「
壮
騎
可
数
百
…
…
」（
史
記
・
衛
将

軍
驃
騎
）

◎
下
平
声
八
庚
、
説
は
踏
み
落
と
し
。

49　

舟
曉

長
庚
如
李
月
沈
西　
　

長
庚　

李
の
如
く　

月　

西
に
沈
む

海
霧
将
消
望
暫
迷　
　

海
霧　

将
に
消
ん
と
し
て　

望　

暫
く
迷
ふ

泊
處
舟
離
元
不
覺　
　

泊
処　

舟
離
る
る
も
元
と
覚
え
ず

四
圍
身
已
坐
玻
瓈　
　

四
囲　

身
は
已
に
玻
瓈
に
坐
す

　

金
星
は
李
白
の
誕
生
の
時
の
よ
う
に
東
の
空
に
明
る
く
耀
き
、
月
は
西
に
沈

も
う
と
し
て
い
る
。
海
の
霧
も
消
え
る
と
こ
ろ
で
、
眺
め
も
し
ば
ら
く
ぼ
ん
や

り
し
て
い
る
。
停
泊
し
た
と
こ
ろ
か
ら
舟
が
離
れ
る
の
も
、
は
じ
め
か
ら
気
づ

か
ず
、
気
づ
い
て
み
る
と
既
に
自
分
の
身
は
四
方
、
玻
瓈
の
ご
と
き
鏡
面
の
海

の
上
に
座
っ
て
い
た
。

○
舟
曉　

舟
の
上
で
夜
明
け
を
迎
え
る
こ
と
。　

○
長
庚
如
李　
「
長
庚
」
宵
の

明
星
、
金
星
の
別
名
。
金
星
は
日
没
後
に
西
天
に
輝
き
、
明
け
方
東
に
沈
む
。

李
白
は
、
母
が
夢
で
長
庚
（
金
星
）
を
懐
に
入
る
の
を
見
て
妊
娠
し
た
こ
と
か

ら
李
長
庚
と
も
い
う
。
ま
た
、
金
星
を
太
白
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
李
太
白
と
も

い
う
。
揚
子
江
に
映
る
月
を
捉
え
よ
う
と
し
て
水
死
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

金
星
は
李
白
の
よ
う
に
明
る
く
輝
や
き
、の
意
か
。「
長
庚
如
李
一
星
明
」（
暁
起
・

江
馬
細
香
）
の
詩
は
、『
五
山
堂
詩
話
』
巻
五
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。　

○

元　

は
じ
め
は
、
の
意
。
舟
が
離
れ
は
じ
め
た
時
は
、
の
意
。「
元
は
始
也
首
也

ト
訓
ズ
二
字
と
同
様
」（『
詩
家
推
敲
』）　

○
身
已
坐
「
橫
看
成
嶺
側
成
峰
、
遠

近
高
低
各
不
同
。
不
識
廬
山
真
面
目
、
只
縁
身
在
此
山
中
。」（
題
西
林
壁
・
蘇
軾
）

の
類
想
か
。

◎
上
平
声
八
斉

50　

梅
雨
晴

城
中
昨
夜
送
輕
雷　
　

城
中　

昨
夜　

軽
雷
を
送
る

日
氣
烘
紅
暑
驟
回　
　

日
気　

紅
を
烘
り　

暑　

驟
に
回
る

已
作
一
年
鹽
漬
計　
　

已
に
作
す　

一
年
塩
漬
の
計

家
家
蘆

曬
黄
梅　
　

家
家　

蘆
箔
に
黄
梅
を
曬
す



−85−

山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

　

昨
晩
、
町
で
は
雷
が
鳴
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
日
は
、
す
っ
か
り
太
陽
が
照

り
だ
し
急
に
暑
く
な
っ
て
き
た
。
既
に
一
年
分
の
漬
け
物
の
計
画
が
出
来
て
い

て
、
家
々
で
は
、
む
し
ろ
に
熟
し
た
梅
の
実
を
干
し
て
い
る
。

○
梅
雨
晴　

漢
詩
の
詩
題
に
は
珍
し
い
。季
語
で
は
仲
夏
。梅
雨
の
合
間
の
晴
天
、

梅
雨
が
明
け
て
の
晴
天
。　

○
烘　

73
詩
に
も
。
あ
ぶ
る
。　

○
鹽
漬　

エ
ン
シ
。

こ
こ
は
梅
干
し
。　

○
蘆
　

は
、箔
。
く
さ
と
た
け
の
冠
の
通
用
。
72
に
も
。

蘆
箔
は
、む
し
ろ
。「
柔
桑
採
盡
緑
陰
稀
、蘆
箔
蠶
成
密
繭
肥
。」（
郊
行
・
王
安
石
）、

「
角
頭
一
一
張
蘆
箔
、
不
遣
魚
鰕
過
別
塘
。」（
過
臨
平
蓮
蕩
・
楊
萬
里
）　

○
曬　

『
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
収
録
さ
れ
る
。「
曬
」
が
「
晒
」
と
表
記
。

◎
上
平
声
十
灰

51　

枕
岸
棣
棠　

仁
聖
侯
占
風
園
十
五
勝
之
一

紅
紫
已
非
時
世
粧　
　

紅
紫　

已
に
時
世
の
粧
に
非
ず

春
風
一
様
換
宮
黄　
　

春
風　

一
様　

宮
黄
に
換
ゆ

萬
畦
塗
抹
菜
花
遍　
　

万
畦　

菜
花
を
塗
抹
す
る
こ
と
遍
し

更
就
池
邊
染
棣
棠　
　

更
に
池
辺
に
就
て　

棣
棠
を
染
む

　

春
先
の
紅
や
紫
は
も
う
既
に
流
行
の
装
い
で
は
な
い
。
春
風
は
一
様
に
お
庭

を
御
殿
風
の
黄
色
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
萬
畦
も
の
広
さ
を
菜
の
花
の
黄
色
で

塗
り
つ
ぶ
し
、
更
に
池
の
辺
り
で
は
山
吹
を
濃
い
黄
色
に
染
め
る
の
だ
。

○
仁
聖
侯　

近
江
仁
正
寺
藩
主
。
44
詩
参
照
。　

○
十
五
勝　
『
占
風
園
四
時
絶

句
』
は
寛
齋
・
詩
佛
・
五
山
の
三
人
で
五
首
ず
つ
計
十
五
首
で
十
五
勝
を
詠
む
。　

○
枕
岸　
「
岸
に
枕
（
の
ぞ
）
む
」。
川
に
臨
む
絶
壁
か
ら
生
え
て
い
る
木
な
ど

の
表
現
。
枕
江
は
臨
江
と
同
じ
。　

○
粧　

妝
の
俗
字
。　

○
棣
棠　

木
の
名
。

ヤ
マ
ブ
キ
。
バ
ラ
科
ヤ
マ
ブ
キ
属
の
落
葉
低
木
。
山
野
に
自
生
す
る
。　

○
宮

黄　
「
古
代
婦
女
額
上
塗
飾
的
黄
色
」
と
い
う
（『
漢
語
大
詞
典
』）。
宮
額
は
、（
御

殿
風
に
粧
っ
た
額
。
起
句
の
「
時
世
粧
」
に
対
し
て
言
う
。　

○
畦　

田
地
を

区
切
る
単
位
。
田
地
五
十
畝
。
畝
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
だ
い
た
い
５
、６

ア
ー
ル
。
萬
畦
は
非
常
に
広
い
こ
と
。

◎
占
風
園
に
関
し
て
は
44
詩
注
参
照
。
画
譜
が
国
会
図
書
館
に
現
存
し
、
当
時

の
様
子
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
占
風
園
四
時
勝
概
図　

同
四
時
絶
句　

同

四
時
和
歌
』
に
収
め
る
五
首
の
う
ち
三
首
（
51
、
52
、
53
）
を
収
め
る
。　

◎
下
平
声
七
陽
。

52　

蓮
塘
風
香　

同
上

層
層
葉
戦
水
風
醒　
　

層
層
た
る
葉
は
戦そ
よ

ぎ
て　

水
風
に
醒
む

拂
曉
看
来
只
麼
青　
　

拂
暁　

看
来
れ
ば　

只
だ
麼か
す

か
に
青
し

生
恠
濃
香
泌
人
骨　
　

生あ
や
に
く恠

す　

濃
香
の
人
骨
を
泌
む
を

不
知
中
貯
幾
婢
婷　
　

知
ら
ず　

中
に
幾
婢
婷
を
貯
ふ
る
を

　

幾
重
に
も
重
な
っ
た
蓮
の
葉
を
そ
よ
が
せ
て
水
面
を
吹
く
風
が
す
っ
か
り
と

私
の
目
を
覚
ま
し
て
く
れ
る
。
夜
明
け
時
に
見
る
と
た
だ
微
か
に
葉
の
青
さ
だ



−86−

成
蹊
人
文
研
究
　
第
二
十
四
号
（
二
〇
一
六
）

け
が
見
え
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
濃
厚
な
香
り
が
人
の
身
に
し
み
る
ほ
ど
漂
っ

て
く
る
。
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
美
し
い
花
を
中
に
秘
め
て
い
る
の
や
ら
。

○
醒　

自
分
の
目
を
覚
ま
し
て
く
れ
る
。　

○
麼　

こ
ま
か
い
。
か
す
か
に
。　

○
生
恠　
「
生
憎
、
生
妬
、
生
恨
、
生
愁
」
な
ど
の
生
は
助
字
。（『
詩
家
推
敲
』）

恠
は
怪
の
異
体
字
。　

○
婢
婷　

み
め
よ
い
さ
ま
。
う
つ
く
し
い
さ
ま
。

◎
『
占
風
園
四
時
勝
概
図　

同
四
時
絶
句　

同
四
時
和
歌
』
夏
、「
蓮
塘
」　

◎
下
平
声
九
青

53　

孤
島
寒
松　

同
上

何
歳
蒼
官
亦
避
秦　
　

何
れ
の
歳
か　

蒼
官
も
亦
た
秦
を
避
く

遠
逃
孤
島
隔
紅
塵　
　

遠
く
孤
島
に
逃
れ
て　

紅
塵
を
隔
つ

四
時
代
謝
曽
無
管　
　

四
時
の
代
謝　

曽
て
管
す
る
こ
と
無
し

却
笑
桃
源
猶
有
春　
　

却
て
笑
ふ　

桃
源　

猶
ほ
春
有
る
を

　

い
つ
の
年
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、
蒼
官
で
あ
る
松
も
ま
た
秦
の
国
乱
を
嫌
っ
て

難
を
避
け
た
の
は
。
遠
く
孤
島
に
逃
れ
て
来
て
、
す
っ
か
り
俗
塵
か
ら
身
を
隔

て
た
。
常
緑
の
身
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
に
も
、
ま
っ
た
く
関
係
な
く
な
っ
て
、

奥
深
い
理
想
郷
で
あ
る
は
ず
の
桃
源
で
さ
え
ま
だ
桃
が
花
咲
く
と
い
う
春
の
季

節
の
巡
り
が
あ
る
の
を
笑
い
飛
ば
し
て
い
る
。

○
蒼
官　

松
の
異
名
。
官
吏
で
あ
る
か
ら
官
を
去
っ
た
こ
と
に
な
り
、
松
の
青

で
あ
る
か
ら
、
桃
の
花
を
暗
示
す
る
紅
塵
を
隔
て
る
こ
と
に
な
る
。
単
に
松
を

異
名
に
置
き
換
え
た
だ
け
で
な
く
字
面
を
生
か
し
て
い
る
。　

○
亦　

桃
源
郷

の
人
た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
し
松
も
ま
た
、
の
意
。　

○
避
秦　

定
型
的
な
表
現
。

「
先
世
、
避
秦
時
乱
、
率
妻
子
邑
人
、
来
此
絶
境
、
不
復
出
焉
。
遂
與
外
人
間
隔
。」

（
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」）

◎
『
占
風
園
四
時
勝
概
図　

同
四
時
絶
句　

同
四
時
和
歌
』
冬
、「
孤
島
」　

◎
類
想
句
と
し
て
五
山
本
人
の
「
蒼
官
歳
晩
最
精
神
、風
雪
山
中
不
記
春
。」（『
皇

朝
分
類
名
家
絶
句
』
巻
四
「
歳
暮
松　

和
歌
題
」）
が
あ
る
。

◎
上
平
声
十
一
眞
。

54　

手
植
梧
桐
為
家
人
所
伐

　
　
（
手
植
の
梧
桐
、
家
人
の
為
に
伐
る
所
と
な
る
。）

栽
桐
幾
歳
近
階
除　
　

桐
を
栽
て　

幾
歳　

階
除
に
近
し

最
愛
扶
踈
入
夏
初　
　

最
も
愛
す　

扶
踈　

夏
に
入
る
の
初
め

不
念
家
人
危
剪
盡　
　

不
念
な
り　

家
人
の
危
ん
ど
剪
り
尽
く
す
を

朝
来
無
意
愛
吾
廬　
　

朝
来　

吾
が
廬
を
愛
す
る
に
意
無
し

　
　

自
ら
植
え
た
梧
桐
の
木
が
、
家
人
に
剪
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

青
桐
を
植
え
て
か
ら
幾
年
経
っ
た
ろ
う
か
、
庭
へ
出
る
階
に
近
づ
く
ま
で
に

な
っ
て
い
た
。
最
も
気
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
夏
に
入
り
た
て
の
頃
の
枝
が
四

方
に
ひ
ろ
が
る
さ
ま
だ
。
そ
れ
を
情
け
な
い
こ
と
に
家
人
が
ほ
と
ん
ど
伐
り
尽

く
し
て
し
ま
っ
た
。
朝
早
く
か
ら
始
め
て
、
私
が
庵
を
愛
す
る
こ
と
に
は
全
く
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

お
か
ま
い
な
し
だ
っ
た
の
だ
。

○
危　

原
本
「
ン
ト
」
の
送
り
仮
名
が
あ
る
。「
危
ハ
殆
也
ト
訓
ス
」（『
詩
家
推

敲
』）。　

○
不
念　

無
念
に
も
。「
不
念
は
不
レ

勝
レ

念
ヲ
イ
フ
」（『
詩
家
推
敲
』）

◎
上
平
声
六
魚
。「
愛
」
字
が
二
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

55　

そ
の
２

落
蕊
風
輕
點
硯
池　
　

落
蕊　

風
軽
く
し
て　

硯
池
に
点
ず

雨
餘
深
碧
染
烏
皮　
　

雨
餘
の
深
碧　

烏
皮
を
染
む

自
今
横
被
紅
暾
透　
　

今
よ
り　

横
さ
ま
に　

紅
暾
に
透
け
ら
る

飽
領
清
陰
彼
一
時　
　

飽
く
ま
で
清
陰
を
領
せ
し　

彼
も
一
時

　

花
び
ら
が
落
ち
て
は
軽
く
風
に
乗
っ
て
、
硯
の
池
に
点
々
と
舞
い
降
ち
、
雨

上
が
り
の
深
い
緑
色
が
黒
皮
の
脇
息
に
陰
を
落
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

梧
桐
が
な
く
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
真
っ
紅
な
ま
ん
丸
な
朝
日
の
光
が
横
か
ら

直
接
射
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
十
分
に
清
ら
か
な
陰
を
確
保
し
て

い
た
が
、
そ
れ
も
ほ
ん
の
一
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
蕊　

は
な
。
し
べ
。　

○
硯
池　

硯
の
水
た
ま
り
。　

○
烏
皮　

黒
い
皮
。「
烏

皮
几
」
の
用
例
が
多
く
そ
れ
な
ら
黒
皮
の
脇
息
。　

○
彼
一
時　
「
彼
も
一
時
、

此
も
一
時
」（『
孟
子
』「
公
孫
丑
下
」）
に
よ
る
。
世
間
の
こ
と
は
時
と
と
も
に

変
転
し
て
止
ま
な
い
。
栄
枯
盛
衰
も
そ
の
と
き
限
り
の
こ
と
で
あ
る
、
の
意
。

世
の
中
の
こ
と
を
梧
桐
と
自
分
の
卑
近
な
事
柄
に
置
き
換
え
た
諧
謔
。

◎
上
平
声
四
支

56　

そ
の
３

愛
他
踈
滴
梧
桐
句　
　

愛
す　

他
の
踈
滴
梧
桐
の
句

點
點
真
成
澄
道
心　
　

点
点　

真
成
に
道
心
を
澄
す

昨
夜
酒
醒
凉
雨
過　
　

昨
夜　

酒
醒
て　

涼
雨　

過
ぐ

窗
前
無
地
着
清
陰　
　

窓
前　

地
の
清
陰
を
着
く
る
無
し

　

あ
の
「
踈
滴
梧
桐
」
の
古
句
が
お
気
に
入
り
だ
。
点
点
と
し
た
雨
だ
れ
の
音

は
本
当
に
菩
提
心
を
澄
ま
せ
て
く
れ
る
。
昨
夜
、
酒
が
醒
め
て
み
る
と
夏
の
涼

し
げ
な
雨
が
通
り
す
ぎ
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
窓
の
辺
り
に
は
雨

上
が
り
の
清
ら
か
な
陰
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

○
踈
滴
梧
桐
句　
「
窓
前
有
梧
桐
、
報
我
以
好
雨
。
不
眠
聴
疎
滴
、
佳
事
想
農
圃
。

…
…
」（
宋
・
曽
幾
「
夏
雨
應
祈
呈
桂
帥
二
首
其
一
」）
を
さ
す
か
。
61
詩
に
「
踈

雨
滴
梧
桐
」の
句
が
あ
る
。　

○
道
心　

仏
教
を
信
じ
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
心
。

菩
提
心
。

◎
下
平
声
十
二
侵
、「
句
」（
去
声
七
遇
）
は
踏
み
落
と
し
。

57　

そ
の
４

羣
卉
發
生
均
遂
真　
　

群
卉　

発
生
し
て　

均
し
く
真
を
遂
ぐ
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若
為

賊
自
傷
仁　
　

若
為
ん
ぞ　

戕し
ょ
う
ぞ
く賊し
て　

自
ら
仁
を
傷
ら
ん

癡
童
呆
僕
何
知
此　
　

癡
童　

呆
僕　

何
ぞ
此
を
知
ら
ん

一
段
酸
心
是
主
人　
　

一
段
の
酸
心　

是
れ
主
人

　

そ
れ
ぞ
れ
の
花
た
ち
は
開
き
生
じ
、
ど
れ
も
等
し
く
あ
り
の
ま
ま
の
本
性
を

発
揮
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
自
分
で
自
分
の
仁
の
心

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
か
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
馬
鹿
な
書
生
や
阿
呆
の
従
僕

に
ど
う
し
て
そ
れ
が
わ
か
ろ
う
か
。
ひ
と
し
お
心
を
痛
め
て
い
る
の
は
、
主
人

で
あ
る
私
だ
け
な
の
だ
。

○
發
生　
「
好
雨
知
時
節
、
當
春
乃
發
生
」（
春
夜
喜
雨
・
杜
甫
）。　

○
真　

充

実
し
た
自
然
の
ま
ま
の
本
性
。　

○

賊　

は
戕
と
同
字
。
そ
こ
な
い
殺
す
こ

と
。　

○
酸
心　

心
を
痛
め
る
こ
と
。　

○
一
段　

ひ
と
き
わ
。
一
層
。

◎
上
平
声
十
一
眞

58　

同
柴
碧
海
田
紫
石
晩
泛
兩
国

　
　
（
柴
碧
海
・
田
紫
石
と
同
じ
く
、
晩
に
両
国
に
泛
ぶ
。）

笙
歌
鼎
沸
夕
陽
天　
　

笙
歌　

鼎
沸
す　

夕
陽
の
天

誰
復
酸
寒
似
我
船　
　

誰
か
復
た　

酸
寒　

我
が
船
に
似
ん

多
謝
清
風
廉
徹
底　
　

多
謝
す　

清
風　

廉　

徹
底
す
る
を

輸
来
萬
斛
不
租
錢　
　

万
斛
を
輸
し
来
て　

銭
を
租
せ
ず

　
　

柴
野
碧
海
・
杉
田
紫
石
と
と
も
に
、
晩
に
両
国
で
舟
遊
び
す
る
。

　

夕
暮
れ
の
空
の
下
、
歌
や
笛
の
音
が
沸
き
立
つ
よ
う
に
に
ぎ
や
か
だ
。
そ
の

中
で
他
の
誰
が
、
貧
乏
っ
ぷ
り
で
我
々
の
船
に
勝
ろ
う
か
。
お
お
い
に
感
謝
す

る
の
は
、
清
風
の
清
廉
潔
白
さ
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
だ
。
大
量
の
風
を
運
ん

で
き
て
く
れ
て
い
る
の
に
年
貢
の
よ
う
に
金
を
取
っ
た
り
は
し
な
い
の
だ
。

○
柴
碧
海　

柴
野
碧
海
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
〜
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）。

柴
野
貞
穀
の
二
子
。
伯
父
栗
山
の
養
子
。
五
山
と
は
若
い
頃
（
京
都
遊
学
、
栗

山
門
下
）か
ら
の
友
人
。　

○
田
紫
石　

杉
田
伯
元
。
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）

〜
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）。
紫
石
は
号
。
医
者
、
蘭
学
者
。
杉
田
玄
白
の
門

人
・
養
子
で
、
二
代
目
杉
田
玄
白
と
な
る
（『
五
山
堂
詩
話
補
遺
』
巻
二
39
話
）。

柴
野
栗
山
に
儒
学
を
学
ぶ
。　

○
兩
国　

両
国
の
船
遊
び
。　

○
鼎
沸　

か
な

え
の
湯
が
沸
騰
す
る
よ
う
に
さ
わ
ぎ
た
つ
こ
と
。　

○
酸
寒　

貧
乏
で
つ
ら
い
。

み
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
。　

○
萬
斛　

非
常
に
分
量
の
多
い
こ
と
。
斛
は
石
。
一

斛
は
十
斗
。
一
斗
は
十
升
。　

○
租　

田
に
か
か
る
年
貢
。

◎
下
平
声
一
先

59　

夏
山
疊
翠
圖

化
工
染
手
不
曽
閑　
　

化
工
の
染
手　

曽
て
閑
な
ら
ず

褶
疊
纈
来
濃
淡
山　
　

褶
ち
ょ
う
じ
ょ
う
疊
纈
し
来
る　

濃
淡
の
山

傾
瀉
盆
中
藍
瀋
水　
　

傾
瀉
す　

盆
中
の
藍
瀋
水

溪
流
滾
翠
出
人
間　
　

渓
流　

翠
を
滾
し
て　

人
間
に
出
づ
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山
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旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

　
　

夏
の
山
の
緑
が
重
畳
と
す
る
絵

　

自
然
界
の
染
め
手
は
か
つ
て
暇
だ
っ
た
試
し
は
な
い
。
う
わ
ぎ
を
重
ね
て
絞

り
染
め
し
て
、
山
の
緑
の
濃
淡
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
余
っ
た
藍
染
料
を
溶
い

た
水
の
入
っ
た
盆
を
傾
け
注
い
だ
。
谷
川
で
は
、
そ
の
緑
の
色
が
流
れ
を
た
ぎ

ら
せ
て
人
間
世
界
に
出
て
き
て
い
る
。

○
夏
山
疊
翠
圖　
「
〜
山
疊
翠
圖
」
と
い
う
画
題
が
あ
る
。　

○
化
工　

自
然

の
わ
ざ
。
造
化
の
た
く
み
。
天
工
。　

○
褶　

あ
わ
せ
。
う
わ
ぎ
。　

○
藍
瀋

水　

藍
水
は
藍
を
溶
か
し
た
水
。瀋
は
汁
。藍
水
も
瀋
水
も
川
の
名
の
意
も
あ
る
。

こ
こ
は
染
料
の
入
っ
た
水
。

◎
上
平
声
十
五
刪

60　

雨
凉

黄
昏
一
雨
灑
池
亭　
　

黄
昏
の
一
雨　

池
亭
に
灑
ぐ

探
借
清
秋
暑
頓
醒　
　

清
秋
を
探
借
し
て　

暑　

頓
に
醒
む

弱
翅
翻
知
不
堪
冷　
　

弱
翅　

翻
て
知
る　

冷
に
堪
え
ざ
る
を

窗
間
飛
入
小
蜻
蜓　
　

窓
間　

飛
び
入
る　

小
蜻
蜓

　

た
そ
が
れ
時
に
ひ
と
雨
来
て
、
池
の
畔
の
亭
を
濡
ら
す
。
さ
わ
や
か
な
秋
の

気
配
を
先
取
り
し
て
、
暑
さ
も
に
わ
か
に
ひ
っ
こ
ん
だ
。
で
も
、
逆
に
、
薄
物

の
羽
で
は
、
こ
の
寒
さ
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
寒
さ
か
ら
逃
れ
て
、
窓

か
ら
入
っ
て
く
る
の
は
、
小
さ
な
ト
ン
ボ
た
ち
。

○
探
借　
「
預
借
」（『
漢
語
大
詞
典
』）。　

○
弱
翅　

蛍
、
蝉
、
蝶
な
ど
の
用
例

が
あ
る
。　

○
小
蜻
蜓　

宋
詩
的
素
材
。

◎
下
平
声
九
青

61　

踈
雨
滴
梧
桐

三
三
五
五
點
来
稀　
　

三
三
五
五　

点
じ
来
て
稀
な
り

竹
簟
凉
生
夢
醒
時　
　

竹
簟　

涼　

生
ず　

夢
の
醒
る
時

此
滴
不
知
梧
葉
雨　
　

此
の
滴　

知
ら
ず　

梧
葉
の
雨
な
る
を

只
言
宵
永
漏
聲
遲　
　

只
だ
言
ふ　

宵　

永
く
し
て　

漏
声　

遅
し
と

　

三
つ
あ
る
い
は
五
つ
と
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
滴
り
落
ち
る
音
が
時
々
聞
こ
え
る
。

そ
ん
な
音
を
聴
き
な
が
ら
夢
か
ら
醒
る
時
、
竹
の
敷
物
の
上
は
ま
す
ま
す
涼
し

い
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
ま
ば
ら
な
の
で
こ
の
滴
り
が
梧
桐
の
葉
へ
降
る
雨
音

で
あ
る
こ
と
に
は
気
づ
き
も
し
な
い
。
そ
し
て
た
だ
、
宵
が
長
く
な
っ
て
漏
刻

の
音
が
遅
く
な
っ
た
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

○
踈
雨
滴
梧
桐　

56
詩
に
似
た
テ
ー
マ
の
詩
が
あ
る
。　

○
三
三
五
五　

三
人

又
は
五
人
ば
ら
ば
ら
と
散
乱
す
る
さ
ま
。　

○
點　

し
た
た
り
。　

○
竹
簟　

竹
や
葦
で
編
ん
だ
敷
物
。「
竹
簟
冷
生
秋
」（
幽
居
詩
・
陸
游
）。「
簟
」
一
字
で
、

た
か
む
し
ろ
、
竹
で
編
ん
だ
む
し
ろ
、
の
意
。　

○
梧
葉
雨　

梧
桐
の
葉
に
雨

が
あ
た
る
音
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
詩
材
。「
枕
邊
梧
葉
雨
聲
疏
。」（
秋
日
再
寄
・

晁
采
）　

○
漏　

漏
刻
。
水
時
計
。
一
定
の
時
間
を
示
す
の
で
目
盛
り
を
変
え
て



−90−

成
蹊
人
文
研
究
　
第
二
十
四
号
（
二
〇
一
六
）

不
定
時
法
に
合
わ
せ
た
。
こ
こ
は
時
の
鐘
。「
二
十
五
聲
秋
漏
永
」（
古
斷
腸
曲
・

周
端
臣
）

◎
上
平
声
四
支
、
稀
は
上
平
声
五
微
の
通
韻
。

62　

狸
奴

狸
奴
亦
解
弄
凉
秋　
　

狸
奴
も
亦
た
解
す　

涼
秋
を
弄
す
る
を

遊
戯
池
頭
儘
自
由　
　

池
頭
に
遊
戯
し
て　

儘
ま
自
由

銜
得
螳
蜋
斧
先
破　
　

螳
蜋
を
銜
へ
得
て　

斧　

先
づ
破
る

擒
来
縦
去
未
曽
休　
　

擒
し
来
り
縦
し
去
て　

未
だ
曽
て
休
ま
ず

　

猫
も
ま
た
涼
し
い
秋
を
楽
し
む
こ
と
を
理
解
し
て
い
て
、
池
の
ほ
と
り
で
好

き
勝
手
に
遊
び
戯
れ
て
い
る
。
か
ま
き
り
を
口
に
く
わ
え
て
き
て
、
斧
の
と
こ

ろ
を
ま
ず
食
い
破
っ
た
。
ほ
し
い
ま
ま
す
っ
か
り
と
り
こ
に
し
て
け
っ
し
て
止

め
な
い
の
だ
。

○
狸
奴　

猫
の
別
名
。

◎
下
平
声
十
一
尤

63　

舟
中
聞
蟲

忽
訝
琵
琶
江
上
音　
　

忽
ち
訝
る　

琵
琶　

江
上
の
音
か
と

還
疑
鈴
曲
雨
成
霖　
　

還
た
疑
ふ　

鈴
曲　

雨　

霖
を
成
す
を

萬
蟲
於
我
真
勍
敵　
　

万
虫　

我
に
於
て　

真
に
勍け
い
て
き敵

碎
破
孤
舟
一
夜
心　
　

砕
破
す　

孤
舟
一
夜
の
心

　

ふ
と
訝
る
の
は
、
あ
の
白
居
易
が
聞
い
た
江
上
の
琵
琶
の
音
か
と
い
う
こ
と
。

ま
た
疑
う
の
は
、
あ
の
玄
宗
が
貴
妃
を
悼
ん
で
作
っ
た
雨
霖
鈴
の
曲
か
と
い
う

こ
と
。
そ
ん
な
全
て
の
虫
達
の
鳴
く
音
は
、
私
に
は
ま
さ
に
強
敵
だ
。
一
隻
の

小
舟
で
一
夜
を
過
ご
す
私
の
心
を
か
き
む
し
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

○
忽
訝
琵
琶
江
上
音　

白
居
易
が
潯
陽
江
頭
に
琵
琶
の
音
を
聴
い
た
故
事
。「
忽

聞
水
上
琵
琶
聲
」（
琵
琶
行
・
白
居
易
）。　

○
鈴
曲
雨
成
霖　

雨
霖
鈴
曲
「
楽

曲
の
名
。
唐
の
玄
宗
が
、
安
禄
山
の
乱
を
避
け
て
、
蜀
に
幸
し
、
途
中
、
寵
姫
、

楊
貴
妃
を
誅
し
た
後
、
桟
道
に
於
て
、
雨
の
声
と
馬
の
鈴
の
相
和
す
る
を
聞
い

て
貴
妃
を
悼
み
悲
ん
で
作
っ
た
と
い
う
（『
明
皇
別
録
』）。
雨
霖
鈴
は
詞
牌
の
ひ

と
つ
。
な
お
、
長
恨
歌
で
は
「
行
宮
見
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
鈴
腸
斷
聲
」
と
場

は
行
宮
。　

○
勍
敵　

強
い
対
手
、
強
敵
。

◎
下
平
声
十
二
侵

64　

送
桒
原
生
歸
阿
波
（
桑
原
生
の
阿
波
に
帰
る
を
送
る
。）

何
須
筆
底
強
求
竒　
　

何
ん
ぞ
須
ゐ
ん　

筆
底　

強
て
奇
を
求
む
る
こ
と
を

萬
象
睨
来
皆
是
詩　
　

万
象　

睨
し
来
れ
ば　

皆
な
是
れ
詩

鼇
抃
鯨
呑
鳴
戸
海　
　

鼇ご
う
べ
ん抃　

鯨
呑　

鳴
戸
の
海

子
歸
對
此
有
餘
師　
　

子
帰
て　

此
に
対
せ
ば　

余
師
有
ら
ん
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

　

ど
う
し
て
物
を
書
く
の
に
強
い
て
珍
奇
な
も
の
を
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

森
羅
万
象
、じ
っ
と
見
つ
め
れ
ば
み
な
詩
に
な
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
ま
し
て
や
、

大
海
亀
が
手
を
打
ち
、
鯨
が
海
水
を
呑
む
と
い
う
鳴
戸
海
峡
。
あ
な
た
が
帰
国

し
て
こ
の
景
色
に
向
き
合
え
ば
、
私
が
い
な
く
て
も
ど
こ
に
で
も
師
匠
が
い
る

こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

○
桒
原
生　
「
桑
原
道
、
字
は
文
友
、
琴
水
と
號
す
。
阿
波
の
人
。
木
鳴
門
を

介
し
て
余
に
從
ひ
詩
を
學
ぶ
」（『
五
山
堂
詩
話
』
巻
六
）。
木
鳴
門
は
鈴
木
鳴

門
、
阿
波
出
身
の
画
家
。　

○
筆
底　

書
く
こ
と
。　

○
睨　

睥
睨
の
睨
。
睥

睨
は
横
目
で
に
ら
む
こ
と
。　

○
鼇
抃　

鼇
（
お
お
う
み
が
め
・
お
お
す
っ
ぽ

ん
）
が
手
を
う
つ
。
ま
た
歓
ん
で
手
を
う
つ
。　

○
鳴
戸　

阿
波
の
鳴
門
海
峡
。　

○
子
歸　

結
句
は
「
子
歸
而
求
之
有
餘
師
」（
子
歸
り
て
之
を
求
め
ば
餘
〈
多
〉

く
の
師
あ
ら
ん
）（『
孟
子
』「
告
子
下
」）に
依
っ
て
い
る
。「
餘
師
」は
他
の
先
生
。

一
説
に
多
く
の
先
生
。

◎
上
平
声
四
支
。『
文
政
十
七
家
絶
句
』
33
オ
に
収
録
さ
れ
る
。

65　

浪
華
馬
國
瑞
為
鴻
池
生
寄
其
詩
来
并
報
二
子

（
浪
華
の
馬
國
瑞
、
鴻
池
生
の
為
に
、
其
の
詩
を
寄
せ
来
る
。
并
せ
て
二

子
に
報
ず
。）

封
書
到
手
恨
開
遲　
　

封
書　

手
に
到
て　

開
く
の
遅
き
を
恨
む

細
讀
銀
鉤
喜
上
眉　
　

細
に
銀
鉤
を
読
み
て　

喜　

眉
に
上
る

一
喜
却
能
添
一
喜　
　

一
喜　

却
て
能
く　

一
喜
を
添
ふ

故
人
新
友
有
温
知　
　

故
人　

新
友　

温
知
有
り

大
阪
の
馬
国
瑞
が
、
鴻
池
君
の
た
め
に
、
彼
の
詩
を
送
っ
て
来
た
。
そ
こ

で
二
人
い
っ
し
ょ
に
詩
を
送
る
。

　

封
さ
れ
た
書
が
手
に
到
っ
て
、
そ
れ
を
開
く
わ
ず
か
な
間
さ
え
遅
く
感
じ
ら

れ
る
の
が
恨
み
だ
。
流
麗
な
字
を
細
か
く
読
め
ば
、
喜
色
が
眉
に
上
っ
て
く
る
。

一
つ
の
喜
び
が
さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
喜
び
を
添
え
て
く
れ
た
。
温
故
知
新

の
言
葉
の
よ
う
に
古
い
友
人
が
新
し
い
友
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
だ
。

○
馬
國
瑞　
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
六
46
話
に
「
馬
光
昇
、
字
は
國
瑞
」
と
あ
る
。

こ
の
詩
も
同
47
話
に
載
せ
る
。
異
同
な
し
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）、
五
山
が

三
十
歳
の
こ
ろ
、
西
国
へ
流
落
し
た
時
の
知
人
。　

○
鴻
池
生　
『
五
山
堂
詩
話
』

巻
六
47
話
に
「
山
當
庸
、
字
は
行
謹
」
と
あ
る
の
が
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。　

○
銀
鉤　

銀
製
の
か
ぎ
。
非
常
に
た
く
み
な
草
書
を
形
容
す
る
こ
と
ば
と
し
て

も
用
い
る
。「
太
常
妙
蹟
兼
銀
鉤
」（
画
中
九
友
歌
・
呉
偉
業
）　

○
温
知　

一
句

で
温
故
知
新
の
熟
語
を
順
を
変
え
て
用
い
た
。

◎
上
平
声
四
支
。

66　

夜
聞
落
葉

霜
後
風
師
盛
勒
兵　
　

霜
後
の
風
師　

盛
に
兵
を
勒
す

一
鏖
木
葉
不
容
情　
　

木
葉
を
一
鏖
し
て　

情
を
容
れ
ず

錦
衣
委
地
渾
狼
藉　
　

錦
衣　

地
に
委
し
て　

渾
て
狼
藉
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逐
北
通
宵
尚
有
聲　
　

北に

ぐ
る
を
逐
て　

通
宵　

尚
ほ
声
有
り

　

秋
と
な
り
霜
の
降
り
る
頃
、
風
の
将
軍
は
盛
ん
に
風
の
兵
を
動
か
す
。
木
の

葉
を
皆
殺
し
に
し
て
、
情
け
容
赦
な
い
。
錦
の
衣
は
地
に
落
ち
た
ま
ま
全
て
散

乱
し
て
い
る
。
更
に
逃
げ
る
葉
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
一
晩
中
、
ま
だ
何
か
声

が
し
て
い
る
。

○
風
師　

風
の
神
。
師
と
い
う
表
現
が
次
の
兵
を
導
く
。　

○
勒
兵　

兵
を
お

さ
め
と
と
の
え
る
。
軍
隊
を
統
御
す
る
。　

○
狼
藉　

物
が
散
乱
し
た
さ
ま
。

オ
オ
カ
ミ
が
寝
る
と
き
に
下
草
を
踏
み
荒
ら
す
と
こ
ろ
か
ら
。
無
法
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
は
日
本
特
有
の
意
。　

○
北　

動
詞
。
敵
に
背
を
向
け
て
逃
げ
る
。
敗
北
。

◎
下
平
声
八
庚

67　

冬
日
田
園
雜
興　

原
三

嫁
女
城
中
已
抱
孩　
　

女
を
城
中
に
嫁
し
て　

已
に
孩
を
抱
く

終
年
相
面
兩
三
回　
　

終
年　

相
面
す
る
こ
と　

両
三
回

水
仙
蘆
菔
倶
装
擔　
　

水
仙　

蘆
菔　

倶
に
装
担
し

衝
雪
今
朝
入
郭
来　
　

雪
を
衝
て　

今
朝　

郭
に
入
り
来
る

　

娘
を
町
中
に
嫁
が
せ
て
も
う
赤
子
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
年
で
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
は
二
、三
回
だ
。
水
仙
の
球
根
や
大
根
や
ら
を
土
産
に
、
い
っ
し
ょ

く
た
に
腰
に
ぶ
ら
下
げ
て
、
雪
も
も
の
と
も
せ
ず
今
朝
は
町
に
や
っ
て
き
た
。

○
孩　

あ
か
ご
、
み
ど
り
ご
。　

○
水
仙
蘆
菔　

水
仙
の
球
根
と
大
根
。
水
仙

は
食
用
に
な
ら
な
い
の
で
園
芸
用
。

◎
絶
句
の
連
作
で
あ
る
点
な
ど
、
10
詩
「
夏
日
雑
吟
」
よ
り
も
さ
ら
に
「
四
時

田
園
雑
興
」
の
影
響
が
顕
著
な
作
品
で
あ
る
。

◎
上
平
声
十
灰
。

68　

山
陰
歸
棹
圖

竹
下
肩
輿
雪
裏
舟　
　

竹
下
の
肩
輿　

雪
裏
の
舟

王
家
兒
子
見
人
羞　
　

王
家
の
児
子　

人
を
見
て
羞
づ

自
能
老
戴
諳
他
性　
　

自
ら
能
く　

老
戴　

他か
れ

の
性
を
諳
ん
ず

一
任
歸
橈
不
要
留　
　

帰
橈
に
一
任
し
て　

留
む
る
こ
と
を
要
せ
ず

　

竹
林
の
下
で
は
肩
で
か
つ
ぐ
輿
、
雪
の
中
で
は
舟
に
乗
っ
て
は
来
た
が
、
王

家
の
息
子
子
猷
は
人
を
見
て
羞
じ
ら
っ
て
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
老
戴
安
道
は

自
ら
彼
の
性
質
を
熟
知
し
て
い
て
、
棹
を
め
ぐ
ら
し
て
帰
る
の
に
ま
か
せ
て
、

け
っ
し
て
引
き
留
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

○
山
陰
歸
棹
圖　

一
般
的
に
は
「
子
猷
訪
戴
図
」
と
い
う
画
題
。
子
猷
訪
戴
（
剡

渓
訪
戴
と
も
）の
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
。
故
事
は
、「
雪
の
夜
、王
子
猷（
王
徽
之
）

が
、
思
い
立
っ
て
剡
渓
に
戴
安
道
を
訪
ね
た
が
、
門
前
ま
で
き
て
引
き
返
し
た
。

人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
て
、
興
に
ま
か
せ
て
行
っ
た
が
、
興
が
尽
き
た
の

で
引
き
返
し
た
ま
で
だ
と
答
え
た
。」（
世
説
新
語
・
任
誕
篇
）　　

○
王
家
兒
子　



−93−

山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

子
猷
が
王
羲
之
の
子
で
あ
る
の
に
よ
る
。　

○
老
戴　

故
事
の
戴
安
道
を
指
す
。

◎
下
平
声
十
一
尤
。

69　

送
松
篤
所
歸
馬
山

（
松
篤
所
の
馬
山
に
帰
る
を
送
る
。）

去
違
知
己
住
違
親　
　

去
れ
ば
知
己
に
違
ひ　

住
す
れ
ば
親
に
違
ふ

問
我
何
方
可
化
身　
　

我
に
問
ふ　

何
れ
の
方
ぞ
身
を
化
す
べ
き
と

有
術
山
中
君
試
否　
　

術
有
り　

山
中　

君　

試
み
ん
や
否
や

筆
雲
墨
雨
噀
都
人　
　

筆
雲
墨
雨　

都
人
に
噀
す

　

江
戸
か
ら
立
ち
去
れ
ば
知
人
友
人
に
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
留
ま
れ
ば
親
に

背
く
こ
と
に
な
る
。
私
に
、
ど
ち
ら
の
方
へ
身
を
寄
せ
る
べ
き
か
と
い
う
難
問

を
投
げ
か
け
た
。
そ
こ
で
い
い
術
が
あ
る
。
山
中
で
君
は
試
し
た
か
ど
う
か
。

よ
い
詩
で
も
書
い
て
故
郷
に
居
な
が
ら
に
し
て
雲
の
筆
と
雨
の
墨
で
江
戸
の
人

達
に
降
り
注
げ
ば
い
い
の
だ
。

○
松
篤
所　

松
浦
篤
所
。
字
は
乃
侯
。
上
野
の
人
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

〜
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）。『
五
山
堂
詩
話
』
に
度
々
登
場
す
る
。　

○
馬
山　

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
馬
山
。　

○
噀　

烏
賊
が
墨
を
噴
く
ニ
ュ
ア
ン

ス
。「
噀
墨
将
軍
」
は
烏
賊
の
異
名
。

◎
上
平
声
十
一
眞

70　

嘲
秦
里
止
酒
（
秦
里
の
酒
を
止
む
る
を
嘲
る
。）

癡
情
未
便
棄
温
柔　
　

癡
情　

未
だ
便
ち
温
柔
を
棄
て
ず

只
向
醉
郷
無
所
求　
　

只
だ
酔
郷
に
向
て　

求
む
る
所
無
し

若
使
榴
裙
苦
相
勸　
　

若
し　

榴
裙
を
し
て
苦
ろ
に
相
勧
め
し
め
ば

可
能
持
戒
不
回
頭　
　

能
く
戒
を
持
し
て
頭
を
回
さ
ざ
る
べ
け
ん
や

　

た
だ
酔
漢
の
国
で
は
酒
を
断
ち
、
求
め
る
も
の
が
無
く
な
っ
た
だ
け
で
、
み

だ
ら
な
感
情
で
ま
だ
温
か
く
柔
か
い
方
は
止
め
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、
紅

の
も
す
そ
の
美
人
に
懇
切
丁
寧
に
勧
め
さ
せ
た
な
ら
ば
、
は
た
し
て
断
酒
の
戒

を
守
っ
て
振
り
向
か
な
い
で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
怪
し
い
も
の
だ
。

○
秦
里　

北
原
秦
里
。
土
佐
藩
士
。
勤
番
で
江
戸
と
土
佐
を
何
度
も
往
復
し
て

い
る
。「
松
魚
歌
」
で
知
ら
れ
『
秦
里
詩
稿
』
の
著
作
が
あ
る
。
ま
た
、こ
の
「
五

山
百
絶
」
を
含
む
『
今
四
家
絶
句
』
の
編
集
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
天
明
五

年
（
一
七
八
五
）
〜
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）。　

○
温
柔　

秦
里
の
「
無
題
」

詩
に
「
温
柔
郷
裏
身
堪
老
、
歌
吹
海
中
人
欲
仙
」
の
一
聯
が
あ
り
、
五
山
は
こ

れ
を
意
識
し
て
い
る
。

◎
下
平
声
十
一
尤

71　

四
月
十
九
日
陪
南
谷
瀧
公
重
遊
玉
川
十
絶
句

（
四
月
十
九
日
、
南
谷
瀧
公
に
陪
し
て
重
ね
て
玉
川
に
遊
ぶ
。
十
絶
句
。）

昨
将
塵
面
洗
清
波　
　

昨　

塵
面
を
将
て　

清
波
に
洗
ふ
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慙
愧
重
来
塵
故
多　
　

慙
愧
す　

重
来　

塵　

故
ら
に
多
き
を

一
日
纔
温
寒
十
日　
　

一
日　

纔
に
温
て　

寒
す
こ
と
十
日

淙
淙
濺
濺
奈
渠
何　
　

淙
淙
濺
濺　

渠
を
奈
何
せ
ん

　
　

四
月
十
九
日
、
瀧
川
南
谷
公
に
お
供
し
て
再
び
多
摩
川
に
出
か
け
た
。

　
　

絶
句
十
首
を
作
る
。

　

昨
年
、
世
俗
の
塵
で
汚
れ
た
顔
を
清
ら
か
な
波
で
洗
っ
た
の
に
、
恥
ず
か
し

い
の
は
再
び
や
っ
て
き
て
塵
が
一
段
と
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
わ
ず
か
に

一
日
暖
め
て
も
十
日
も
冷
や
し
っ
ぱ
な
し
で
は
も
と
の
黙
阿
弥
と
い
う
が
、
い

く
ら
さ
ら
さ
ら
と
清
ら
か
に
流
れ
る
多
摩
川
で
あ
っ
て
そ
ん
な
奴
ば
ら
を
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

○
南
谷
瀧
公　

46
詩
参
照
。　

○
昨
〜
重
来　

46
詩
の
「
四
月
二
十
七
日
陪
南

谷
瀧
公
遊
玉
川
途
中
得
十
絶
句
」
を
さ
す
。　

○
一
日
纔
温
寒
十
日　
「
一
日
、

之
を
暴
（
あ
た
た
）
め
て
、
十
日
、
之
を
寒
（
ひ
や
）
せ
ば
、
未
だ
能
く
生
ず

る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」（『
孟
子
』「
告
子
上
」）。
一
暴
十
寒
。
暴
は
仄
字
な
の
で

平
字
の
温
に
し
た
。　

○
淙
淙
濺
濺　

淙
淙
も
濺
濺
も
水
の
流
れ
る
さ
ま
、
ま

た
音
。　

○
渠　

か
れ
。
み
ぞ
を
流
れ
る
泥
水
の
イ
メ
ー
ジ
も
重
ね
る
か
。

◎
下
平
声
五
歌

72　

そ
の
２

蘆

截
流
寒
玉
廻　
　

蘆
　

流
を
截き

り
て　

寒
玉　

廻
る

銀
刀
無
數

鬐
腮　
　

銀
刀
無
数　

鬐き

し腮
を
暴さ
ら

す

守
魚
老
叟
非
生
面　
　

魚
を
守
る
老
叟　

生
面
に
非
ず

喚
取
慇
懃
分
一
杯　
　

喚
取
し
て　

慇
懃
に
一
杯
を
分
つ

　

む
し
ろ
で
川
の
流
れ
を
分
け
て
、
水
の
玉
が
き
ら
き
ら
と
飛
び
散
り
回
る
。

銀
色
の
刀
の
よ
う
な
魚
が
無
数
に
鰭
や
顎
を
曝
し
て
い
る
。
魚
の
番
を
し
て
い

る
老
人
は
初
め
て
み
る
顔
で
は
な
く
、
声
を
か
け
て
ね
ん
ご
ろ
に
酒
一
杯
を
分

け
て
や
る
。

○
蘆
　

50
詩
に
も
。
そ
こ
の
楊
萬
里
の
用
例
に
も
あ
る
よ
う
に
水
の
中
で

も
用
い
る
。　

○
寒
玉　

美
し
い
玉
。
清
ら
か
な
水
。　

○
　

暴
の
本
字
。　

○
鬐
腮　

鬐
は
魚
の
背
鰭
。
腮
は
、
あ
ご
お
と
が
い
。
顋
の
俗
字
。　

○
非
生

面　
「
衘
泥
燕
子
非
生
面
」（
天
民
宅
詠
新
燕
・
市
河
寛
齋
）

◎
上
平
声
十
灰

73　

そ
の
３

日
氣
驕
人
午
似
烘　
　

日
氣　

人
に
驕
て　

午　

烘
る
に
似
た
り

不
堪
癡
軟
困
濛
濛　
　

癡
軟
に
堪
え
ず　

困　

濛
濛

霎
時
水
枕
試
還
好　
　

霎
時　

水
枕　

試
み
る
も
還
た
好
し

夢
入
山
風
溪
谷
中　
　

夢
は
入
る　

山
風
溪
谷
の
中

　

太
陽
の
放
つ
熱
気
は
人
に
傲
る
よ
う
に
昼
と
も
な
れ
ば
炙
る
よ
う
な
有
様
だ
。
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頭
も
お
か
し
く
な
り
体
も
ぐ
っ
た
り
し
堪
ま
ら
な
く
ぼ
う
っ
と
し
て
困
り
果
て

て
い
る
。
こ
ん
な
時
は
し
ば
ら
く
の
間
、
水
を
枕
と
す
る
舟
上
の
居
眠
り
を
試

み
る
の
も
ま
た
い
い
も
の
だ
。
そ
し
て
、
夢
で
山
風
が
吹
き
渡
る
渓
谷
の
中
で

遊
ぶ
の
だ
。

○
水
枕　

船
中
の
仮
眠
。「
水
枕
能
令
山
俯
仰
」（
六
月
二
十
七
日
望
湖
樓
醉
書
・

蘇
軾
）　

○
山
風　

あ
る
い
は
嵐
気
か
。

◎
上
平
声
一
東

74　

そ
の
４

鸕

展
翅
立
沙
磯　
　

鸕
　

翅
を
展
し
て　

沙
磯
に
立
つ

一
飽
魚
兒
肚
太
肥　
　

一
た
び
魚
児
に
飽
て　

肚　

太
だ
肥
ゆ

舟
近
俄
然
背
人
去　
　

舟　

近
く
し
て　

俄
然
と
し
て
人
に
背
て
去
る

波
頭
掠
得
劣
能
飛　
　

波
頭　

掠
め
得
て　

劣わ
づ
かに
能
く
飛
ぶ

　

鷺
が
翼
を
広
げ
て
水
辺
に
立
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
魚
を
心
行
く
ま
で
食
べ

た
ら
し
く
腹
が
ひ
ど
く
膨
れ
て
い
る
。
我
々
の
舟
の
近
く
で
急
に
人
に
背
を
向

け
て
飛
び
去
る
。
波
頭
を
掠
め
て
、
な
ん
と
か
飛
び
立
っ
た
よ
う
だ
。

○
鸕
　

ろ
じ
。
鷺
の
一
種
。

◎
上
平
声
五
微

75　

池
上
邨
夜
歸
（
池
上
邨
夜
帰
。）

纔
穿
林
樾
又
田
塍　
　

纔
に
林り
ん
え
つ樾
を
穿
て
ば　

又　

田で
ん
し
ょ
う塍　

歸
路
蒼
茫
月
未
昇　
　

帰
路　

蒼
茫
と
し
て　

月　

未
だ
昇
ら
ず

不
信
東
南
元
是
水　
　

信
ぜ
ず　

東
南　

元
と
是
れ
水
な
る
を

星
連
平
野
即
漁
燈　
　

星　

平
野
に
連
れ
ば　

即
ち
漁
灯

　

や
っ
と
林
の
木
陰
を
く
ぐ
り
抜
け
た
か
と
思
う
と
次
は
田
の
畦
道
だ
。
帰
り

道
は
ど
こ
ま
で
も
糢
糊
と
し
て
い
る
し
、
月
も
ま
だ
昇
ら
な
い
。
信
じ
ら
れ
な

い
こ
と
だ
が
、
こ
の
東
南
は
も
と
も
と
は
海
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
う
言
え
ば
、

星
が
こ
の
広
い
野
原
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
と
そ
れ
は
全
く
漁
り
火
の
よ
う
だ
。

○
池
上
邨　

東
京
都
大
田
区
池
上
と
見
ら
れ
る
が
、
詩
意
か
ら
そ
の
東
南
の
川

崎
市
川
崎
区
池
上
町
・
池
上
新
町
を
も
含
む
か
。　

○
林
樾　

樾
は
樹
陰
。　

○
田
塍　

田
の
あ
ぜ
。
田
畑
の
畝
。　

○
蒼
茫　

限
り
な
く
広
い
こ
と
。　

○

東
南
元
是
水　

川
崎
市
川
崎
区
池
上
町
・
池
上
新
町
は
、
江
戸
時
代
の
池
上
新
田
。

宝
暦
年
間
に
干
拓
さ
れ
た
。

◎
下
平
声
十
蒸

76　

遊
仙
詩
嘲
某

劉
安
今
日
遠
離
塵　
　

劉
安　

今
日　

遠
く
塵
を
離
る

百
錬
金
丹
跡
已
陳　
　

百
錬
の
金
丹　

跡　

已
に
陳
す

只
趂
雲
中
雞
犬
伴　
　

只
だ
趁
ふ　

雲
中　

鶏
犬
の
伴
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當
時
賓
客
是
閑
人　
　

当
時
の
賓
客
は
是
れ
閑
人

　

淮
南
王
劉
安
も
今
日
で
は
遠
く
人
間
世
界
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
百
回
も

精
錬
し
て
工
夫
し
た
仙
薬
金
丹
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
全
て
跡
形
も

な
く
古
び
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
雲
の
中
ま
で
追
い
か
け
て
供
を
し
て
く
れ
た
の

は
鶏
と
犬
だ
け
で
、
当
時
た
く
さ
ん
養
っ
て
い
た
食
客
は
す
べ
て
役
立
た
ず
だ
っ

た
の
だ
。

○
劉
安　

前
漢
の
高
祖
の
孫
。
淮
南
王
を
継
い
だ
。
読
書
を
好
み
、
賓
客
や
方

術
の
士
を
招
き
こ
れ
ら
諸
家
の
思
想
・
学
説
を
記
述
、
編
集
し
た
。
そ
の
一
部

が
現
存
の『
淮
南
子
』。　

○
離
塵　

世
俗
と
離
れ
る
。
こ
こ
は
昇
天
す
る
こ
と
。　

○
陳　

ふ
る
び
る
。
陳
腐
・
新
陳
代
謝
な
ど
の
陳
。　

○
雲
中
雞
犬
伴　
「
鷄
犬

皆
仙
」
の
故
事
。
劉
安
が
昇
天
し
た
時
、
残
し
た
薬
を
舐
め
た
鷄
や
犬
も
皆
昇

天
し
た
と
い
う
（『
神
仙
伝
』）。　

○
當
時
賓
客　

劉
安
の
招
い
た
方
術
な
ど
の

食
客
。

◎
『
五
山
堂
詩
話
』
八
34
話
に
載
せ
る
。
前
文
は
、「
一
朝
貴
、
有
り
。
博
く
詞

客
を
徴
す
、
風
雅
を
琢
磨
し
て
、
将
に
身
を
終
ん
と
す
る
が
如
し
。
幾
く
も
無

く
し
て
、
煙
花
、
祟
を
為
し
、
醜
類
を
嘯
引
し
て
、
日
々
狎
宴
を
事
と
す
。
余
、

遊
仙
詩
を
作
り
て
之
を
諷
す
。」
で
あ
る
。
明
確
に
寓
意
の
あ
る
作
品
だ
が
、
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

◎
『
文
政
十
七
家
絶
句
』（
34
オ
）
に
も
収
録
。

◎
上
平
声
十
一
眞

77　

中
元
見
月

一
年
真
没
賽
中
元　
　

一
年　

真
に
中
元
に
賽ま

さ
る
は
没な

し

飽
領
清
光
坐
静
軒　
　

飽
く
ま
で
清
光
を
領
し
て　

静
軒
に
坐
す

却
是
家
家
少
人
賞　
　

却
て
是
れ　

家
家　

人
の
賞
す
る
こ
と
少ま
れ

な
り

照
冥
門
炬
送
蘭
盆　
　

冥
を
照
し
て　

門
炬　

蘭
盆
を
送
る

　

一
年
の
う
ち
真
に
中
元
の
月
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
清
ら

か
な
月
光
を
静
か
な
軒
端
に
座
っ
て
味
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
景
を
世

間
の
家
々
の
人
で
観
賞
す
る
も
の
は
稀
だ
。
門
々
で
は
灯
籠
や
篝
火
で
せ
っ
か

く
の
闇
夜
を
照
し
て
、
盂
蘭
盆
会
の
送
り
火
と
し
て
い
る
。

○
賽　

勝
負
に
勝
っ
て
誇
る
こ
と
。
勝
負
を
争
う
こ
と
。　

○
中
元　

日
本
で

は
盂
蘭
盆
と
習
合
し
て
お
盆
の
行
事
と
な
る
。
七
月
十
五
日
。　

○
蘭
盆　

盂

蘭
盆
会
。

◎
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
八
に
詩
の
解
説
が
あ
り
、
盂
蘭
盆
会
の
送
り
火
に
関
し

て
「
稍
や
殺
風
景
を
覚
ゆ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
本
文
、異
同
有
り
。
第
二
句
「
飽

領
清
光
坐
静
軒
」
を
「
独
領
清
光
坐
小
軒
」
と
す
る
。

◎
上
平
声
十
三
元

78　

荷
葉
露　

花
水
十
詠
之
一

荷
葉
晶
瑩
無
處
無　
　

荷
葉　

晶
瑩　

処
と
し
て
無
き
こ
と
無
し

化
兒
何
更
着
工
夫　
　

化
兒　

何
ん
ぞ
更
に
工
夫
を
着
か
ん
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『
五
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微
風
揺
手
還
多
事　
　

微
風　

手
を
揺
す　

還
て
多
事

故
碎
大
珠
成
細
珠　
　

故
ら
に
大
珠
を
碎
て　

細
珠
と
成
す

　

蓮
の
葉
は
露
に
濡
れ
て
、
き
ら
き
ら
と
輝
か
な
い
と
こ
ろ
と
て
な
い
。
そ
れ

で
十
分
に
美
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
は
自
然
を
作
っ
た
造
化
小
児
、
ど
う
し
て
更

に
工
夫
を
し
な
い
で
お
こ
う
か
。
微
風
を
吹
か
し
て
、
ご
苦
労
な
こ
と
に
か
え
っ

て
仕
事
を
増
や
し
て
手
で
揺
ら
し
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
大
き
な
珠
を
砕
い
て
よ

り
美
し
く
細
か
い
珠
と
し
て
い
る
の
だ
。

○
晶
瑩　

ひ
か
り
輝
く
さ
ま
。
光
明
の
さ
ま
。　

○
無
處
無　

無
處
不
〜
。
処

と
し
て
〜
せ
ざ
る
無
し
。　

○
化
兒　

造
化
小
児
。
造
化
の
神
を
指
し
て
小
児

と
い
う
。
唐
・
杜
審
言
の
故
事
。「
杜
審
言
疾
甚
、
宋
之
問
等
省
候
、
答
曰
、
甚

為
造
化
小
児
所
苦
。」（
唐
書
・
文
芸
伝
）　

○
揺
手　

手
を
ゆ
り
動
か
す
。
手
を

振
る
。　

○
多
事　

仕
事
が
多
い
。
余
計
な
こ
と
を
す
る
。

◎
上
平
声
七
虞
。

79　

芭
蕉
雨　

同
上

雨
與
芭
蕉
有
底
仇　
　

雨
と
芭
蕉
と　

底な
ん

の
仇
か
有
ら
ん

通
宵
彈
撃
未
曽
休　
　

通
宵　

弾
撃
し
て　

未
だ
曽
て
休
ま
ず

此
冤
明
曉
将
牋
訴　
　

此
の
冤　

明
暁　

牋
を
将
て
訴
へ
ん
と
す

一
巻
心
書
碧
已
抽　
　

一
巻
の
心
書　

碧　

已
に
抽
ん
ず

　

雨
と
芭
蕉
と
は
ど
の
よ
う
な
仇
同
士
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
晩
中
、
芭
蕉
の

葉
を
打
ち
続
け
て
け
っ
し
て
休
も
う
と
し
な
い
。
芭
蕉
は
こ
の
冤
罪
を
明
朝
に

紙
に
書
い
て
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
巻
の
心
を
訴
え
る
書
は
緑
色
の
葉
と

し
て
既
に
出
て
き
て
い
る
。

○
将
牋
訴　

底
本
の
訓
点
で
は
、「
将
に
牋
訴
せ
ん
と
す
」。
文
意
か
ら
読
み
換

え
た
。　

○
心
書　

詩
の
用
例
の
見
つ
か
ら
な
い
語
。
芭
蕉
の
葉
を
訴
状
と
見

立
て
た
。

◎
下
平
声
十
一
尤

80　

十
三
夜
賞
月

芋
栗
堆
盤
也
足
歡　
　

芋
栗　

盤
に
堆
し
て　

也ま

た
歓
こ
ぶ
に
足
る

茅
堂
把
酒
弄
冰
丸　
　

茅
堂　

酒
を
把
て　

氷
丸
を
弄
す

今
秋
有
閏
猶
餘
熱　
　

今
秋　

閏
有
り　

猶
ほ
熱
を
余
す

後
月
恰
同
前
月
看　
　

後
月　

恰
も
前
月
の
看
に
同
じ

　

里
芋
や
栗
を
大
皿
に
高
く
積
ん
で
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
喜
ば
し
い
。
茅
葺
き

の
粗
末
な
家
で
酒
杯
を
手
に
し
て
、
氷
の
よ
う
な
澄
ん
だ
明
月
を
味
わ
っ
て
い

る
。
今
年
は
閏
月
が
あ
る
の
で
秋
の
九
月
と
い
っ
て
も
ま
だ
夏
の
暑
さ
が
残
っ

て
い
る
。
十
三
夜
の
後
の
月
と
言
っ
て
も
、
あ
た
か
も
先
月
見
た
中
秋
十
五
夜

の
月
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
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○
冰
丸　

用
例
の
見
え
な
い
語
。
氷
輪
な
ど
と
同
じ
く
冴
え
た
光
の
月
を
指
す
。　

○
今
秋
有
閏
猶
餘
熱　
「
今
秋
」
は
、「
有
閏
」
で
は
な
く
、「
猶
餘
熱
」
に
か
か
る
。　

○
後
月　

後
の
月
。
九
月
十
三
日
の
月
。
栗
名
月
、豆
名
月
。
日
本
特
有
の
風
習
。

清
新
性
霊
派
の
詩
人
は
こ
う
し
た
漢
詩
的
で
は
な
い
素
材
を
好
ん
で
取
り
上
げ

た
。　

○
前
月　

中
秋
、
八
月
十
五
日
の
月
。
芋
名
月
。

◎
閏
月
（
一
三
ヶ
月
め
）
が
あ
る
年
は
、
全
体
と
し
て
前
年
よ
り
前
倒
し
し
て

季
節
が
め
ぐ
る
。
た
だ
し
、
閏
月
を
入
れ
た
月
以
降
は
元
に
も
ど
っ
て
し
ま
う

の
で
、
こ
の
場
合
、
九
月
以
降
に
閏
月
が
あ
っ
た
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

う
す
る
と
九
月
で
も
暑
い
時
期
と
な
る
。
こ
こ
は
、
十
一
月
に
閏
月
が
あ
っ
た

文
化
十
年
の
九
月
十
三
夜
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

◎
上
平
声
十
四
寒

81　

嘲
菊

衰
金
紫
慕
何
深　
　

衰　

金
紫　

慕
ふ
こ
と
何
ぞ
深
き
や

殘
蕊
抱
枝
愁
不
禁　
　

殘
蕊　

枝
を
抱
て　

愁　

禁
へ
ず

五
斗
抽
身
真
勇
決　
　

五
斗　

身
を
抽
ん
づ　

真
に
勇
決

菊
花
却
負
老
陶
心　
　

菊
花　

却
て
老
陶
の
心
に
負
く

　

乱
れ
衰
え
た
黄
色
や
紫
の
菊
が
こ
の
世
を
慕
う
こ
と
何
と
深
い
の
だ
ろ
う
か
。

す
が
れ
残
っ
た
花
と
な
っ
て
も
未
練
深
く
枝
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
離
れ
ず
に

い
て
、
愁
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
陶
淵
明
が
五
斗
米
の
為
に
腰
を
折

ら
ず
と
言
っ
て
、
身
を
世
間
か
ら
隠
し
た
の
は
本
当
に
勇
気
あ
る
決
断
で
あ
っ

た
。
そ
の
陶
淵
明
が
愛
し
た
菊
花
だ
と
い
う
の
に
逆
に
老
陶
淵
明
の
心
に
背
い

て
い
る
で
は
な
い
か
。

○

衰　

は
龐
の
俗
字
。
み
だ
れ
る
。
あ
る
い
は
寵
の
誤
字
か
。　

○
蕊　

は

な
、
し
べ
。
55
詩
参
照
。　

○
五
斗　

五
斗
米
。
県
令
の
俸
禄
で
あ
る
五
斗
の

扶
持
米
。
薄
給
。「
我
不
能
為
五
斗
米
折
腰
」（
晋
書
・
隠
逸
・
陶
潜
）　

○
菊
花　

陶
淵
明
は
菊
を
愛
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。「
採
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」（
飲

酒
其
五
・
陶
潜
）、「
晋
陶
淵
明
独
愛
菊
」（
愛
蓮
説
・
周
敦
頤
）
な
ど
に
見
え
る
。

◎
下
平
声
十
二
侵

82　

送
佐
原
生

銅
椀
龍
唫
日
戞
鳴　
　

銅
椀　

龍
唫　

日
々
に　

戞
鳴
す

百
人
不
及
一
人
清　
　

百
人
は
一
人
の
清
に
及
ば
ず

一
人
今
去
真
堪
恨　
　

一
人　

今　

去
る　

真
に
恨
む
る
に
堪
ゆ

自
是
不
聞
金
石
聲　
　

是
よ
り
聞
か
ず　

金
石
の
声

　

日
々
、
銅
の
椀
を
鳴
ら
し
て
龍
が
吟
ず
る
よ
う
な
立
派
な
詩
を
吟
じ
て
い
た
。

百
人
か
か
っ
て
も
貴
方
一
人
の
清
ら
か
さ
に
及
ば
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の

一
人
が
今
去
っ
て
行
く
と
い
う
の
は
本
当
に
恨
む
べ
き
残
念
事
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
は
あ
の
金
石
の
音
の
よ
う
に
美
し
い
君
の
詩
を
吟
ず
る
声
を
聞
く
こ
と
は

な
い
の
だ
。
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

○
佐
原
生　

佐
原
鞠
塢
（
売
花
翁
？
）
か
。
45
詩
参
照
。　

○
銅
椀
龍
唫
〜
戞

鳴　
「
戞
銅
椀
為
龍
吟
歌
」（
唐
・
皎
然
）　

○
金
石
聲　

詩
文
の
格
調
の
優
れ
て

い
る
の
を
言
う
。

◎
『
文
政
十
七
家
絶
句
』
34
オ
に
も
収
録
す
る
。
詩
句
に
異
同
な
し
。

◎
下
平
声
八
庚

83　

霜
夜
望
月

青
女
素
娥
粧
正
酣　
　

青
女
素
娥　

粧　

正
に
酣
な
り

夜
深
照
影
落
寒
潭　
　

夜　

深
く
し
て　

影
を
照
し
て　

寒
潭
に
落
つ

家
家
檐
角
挂
冰
柱　
　

家
家
の
檐
角　

氷
柱
を
挂
く

知
是
抛
来
幾
玉
簪　
　

知
る　

是
れ
抛
ち
来
る　

幾
玉
簪

　

霜
の
神
女
で
あ
る
青
女
と
月
の
仙
女
素
娥
が
盛
ん
に
化
粧
を
し
て
い
る
よ
う

だ
。
夜
も
更
け
て
月
明
か
り
は
輝
や
き
、
霜
気
は
冷
た
い
淵
に
落
ち
て
い
く
よ

う
だ
。
家
々
の
軒
先
に
は
氷
柱
が
か
か
っ
て
い
る
。
わ
か
っ
た
、
こ
れ
は
彼
女

た
ち
が
天
か
ら
投
げ
捨
て
た
幾
つ
も
の
玉
の
簪
な
の
だ
。

○
青
女　

霜
の
神
。　

○
素
娥　

月
宮
の
仙
女
。
色
白
な
の
で
素
と
い
う
。
嫦
娥
、

姮
娥
。　

○
寒
潭　

水
の
冷
た
い
淵
。　

○
冰
柱　

つ
ら
ら
。

◎
下
平
声
十
三
覃

84　

元
旦
戯
述

索
債
拜
年
嗔
喜
相　
　

索
債　

拜
年　

嗔
喜
の
相

両
般
只
趂
一
宵
移　
　

両
般　

只
だ
一
宵
を
趁
て
移
る

夜
叉
已
革

獰
面　
　

夜
叉　

已
に
革あ
ら
たむ　

獰
の
面

門
口
来
低
菩
薩
眉　
　

門
口　

来
て
低た

る　

菩
薩
の
眉

　

借
金
の
催
促
の
時
は
怖
い
顔
で
、
新
年
の
挨
拶
に
く
る
時
の
顔
は
め
で
た
い

顔
だ
。
こ
の
二
つ
の
表
情
は
た
っ
た
の
一
晩
で
入
れ
替
わ
る
。
夜
叉
は
既
に
獰

猛
な
顔
を
改
め
て
、
門
口
に
来
て
つ
り
上
げ
た
眉
を
菩
薩
の
ご
と
く
下
げ
て
い

る
。

○
索
債　

借
金
取
。　

○
拜
年　

新
年
を
祝
う
挨
拶
を
す
る
。　

○
両
般　

般

は
た
ぐ
い
、
種
類
。
一
般
、
百
般
な
ど
。　

○

獰　

そ
う
ど
う
。
荒
々
し
く

憎
ら
し
い
恐
ろ
し
げ
な
容
貌
。　

○
菩
薩
眉

◎
嗔
と
喜
を
両
般
で
受
け
、
両
般
と
一
宵
を
対
比
さ
せ
る
。
更
に
両
般
を
夜
叉

と
菩
薩
に
展
開
し
て
い
る
。

◎
上
平
声
四
支
。
起
句
は
踏
み
落
と
し
。

85　

竹
裏
梅

青
士
當
春
迎
粲
妃　
　

青
士　

春
に
当
て　

粲
妃
を
迎
ふ

明
珠
萬
斛
聘
来
時　
　

明
珠
万
斛　

聘
し
来
る
時

嬋
娟
却
恐
人
覘
面　
　

嬋
娟　

却
て
恐
る　

人
の
面
を
覘
ん
こ
と
を

翠
帳
深
籠
不
使
知　
　

翠
帳　

深
く
籠
て　

知
ら
し
め
ず
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竹
の
中
の
梅

　

青
々
と
し
た
竹
は
春
に
な
っ
て
美
し
い
妃
を
迎
え
た
。
莫
大
な
宝
物
で
娶
っ

た
時
の
こ
と
。
そ
の
あ
で
や
か
さ
を
誇
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
他
人
が
そ
の
顔
を

ぬ
す
み
見
る
の
を
心
配
し
て
い
る
。
竹
林
の
緑
の
帳
で
深
く
閉
じ
こ
め
て
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
。

○
青
士　

竹
を
い
う
。「
岸
幘
尋
青
士
」（
晩
到
東
園
・
陸
游
）　

○
粲
妃　

用
例

の
見
つ
か
ら
な
い
語
。
粲
は
、
白
米
。
み
め
よ
い
こ
と
。
粲
者
は
美
人
。　

○

明
珠　

ひ
か
る
玉
、
宝
玉
。　

○
聘　

め
と
る
。
仲
人
を
立
て
贈
り
物
を
し
て

正
式
に
妻
と
す
る
こ
と
。
こ
こ
の
明
珠
萬
斛
は
贈
り
物
を
指
す
か
。　

○
嬋
娟　

あ
で
や
か
で
美
し
い
こ
と
。　

○
覘　

う
か
が
う
。
ぬ
す
み
み
る
。

◎
上
平
声
四
支
、
妃
は
五
微
の
通
韻
。

86　

桃
花
圖

人
世
百
年
彈
指
空　
　

人
世
百
年　

弾
指　

空
し

白
頭
又
是
對
春
風　
　

白
頭　

又
た
是
れ　

春
風
に
対
す

漁
郎
仙
去
劉
老
死　
　

漁
郎
は
仙
し
去
り　

劉
老
は
死
す

只
有
桃
花
依
舊
紅　
　

只
だ
桃
花
の
旧
に
依
て
紅
な
る
有
り

　

人
生
長
く
て
も
百
年
、
指
を
弾
く
わ
ず
か
な
間
に
過
ぎ
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
桃
の
よ
う
な
紅
顔
の
少
年
も
白
髪
頭
で
ま
た
春
風
に
吹
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
桃
源
郷
に
迷
い
込
ん
だ
と
い
う
漁
師
は
と
っ
く
に
こ
の
世
を
去
り
、
桃
を

小
人
に
喩
え
た
劉
禹
錫
も
亡
く
な
っ
た
。
今
は
た
だ
桃
花
の
紅
だ
け
が
昔
と
同

じ
よ
う
に
紅
の
ま
ま
に
あ
る
。

○
人
世
百
年　

人
の
一
生
は
百
年
と
認
識
さ
れ
た
。
日
本
の
人
生
五
十
年
。　

○
彈
指　

指
を
は
じ
く
極
め
て
わ
ず
か
な
時
間
。　

○
漁
郎　
「
桃
花
源
記
」（
陶

淵
明
）
に
見
え
る
武
陵
の
漁
人
。
桃
花
の
林
の
中
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
迷
い
込
ん

だ
。　

○
仙
去　

仙
人
に
な
っ
て
俗
界
を
去
る
こ
と
だ
が
こ
こ
は
死
去
す
る
こ

と
。
仙
遊
、
仙
逝
。　

○
劉
老　

劉
禹
錫
。
小
人
を
桃
の
花
に
喩
え
た
詩
を
作

り
左
遷
さ
れ
る
。
召
還
さ
れ
た
時
に
既
に
桃
は
な
く
再
び
詩
を
作
る
。「
紫
陌
紅

塵
拂
面
來
、
無
人
不
道
看
花
囘
。
玄
都
觀
裏
桃
千
樹
、
盡
是
劉
郎
去
後
栽
。」（
自

朗
州
至
京
戲
贈
看
花
諸
君
・
劉
禹
錫
）、「
百
畝
庭
中
半
是
苔
、
桃
花
淨
盡
菜
花
開
。

種
桃
道
士
今
何
歸
、
前
度
劉
郞
今
又
來
。」（
再
遊
玄
都
觀
・
劉
禹
錫
）
な
ど
に

見
え
る
。

◎
上
平
声
一
東

87　

折
花
仕
女
圖

恐
被
東
風
吹
作
塵　
　

恐
ら
く
は
東
風
に
吹
か
れ
て
塵
と
作
さ
れ
ん
こ
と
を

一
枝
折
取
苦
留
春　
　

一
枝　

折
取
し
て　

苦
ね
ん
ご
ろに
春
を
留
む

宮
中
亦
有
天
台
恨　
　

宮
中
も
亦
た
天
台
の
恨
み
有
り

自
別
劉
郎
不
見
人　
　

劉
郎
に
別
れ
て
よ
り
人
を
見
ず

　

花
が
春
風
に
吹
か
れ
て
塵
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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一
枝
を
折
り
取
っ
て
丁
寧
に
春
を
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
天
台
山
と
言
え
ば

再
び
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
劉
晨
が
有
名
だ
が
、
天
台
の
宮
中
の
ほ

う
か
ら
も
ま
た
恨
み
が
あ
る
の
だ
。
劉
郎
と
別
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
と
い
う
も

の
人
を
見
か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
仕
女　

つ
か
い
め
、官
女
、美
女
。　

○
苦　

は
な
は
だ
。「
ネ
ン
ゴ
ロ
」（『
詩

家
推
敲
』
下
八
オ
）　

○
天
台
〜
劉
郎　

後
漢
の
劉
晨
と
阮
肇
が
天
台
山
に
入
っ

て
仙
女
と
遇
い
、
半
年
ほ
ど
夫
婦
暮
し
を
し
た
後
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
す

で
に
十
世
を
経
て
世
の
中
が
す
っ
か
り
変
っ
て
い
た
と
い
う
故
事
（『
幽
明
録
』）。

◎
上
平
声
十
一
眞

88　

瑞
聖
寺
園
中
所
見

櫻
花
弄
態
粉
紅
闌　
　

桜
花　

態
を
弄
し
て　

粉
紅　

闌
な
り

嫋
嫋
垂
絲
春
作
團　
　

嫋
嫋
の
垂
糸　

春　

団
を
作
す

却
是
辛
夷
誇
玉
潔　
　

却
て
是
れ　

辛
夷　

玉
潔
を
誇
る

嶷
然
不
許
蝶
蜂
干　
　

嶷
然
と
し
て
許
さ
ず　

蝶
蜂
の
干お
か

す
を

　

桜
の
花
は
嬌
態
を
弄
し
て
紅
粉
を
塗
り
た
く
っ
て
正
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

風
に
揺
れ
る
た
お
や
か
に
垂
れ
た
細
い
糸
の
よ
う
な
枝
に
花
が
塊
と
な
っ
て
い

る
。
逆
に
辛
夷
の
花
は
玉
の
よ
う
な
潔
癖
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
高
く
抜
き
ん
で

て
蝶
や
蜂
な
ど
は
け
っ
し
て
寄
せ
付
け
な
い
の
だ
。

○
瑞
聖
寺　

ズ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
。
東
京
都
港
区
白
金
台
の
禅
寺
。『
江
戸
名
所
図
会
』

に
詳
し
い
。
し
だ
れ
桜
や
コ
ブ
シ
が
あ
る
か
は
不
明
。　

○
辛
夷　

コ
ブ
シ
。

通
常
は
紫
木
蓮
の
こ
と
。
白
い
コ
ブ
シ
は
漢
語
で
辛
夷
と
は
言
わ
な
い
。　

○

嶷
然　

高
く
抜
き
ん
で
る
。　

○
干　

お
か
す
。

◎
上
平
声
十
四
寒

89　

美
人
觀
牡
丹
圖

朶
朶
錦
雲
春
欲
融　
　

朶
朶
の
錦
雲　

春　

融
せ
ん
と
欲
す

多
情
獨
自
惜
嬌
紅　
　

多
情　

独
自　

嬌
紅
を
惜
む

沈
香
亭
畔
他
時
恨　
　

沈
香
亭
畔　

他
時
の
恨

吹
落
漁
陽
一
夜
風　
　

吹
き
落
つ　

漁
陽
一
夜
の
風

　

枝
ご
と
の
牡
丹
の
花
が
錦
の
雲
の
よ
う
で
春
も
和
ら
い
で
い
る
。
美
人
は
感

じ
や
す
い
心
で
独
り
艶
や
か
な
牡
丹
の
紅
を
惜
ん
で
い
る
。
牡
丹
に
喩
え
ら
れ

る
楊
貴
妃
の
沈
香
亭
の
あ
の
時
の
恨
み
の
心
は
い
か
ば
か
り
か
。
漁
陽
か
ら
起

こ
っ
た
反
乱
の
風
で
美
人
も
牡
丹
も
一
夜
に
し
て
吹
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。

○
朶　

花
の
つ
い
た
枝
。
花
の
ひ
と
か
た
ま
り
。　

○
融　

や
わ
ら
ぐ
。
和
。　

○
沈
香
亭　

長
安
の
宮
殿
興
慶
宮
の
中
の
亭
。
沈
香
木
で
作
ら
れ
る
。
牡
丹
の

名
所
で
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
花
見
を
し
た
。
そ
れ
を
李
白
が
詩
に
詠
み
、
李
亀
年

が
歌
っ
た
。「
名
花
傾
國
兩
相
歡
、
長
得
君
王
帶
笑
看
。
解
釋
春
風
無
限
恨
、
沈
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香
亭
北
倚
闌
干
。」（
清
平
調　

其
三
・
李
白
）　

○
他
時
恨　

沈
香
亭
で
牡
丹
を

見
て
い
た
楊
貴
妃
が
安
禄
山
の
挙
兵
で
一
夜
に
し
て
露
と
消
え
た
恨
み
。　

○

漁
陽　

幽
州
の
地
名
。
天
宝
十
四
年
、
安
禄
山
十
四
万
が
挙
兵
。「
〜
漁
陽
鼙
鼓

動
地
來
、
驚
破
霓
裳
羽
衣
曲
。
九
重
城
闕
煙
塵
生
、
千
乘
萬
騎
西
南
行
〜
」（
長

恨
歌
・
白
楽
天
）

◎
上
平
声
一
東

90　

題
蜀
山
人
真

蘸
甲
淋
漓
酒
満
鍾　
　

蘸
甲　

淋
漓　

酒　

鍾
に
満
つ

醉
毫
一
掃
萬
牋
空　
　

酔
毫
一
掃　

万
牋　

空
し

人
間
多
少
炎
凉
事　
　

人
間　

多
少　

炎
涼
の
事

不
到
玉
山
頽
夢
中　
　

玉
山　

頽
夢
の
中
に
到
ら
ず

　

な
み
な
み
と
つ
い
だ
酒
が
し
た
た
る
よ
う
で
、
酒
は
壷
に
満
ち
て
い
る
。
酔
っ

て
筆
を
一
払
い
す
れ
ば
一
万
枚
の
詩
牋
も
瞬
く
間
に
書
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。

多
く
の
世
俗
的
な
盛
衰
の
事
な
ど
、
玉
山
が
頽
れ
る
が
ご
と
き
酔
い
っ
ぷ
り
の

こ
の
人
の
夢
の
中
に
は
や
っ
て
こ
な
い
の
だ
。

○
蜀
山
人　

大
田
南
畝
。
文
人
。
戯
作
者
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
〜
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
没
。　

○
真　

肖
像
画
。　

○
蘸
甲　

な
み
な
み
と
つ
い

だ
酒
。
杯
を
持
つ
と
指
甲
を
ひ
た
す
か
ら
。
蘸
は
、
ひ
た
す
。　

○
淋
漓　

し

た
た
る
さ
ま
。　

○
鍾　

さ
か
つ
ぼ
。　

○
人
間　

こ
の
句
は
和
漢
異
義
語
三

つ
並
ん
で
い
る
。　

○
多
少　

多
い
と
少
な
い
。
多
い
。　

○
炎
凉　

あ
つ
い
、

す
ず
し
い
。
転
じ
て
、
世
態
の
栄
枯
盛
衰
、
富
と
貧
。　

○
玉
山
頽　

容
姿
の

す
ぐ
れ
た
人
が
甚
だ
し
く
酒
に
酔
っ
た
さ
ま
。

◎
上
平
声
一
東
、
鍾
は
二
冬
の
通
韻
。

91　

百
合
花

花
壇
結
陣
互
相
依　
　

花
壇　

陣
を
結
び
て　

互
に
相
依
る

百
合
偏
能
敵
暑
威　
　

百
合　

偏
に
能
く　

暑
威
に
敵
す

竒
警
一
攻
非
下
策　
　

奇
警
の
一
攻　

下
策
に
非
ず

曉
風
齊
放
佛
郎
機　
　

暁
風　

斉
し
く
放
つ　

仏
郎
機

　

花
壇
の
中
で
陣
列
を
組
ん
で
並
び
、
百
合
は
よ
く
暑
さ
に
対
抗
し
て
戦
っ
て

い
る
。
す
る
ど
い
攻
撃
で
、
悪
い
作
戦
で
は
な
い
。
朝
の
風
の
中
で
、
そ
ろ
っ

て
鉄
砲
を
放
つ
の
だ
。

○
百
合　

ゆ
り
。
そ
の
根
茎
の
鱗
片
が
多
数
結
合
し
て
い
る
の
で
い
う
。　

○

結
陣　

陣
営
を
た
て
る
。　

○
奇
警　

す
ぐ
れ
て
か
し
こ
い
。　

○
下
策　

上

策
の
逆
。
下
手
な
は
か
り
ご
と
。　

○
佛
郎
機　

フ
ラ
ン
キ
。
フ
ラ
ン
ク
族
か

ら
伝
来
し
た
鉄
砲
。

◎
つ
ま
り
は
、
鉄
砲
百
合
の
こ
と
。
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
発
想
し
た
か
。

◎
上
平
声
五
微
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92　

晩
秋
雜
詠　

原
六

漁
梁
敗
落
夕
陽
餘　
　

漁
梁　

敗
落
し
て　

夕
陽　

余
る

一
道
寒
流
玉
似
梳　
　

一
道
の
寒
流　

玉　

梳
く
し
け
づる
に
似
た
り

無
頼
溪
風
錯
人
眼　
　

無
頼
の
渓
風　

人
眼
を
錯あ
や

ま
ら
し
む

挂
来
楓
葉
做
紅
魚　
　

楓
葉
を
挂
け
来
て　

紅
魚
と
做
す

　

夕
日
の
名
残
の
中
で
川
瀬
の
梁
が
壊
れ
か
か
っ
て
い
て
、
一
筋
の
冷
た
い
川

の
流
れ
が
ま
る
で
玉
が
櫛
を
通
る
よ
う
だ
。
気
が
き
か
な
い
こ
と
に
谷
川
を
渡

る
風
が
人
の
目
を
錯
覚
さ
せ
る
。
紅
葉
を
川
面
に
落
と
し
て
紅
い
魚
と
見
ま
が

わ
せ
る
の
だ
。

○
晩
秋
雜
詠　

范
成
大
の
田
園
雑
興
の
影
響
か
。
97
・
98「
冬
日
雑
詠
」が
あ
る
。　

○
漁
梁
敗
落
〜　

起
句
は
「
漁
梁　

敗
落
す　

夕
陽
の
餘
」
と
訓
む
の
が
通
常

だ
が
原
本
の
送
り
仮
名
を
生
か
し
た
。　

○
敗
落　

敗
は
や
ぶ
る
、
落
は
お
と

ろ
え
る
。
零
落
な
ど
。　

○
寒
流　

冬
の
川
。
冷
た
い
水
流
。　

○
挂　

掛
と

同
じ
。　

○
做　

な
す
。
行
う
、
作
る
。
も
と
作
の
俗
字
。　

○
紅
魚　

赤
い

色
の
魚
。
鯛
の
別
名
。
こ
こ
は
鮭
か
、
鮎
か
。

◎
上
平
声
六
魚
。

93　

そ
の
２

衰
颯
芭
蕉
爭
耐
秋　
　

衰
颯
し
て　

芭
蕉　

争
で
か
秋
に
耐
え
ん

幾
株
芟
盡
不
曽
留　
　

幾
株
か
芟か

り
尽
く
し
て　

曽
て
留
め
ず

猶
能
一
寸
存
生
意　
　

猶
ほ
能
く　

一
寸　

生
意
を
存
す

已
剪
燭
心
青
又
抽　
　

已
に
剪
る　

燭
心　

青　

又　

抽
ん
ず

　

衰
え
し
お
れ
た
芭
蕉
の
葉
が
ど
う
し
て
秋
の
時
期
ま
で
耐
え
て
い
ら
れ
よ
う

か
。
幾
株
か
を
伐
り
尽
く
し
て
全
く
痕
を
留
め
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
わ

ず
か
に
一
寸
ば
か
り
生
の
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
既
に
剪
っ
た
灯
芯
の
よ
う
な
と

こ
ろ
か
ら
青
い
芽
が
ま
た
出
て
き
て
い
る
。

○
衰
颯　

お
と
ろ
え
し
お
れ
る
。
颯
も
お
と
ろ
え
る
意
。　

○
一
寸　

一
尺
の

十
分
の
一
。
短
い
、
わ
ず
か
な
、
少
し
。　

○
燭
心　

灯
の
芯
。

◎
下
平
声
十
一
尤

94　

そ
の
３

晩
茄
結
子
自
支
持　
　

晩
茄　

子
を
結
ん
で　

自
ら
支
持
す

小
小
顆
珠
懸
在
枝　
　

小
小
の
顆
珠　

懸
て
枝
に
在
り

摘
得
鹽
収
香
味
別　
　

摘
み
得
て　

塩
収　

香
味　

別
な
り

也
勝
首
夏
上
番
時　
　

也
た
首
夏
上
番
の
時
に
勝
れ
り

　

晩
秋
の
所
謂
秋
茄
子
が
実
を
結
ん
で
自
ら
支
え
て
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
。
小
さ

な
そ
の
玉
の
よ
う
な
実
は
枝
に
か
か
っ
て
い
る
。
摘
ん
で
漬
け
物
に
す
る
と
そ

の
香
味
は
格
別
だ
。
そ
し
て
初
夏
の
初
物
の
収
穫
時
期
に
勝
っ
て
い
る
。
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○
晩
茄　

秋
茄
子
。
秋
の
末
に
な
る
ナ
ス
。
小
粒
で
実
が
し
ま
り
甘
み
が
あ
る
。

古
く
か
ら
美
味
で
知
ら
れ
る
。　

○
鹽
収　

し
お
づ
け
。
し
お
び
き
。　

○
首

夏　

初
夏
。　

○
上
番　

第
一
番
。
早
や
摘
み
。

◎
上
平
声
四
支
。
起
句
は
下
二
字
が
同
韻
目
。

95　

そ
の
４

蕎
麥
秋
香
新
上
盤　
　

蕎
麦　

秋　

香
し
う
し
て　

新
に
盤
に
上
る

細
絲
垂
筋
翠
闌
干　
　

細
糸　

筋
に
垂
れ
て　

翠　

闌
干

老
饞
真
箇
可
無
肉　
　

老
饞　

真
箇
に
肉
無
か
る
べ
し

三
百
六
十
齋
不
難　
　

三
百
六
十　

斎
す
る
こ
と
難
か
ら
ず

　

蕎
麦
も
秋
に
な
る
と
香
し
い
新
蕎
麦
と
し
て
皿
に
載
せ
ら
れ
る
。
細
い
麺
が

筋
の
よ
う
に
垂
れ
、
緑
が
か
っ
た
色
が
入
り
乱
れ
て
い
る
。
老
い
て
食
を
む
さ

ぼ
る
時
、
本
当
に
肉
味
が
無
い
ほ
う
が
よ
い
の
だ
。
こ
の
蕎
麦
が
あ
れ
ば
一
年

三
百
六
十
日
精
進
潔
斎
す
る
の
も
簡
単
だ
。

○
闌
干　

入
り
乱
れ
る
こ
と
。　

○
老
饞　

年
老
い
て
食
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
。　

○
真
箇　

箇
は
語
助
の
詞
。　

○
齋　

精
進
潔
斎
。
も
の
い
み
。
飲
食
や
行
い

を
慎
ん
で
心
身
を
清
ら
か
に
す
る
こ
と
。

◎
上
平
声
十
四
寒
。

96　

重
陽
不
見
菊

寂
寞
東
籬
不
見
花　
　

寂
寞
た
る
東
籬　

花
を
見
ず

一
杯
酬
節
賞
心
差　
　

一
杯　

節
に
酬
て　

賞
心　

差た
が

ふ

爛
開
他
日
恨
遲
暮　
　

爛
開　

他
日　

遅
暮
を
恨
む

恰
似
黄
金
老
滿
家　
　

恰
も
似
た
り　

黄
金　

老
て
家
に
満
つ
る
に

　

今
年
は
物
寂
し
い
東
籬
で
菊
の
花
が
全
然
咲
か
な
い
。
一
杯
の
酒
で
重
陽
節

に
酬
い
よ
う
と
思
っ
た
が
、
愛
で
る
べ
き
菊
が
な
く
、
あ
て
が
は
ず
れ
た
。
い

ず
れ
近
い
う
ち
咲
き
乱
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
遅
す
ぎ
る
の
が
恨
み
だ
。
ま

る
で
年
と
っ
て
か
ら
黄
金
が
家
中
に
満
ち
満
ち
る
よ
う
な
も
の
。

○
重
陽
不
見
菊　

重
陽
は
九
月
九
日
。
菊
の
節
句
。
菊
が
な
い
の
は
閏
月
と
関

係
か
。
80「
今
秋
有
閏
」、100
な
ど
が
季
節
の
ず
れ
を
モ
チ
ー
フ
。　

○
東
籬　
「
採

菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」（
飲
酒
其
五
・
陶
淵
明
）
か
ら
古
来
、
菊
の
あ
る
べ

き
場
所
。　

○
一
杯　

酒
と
菊
は
陶
淵
明
の
縁
語
。　

○
差　

酒
は
あ
る
が
菊

が
な
い
の
で
、食
い
違
う
こ
と
。
あ
て
が
は
ず
れ
る
。　

○
爛
開　

咲
き
乱
れ
る
。

爛
漫
と
し
て
開
く
。「
爛
開
梔
子
渾
如
雪
」（
初
秋
行
圃
四
首
・
楊
萬
里
）　

○
他

日　

過
去
ま
た
は
将
来
。　

○
遅
暮　

だ
ん
だ
ん
年
を
取
る
。
ゆ
っ
く
り
遅
い

こ
と
。　

○
恰
似
黄
金
老
滿
家　

こ
と
わ
ざ
な
ど
か
。

◎
下
平
声
六
麻

97　

冬
日
雜
詠　

原
四

滿
階
風
葉
走
乾
紅　
　

満
階
の
風
葉　

乾
紅
を
走
ら
す
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山
口　

旬　
『
五
山
百
絶
』
注
釈

人
坐
冬
陰
黯
澹
中　
　

人
は
坐
す　

冬
陰　

黯
澹
の
中

輕
霰
纔
来
不
成
雪　
　

軽
霰　

纔
に
来
り
て　

雪
を
成
さ
ず

乍
看
日
影
掠
窗
　
　

乍
ち
看
る　

日
影　

窗

を
掠
む
る
を

　

き
ざ
は
し
い
っ
ぱ
い
の
枯
葉
が
風
に
吹
か
れ
て
乾
い
た
紅
色
を
走
ら
せ
る
。

人
は
冬
の
日
陰
の
う
す
暗
い
中
に
座
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
少
し
の
霰
が
降
っ

て
き
た
が
雪
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
ふ
と
見
れ
ば
陽
光
が
格
子
窓
を
掠
め
て

射
し
て
い
る
。

○
冬
日
雜
詠　

関
連
の
詩
題
に
、
67
冬
日
田
園
雜
興
、
92
〜
95
晩
秋
雜
詠
が
あ

る
。　

○
風
葉　

風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
る
木
の
葉
。　

○
乾
紅　

紅
葉
の
落
ち
葉
。　

○
黯
澹　

う
す
暗
く
て
深
い
。　

○
　

お
り
。
れ
ん
じ
ま
ど
。

◎
上
平
声
一
東
。

98　

そ
の
２

雪
裏
河
豚
恰
及
時　
　

雪
裏
の
河
豚　

恰
も
時
に
及
ぶ

買
来
猶
恨
入
庖
遅　
　

買
ひ
来
て　

猶
ほ
恨
む　

庖
に
入
る
の
遅
き
を

人
間
珍
味
應
無
比　
　

人
間
の
珍
味　

応
に
比
無
か
ら
べ
し

却
是
朱
門
不
許
知　
　

却
て
是
れ　

朱
門　

知
る
こ
と
を
許
さ
ず

　

雪
が
降
る
中
、
ち
ょ
う
ど
河
豚
が
も
っ
と
も
美
味
い
と
い
う
時
に
な
っ
た
。

も
う
買
い
求
め
て
来
た
の
に
ま
だ
調
理
場
へ
入
れ
る
の
が
遅
い
な
ど
と
文
句
を

言
っ
て
い
る
。
世
間
に
珍
味
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
い
っ
て
も
こ
れ
は
他
に
比
類

が
な
い
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
美
味
い
も
の
だ
が
高
位
高
官
は
逆
に
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
だ
。

○
雪
裏
河
豚
恰
及
時　

日
本
で
は
河
豚
の
旬
は
秋
の
彼
岸
か
ら
春
の
彼
岸
と
言

わ
れ
、
冬
の
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、「
竹
外
桃
花

三
両
枝
、
春
江
水
暖
鴨
先
知
。
蔞
蒿
満
地
蘆
芽
短
、
正
是
河
豚
欲
上
時
。」（
恵

崇
春
江
晩
景
・
蘇
軾
）
な
ど
。
季
節
は
異
な
る
が
こ
う
し
た
典
拠
を
背
景
に
し

た
表
現
。
素
堂
の
「
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
」
な
ど
と
も
似
た
世
界
。　

○
庖　

ホ
ウ
。
く
り
や
。　

○
朱
門　

朱
塗
り
の
門
。
転
じ
て
高
位
高
官
の
や

し
き
。

◎
下
平
声
四
支

99　

霜
月
早
行

人
跡
板
橋
霜
是
月　
　

人
跡
板
橋　

霜　

是
れ
月

雞
聲
茅
店
月
仍
霜　
　

雞
声
茅
店　

月　

仍
ほ
霜

不
知
霜
月
元
何
意　
　

知
ら
ず　

霜
月　

元
と
何
の
意
ぞ

只
作
清
寒
逼
客
装　
　

只
だ
清
寒
を
作
し
て　

客
装
に
逼
る

　

鄙
び
た
板
の
橋
の
霜
に
付
い
た
人
の
踏
み
跡
を
月
が
照
ら
し
、
粗
末
な
茅
店

か
ら
鷄
の
声
が
聞
こ
え
る
が
月
は
な
お
霜
気
を
帯
び
て
い
る
。
霜
や
月
が
も
と

も
と
ど
う
い
う
気
持
ち
か
知
ら
な
い
が
、
早
立
ち
の
旅
人
に
と
っ
て
は
と
に
か
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く
た
だ
清
ら
か
な
寒
さ
と
な
っ
て
旅
支
度
に
迫
っ
て
く
る
の
だ
。

○
人
跡
板
橋
霜
〜　

温
庭
筠
の
五
言
句
を
そ
の
ま
ま
七
言
句
の
上
五
字
に
も
っ

て
く
る
機
知
。「
雞
聲
茅
店
月
、
人
跡
板
橋
霜
。」（
商
山
早
行
・
温
庭
筠
）　

○

板
橋　

ひ
な
び
た
橋
。
中
国
で
は
普
通
、
橋
は
石
橋
な
の
に
対
し
て
言
う
。　

○
霜
月　

霜
の
降
り
る
夜
に
出
る
月
。
陰
暦
七
月
の
別
名
。

◎
下
平
声
七
陽
。
起
句
「
月
」
は
踏
み
落
と
し
。

100　

雪
裏
聞
鸎

雪
鎖
梅
花
料
峭
風　
　

雪
は
梅
花
を
鎖
す　

料
峭
の
風

澀
喉
不
似
串
珠
工　
　

渋
喉
は
串か
ん
し
ゅ珠
の
工
な
る
に
似し
か

ず

積
陰
今
歳
春
如
此　
　

積
陰　

今
歳　

春　

此
の
如
し

将
謂
城
中
此
谷
中　
　

将
に
謂
ん
と
す　

城
中　

此
れ
谷
中
と

　

春
風
と
言
っ
て
も
冷
た
い
風
が
吹
き
、
梅
花
は
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
。
ま
だ

鳴
き
な
れ
ぬ
鴬
の
喉
で
は
、
雪
の
珠
を
串
刺
し
に
し
た
よ
う
な
巧
み
さ
に
は
か

な
わ
な
い
。
今
年
は
春
と
言
っ
て
も
寒
気
が
積
も
り
積
も
っ
て
こ
ん
な
具
合
だ
。

街
中
で
溪
谷
の
趣
が
味
わ
え
る
と
言
っ
て
お
こ
う
。

○
料
峭　

春
風
の
寒
い
形
容
。
料
は
撫
で
ふ
れ
る
、
峭
は
き
び
し
い
。
こ
の
季

節
の
ず
れ
の
モ
チ
ー
フ
も
閏
月
と
関
係
か
。
春
寒
は
常
套
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。　

○
澀
喉　

渋
る
喉
。
鴬
の
鳴
き
方
が
ま
だ
上
達
し
て
い
な
い
こ
と
。
喉
は
コ
ウ
、

の
ど
。　

○
串
珠　

梅
の
木
に
雪
の
積
も
っ
た
様
子
。
枝
の
串
が
雪
の
珠
を
貫

く
様
。
所
謂
ク
シ
に
あ
て
る
の
は
和
語
。
串
は
貫
く
意
。　

○
積
陰　

つ
も
り

つ
も
っ
た
陰
気
。
寒
気
。
ひ
さ
し
く
続
く
曇
り
日
。

◎
上
平
声
一
東


